




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１　拝啓、魔術師がいません

２　前略、怪しい人です

３　謹啓、断られ続けています

４　啓上、あなたのいる世界は

５　急白、一番大切なものは

６　拝復、再びあなたのもとへ

７　再啓、軍神と精霊

８　拝啓、親愛なるあなたへ

あとがき




電子書籍特典　書き下ろし短編『恋は時間差で来る』
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　親愛なるビクトール伯お父じ様さまへ

　お元気ですか？　私は相変わらず元気です。

　いよいよ採用試験の日が近づいてきました。

　宿しゆく舎しやも決まり、三日後のお昼に王都へ到とう着ちやくする予定です。

　そこには他の受験生たちもいるらしく、

　どんな人たちと出会えるか、今からわくわくしています。




　ずっとずっと夢に見ていた王都魔術院。

　精せい一いつ杯ぱい、頑がん張ばってきます。

　伯父様、どうか見守っていてくださいね。









「ほらイルゼ、もうすぐ着くぞ」

　心ここ地ちよい振しん動どうに眠ねむ気けを感じていたイルゼは、その言葉にようやく目を開いた。

　翠すい玉ぎよくのように綺き麗れいな緑色の瞳ひとみ。虹こう彩さいの下側にはわずかに金色が交まじっているが、よく見なければ気づけない程度だ。

　栗くり色いろの長い髪かみは白いリボンで一つに結ばれており、体を起こす仕草に遅おくれて揺ゆれる。その毛先もよく見ると金色だったが、はた目にはほとんどわからない。

「あ、ごめんなさい。うとうとして」

「はは、緊きん張ちようするよりいいさ。その、仮面なんとかの試験だったか」

「仮か面めん造ぞう形けい師し。魔術師の仮面を作るお仕事よ」

「そう、それだ。ツクミドから造形師が出ただけでもすごいのに、そのうえ王宮勤めになるとなりゃ、俺おれたちも鼻が高い」

「ま、まだ受かってないから……」

　がははと豪ごう快かいに笑う男の隣となりで、イルゼは困ったように顔を赤くする。そうこうしているうちに、馬車は王都の市し門もんへと到着した。イルゼは元気よく馬車から飛び降り、荷台から下ろしてもらった大きな鞄かばんを受け取る。

「ゲオルグさん、ありがとう！」

「なに、仕入れがあったからついでよ。試験、頑張ってこいよ」

　離はなれていくゲオルグに手を振ふり、その姿が遠くなるまで見送ると、イルゼはよしと気合を入れて市門をくぐった。街の入り口で簡単な手続きをすませ、人混みの流れに身を任せているうちに、自然と大通りへと運ばれる。徐じよ々じよに見えてきた王都の景色に、イルゼは思わず嘆たん息そくを漏もらした。

「うわあ……！」

　少し冷たい春の風が頰ほおを撫なで、どこからか甘あまい花の香かおりを連れてくる。足元は丹たん念ねんに石で舗ほ装そうされた街路。通りの左右には暖色の煉れん瓦がや土を重ねて造られた建物が並び、すれ違ちがう人たちも洗練された衣服を身に纏まとっている。髪の色、肌はだの色も様々で、イルゼはあちこち見回しながら軽かろやかに足を進めた。

　王都には以前一度だけ来たことがあったが、その時は自由な時間がほとんどなく、ゆっくりと楽しむことは出来なかった。イルゼはわくわくとした気持ちを嚙みしめるように、じっくりと周囲の景色を観察する。

「すごい、やっぱり王都は賑やかだわ」

　やがて街の中心部にある広場にたどり着いた。そこには巨きよ大だいな水すい晶しようで出来た噴ふん水すいがあり、丁てい寧ねいに研けん磨まされたいくつもの切きり子こ面めんが、太陽の光を受けてきらめいている。舞まい散ちる水しぶきがそれらの光を一層輝かがやかせていた。

　おそらくここは人々の憩いこいの場所なのだろう、噴水の周囲には多くの家族連れや子どもたちの姿がある。生花で飾かざられた可愛かわいらしいワゴンも数多く並んでおり、皆みなそこからお菓か子しや食べ物を買っているようだ。

　イルゼがちらりとワゴンに目を向けると、地元・ツクミドでは見たこともないカラフルな砂さ糖とう菓が子しや籠かごに入った四角いシフォンケーキ、ハート形に焼かれた細いドーナツのようなものが売られており、彼かの女じよの大きな目は一層輝いた。

（あれはなんてお菓子なのかしら！）

　その時、大きな鐘かねの音ねが空に輪を広げるかのように王都全体に響ひびき渡わたった。

　おそらく一の刻こくを知らせるものだろう。周囲の人々は慣れているのか、特に気にする様子もなかったが、久しぶりに聞いたイルゼは驚おどろき、思わず音のした方を見つめる。

　王都・フィクオクの最さい奥おうにそびえ立つ鐘しよう塔とう。そしてその下に見える白はく亜あの王宮。

（ようやく、ここまで来たのね）

　五年ぶりに実施される、王都魔術院の採用試験。

　これに合格すれば、自分もあの王宮で『仮面造形師』として働くことが出来る、とイルゼは一人高鳴る胸の鼓こ動どうを感じていた。右手で小さく拳こぶしを作り、左手で地元から持ってきた大きな鞄の取っ手を強く握にぎる。

「とりあえず宿舎に行かないとね。ええと、ファージー通りの二〇二」

　手書きのメモと街中に掲かかげられている表示を頼たよりに、当面の拠点である宿を探す。

　だがイルゼの住んでいた田舎いなか町まちとは異なり、通りの数も建物の数も王都はけた違ちがいで、なかなか探している通りに行き当たらない。

「あれ、ここヴィオレヌ？　おかしいわ、あっちかしら」

　通りにある地図も見てみるが、どうにも方角がわからない。おまけにいつの間にか中心部から外れてしまったらしく、周囲にいた観光客や貴族たちの姿が減り、代わりにパブや簡易宿泊所といった雑多な雰ふん囲い気きに変わってしまっていた。

　改めてメモを見るが、住所以上の情報は書かれていない。目印になりそうな表示も見当たらなくなり、不安になったイルゼが一いつ旦たん噴水の場所まで戻もどろうと身を翻ひるがえした時だった。

「いってえ！」

「あっ、ご、ごめんなさい！」

　振り返ったすぐの位置にいた人と、肩かたをぶつけてしまったらしい。見ると無ぶ精しようひげを生やした強こわ面もての男がイルゼを睨にらみつけていた。その後ろには彼かれの仲間だろうか、似たような風ふう体ていのならず者が何人も見える。

「す、すみません、うっかりしていて。怪け我がはありませんでしたか？」

　あわあわと取り乱すイルゼを見て、無精ひげはしばらく黙だまっていたが、彼女の大きな鞄に視線を向けるとにやりと口元を歪ゆがめた。

「あーそうだな、こりゃ大怪我かもしれねえな」

　ひい、とイルゼの顔は青ざめる。だがそんな二人の様子を、彼の背後にいる仲間たちは薄笑いで傍ぼう観かんしたままだ。

「本当にごめんなさい、あの、よければ教会で手当てをしてもらいに……もちろん私も一いつ緒しよに行きますので」

　だが無精ひげはイルゼの謝しや罪ざいもそこそこに、値ね踏ぶみするように彼女を眺ながめた。

「教会ねえ。確かに教会もいいが、それよりは誠意を見せてもらいたいもんだ」

「せ、誠意、ですか？」

「見たとこあんた、最近王都に来た口だろ？　田舎の奴やつは知らねえだろうが、王都では誠意って言ったら金のことなんだよ」

　突とつ然ぜん腕うでを摑つかまれ、「痛っ……」と小さく声が漏れる。助けを求めるように周囲を見回すが、男たちに関わりたくないのか、皆視線を逸そらすばかりだ。

「お金、ですか。あの、私あまり持っていなくて、その」

「持ってないたァ話にならねえな。とりあえず出せるモン出して、後は……わかるだろ」

　摑まれたままの腕に、さらに力が込められる。どうしよう。どうしたら。

　無精ひげの視線が怖こわくて、イルゼは震ふるえながら俯うつむいた。だが目を落とした石いし畳だたみに、イルゼや男たちのものとは別の大きな影かげが落ちる。

（……？）

　次の瞬しゆん間かん、イルゼの腕を摑んでいた無精ひげの手が急に離れた。慌あわてて顔を上げると、自分の後ろから長い腕が伸のびており、それが無精ひげの腕をねじ上げている。
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「──何をしている」

　背後から響ひびく低い声。解放されたイルゼが振り返ると、そこには長身の男が立っていた。

　鍛きたえ抜ぬかれた体たい軀くに厚い胸むな板いた。伸ばされた腕はなおも力を込めたままらしく、時折いてててと無精ひげの悲鳴が零こぼれる。

　突然現れた救世主を見上げていたイルゼは、ある一点に目を奪うばわれた。

（──仮面？）

　黒こく曜よう石せきのように艶つややかな髪と黒い瞳。顔の造ぞう作さくが息を吞のむほど美しいとわかるのに、見えているのはそれだけ。

　男はその顔の上半分を、漆しつ黒こくの仮面で覆おおい隠かくしていたのだ。

　やがて無精ひげは降参だと騒さわぎ始め、仮面の男が手を離したと同時に、仲間たちを引き連れてわたわたと逃にげていった。その様子を呆あつ気けに取られて見ていたイルゼだったが、お礼を言わないと、と慌てて仮面の男に向き直る。

「あ、あの、ありがとう、ございました！」

　嬉うれしそうにぺこりと頭を下げるイルゼを、男は無言のまま見下ろしていた。仮面で表情が隠かくれているので、彼が何を考えているのかはわからない。

　だがイルゼは、その姿をまじまじと見つめながら心の中で呟つぶやいた。

（仮面を着けているってことは……きっと魔術師だわ！）

　イルゼのいたツクミドは大変な田舎町で、魔術師の数がとても少なかった。イルゼの工房を訪れるのも、王都から地方に派は遣けんされてきた魔術院の関係者がほとんどで、たまに来る旅人以外は見知った顔ばかりだ。

　だがここは多くの人が集まる王都。当然魔術師の数も多いわけで、こうして街中で普ふ通つうに出会えることにイルゼはちょっとした感動を覚えていた。

（でもなんか、今までに会った魔術師の印象とは違ちがうような……）

　イルゼはそのまま視線を下ろす。男は濃のう紺こんに銀の飾かざり紐ひもが付いた軍服を纏っており、襟えり元もとには王都騎き士し団だんを示す鷲わしの紋もん章しようがあった。

（もしかして巡じゆん回かい中ちゆうの騎士？　でもそれならどうして仮面を着けているのかしら？）

　疑ぎ問もん符ふを浮うかべたイルゼは、もう一度男の仮面を見ようと顔を上げる。

　だがそこで再び目を丸くした。

　何な故ぜなら、彼の肩に不思議な白い光がふわりと浮き上がったからだ。

「ああっ！」

　思わず出てしまった声に、仮面の男がわずかに首をかしげた。だがイルゼはすぐにえへへとごまかすように笑う。

（危ない危ない。ばれたら大変だわ）

　仮面の男は、ころころと表情を変えるイルゼをしばらく眺めていたが、小さくため息をつくとようやく口を開いた。

「王都にはああした手合いもいる。気をつけろ」

　落ち着いた男の声に、イルゼは先ほど味わった恐きよう怖ふが少しずつ収まっていくのがわかった。手にしていた荷物を置くと、改めて深々と頭を下げる。

「はい。本当に、助けてくださりありがとうございました」

　顔を上げ、にこりと微笑ほほえむ。仮面の男は、その様子をただ静かに見つめていた。







「ヴィンセント、こんなところにいたのか」

　王都騎士団の一つ、フェガリ騎士団の副団長・コルセストリアは、ようやく見つけた幼おさな馴な染じみにやれやれと声をかけた。ヴィンセントと呼ばれた男は振り返ると、小さく「コルセスか」と彼の愛あい称しようを呟き、その険けわしい視線を向ける。

「なんの用だ」

「君の隊員たちが捜していたからさ。午後から訓練のはずなのに、市街巡回に出たまま帰ってこないって」

「すぐに戻る予定だった」

「なんでまたヴィオレヌ通りに？　君の担当じゃないだろ」

「……仕方なしにだ」

　そう言うとヴィンセントは、はあとため息をつく。何が仕方ないんだろうとコルセスは苦く笑しようしていたが、同時に自分たちに向けられている視線をさりげなく探さぐった。

　綺麗な濃のう金きんの髪に明るい緑色の目という容姿のコルセスと、顔に真っ黒な仮面を着けたヴィンセント。確かにどちらも目立つ外見ではあるが、やはりそのほとんどはヴィンセントに向けられている。

　魔術師であれば仮面を着けていてもなんらおかしくはないのだが、ヴィンセントはその出いで立たちから明らかに騎士だとわかる。すると当然「どうして騎士が仮面を？」という好奇の目で見られるのだ。

　おまけに、魔術師であっても仕事以外の時間は仮面を外していることが多いものだが、ヴィンセントの場合は、朝から晩まで仮面を着けたまま。基本的にいかなる場面でも外そうとしない。

　そんな姿を揶や揄ゆしてか、騎士団内では彼のことを『顔のない騎士』と呼ぶ者もいた。

　決してよい意味ではない。あいつはよほど醜みにくい顔をしている──だから仮面で隠しているのだろう、と嘲ちよう笑しようされているのだ。

　もちろん友人のコルセスとしては、その噂うわさを否定して回りたかった。だが、副団長という立場にある自分が言えば命令と取られかねない。

　それに当のヴィンセントが、周りから何を言われても我われ関かんせずで、平然と仮面を着け続けている。そのため自分が事を荒あら立だててはなるまいと、コルセスはひたすら我が慢まんしているのだ。

「ふーん、そうなんだ。珍めずらしいね、真面目な君が時間通りに戻らないなんて。……何かあったのかい？」

　窺うかがうようなコルセスの言葉に、ヴィンセントはしばらく思案するように黙った後……「なぁ、」とようやく口を開く。

「ん？」

「俺の顔、何か付いているか」

　その質問にコルセスは一いつ瞬しゆん戸と惑まどう。

「……。いや普ふ段だん通りだよ。仮面が付いてる」

　そうだよなと返したかと思うと、ヴィンセントはそのまま口を閉ざしてしまった。

　相変わらずこの寡か黙もくな幼馴染の考えていることはよくわからない、とコルセスはやや諦あきらめの境地に入ったのだった。










　ようやくたどり着いたファージー通り二〇二。

　イルゼが魔術院から指定されたその宿舎は、石造りの巨大な建築だった。壁へき面めんに蔦つたの生おい茂しげった館やかたは相当古いのか妙みような迫はく力りよくがある。イルゼは門の前に立ち、手にしたメモと掲かかげられている銘めい板ばんを何度も見返した。

「シュタイン寮りようって……ここよね？」

　試験の間、イルゼが泊とまる宿で間ま違ちがいないようだが、どうにも人の気配がない。

　勝手に入っていいものかと、錆さびの浮いた門の隙すき間まから中の様子を窺ってみる。

「ちょっとあなた」

「はっ、はい！」

　突然背後から声をかけられ、イルゼは飛び上がるように振り返った。するとそこには、イルゼより少し年上の女の子が立っている。

　ストロベリーブロンドというのだろうか、淡あわい赤色の髪に濃こい茶ちや色いろの大きな目。肌は白く透すき通とおっており唇くちびるはピンク色だ。可愛らしい外見のわりに気が強そうなその少女は、細い足を伸ばし堂々と仁に王おう立だちしている。

「ここ、シュタイン寮よね」

「え、あ、はい。多分」

「そう」

　少女はふいと視線を自身の後ろに向け、慣れた様子で「ヤエヤマ」と声をかけた。すると少女の背後にすっと一人の青年が付き従う。

　少女とは対照的に、こちらは随ずい分ぶんと大人しい青年だった。髪は暗い赤色で、目も似たような緋ひ色いろ。さらに黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけていた。従じゆう僕ぼくのような黒い服を纏い、両手にイルゼのものの倍はあろうかという鞄を一つずつ提さげている。見た目は華きや奢しやだが、相当重いはずのそれを難なく持っている辺り、かなり力があるようだ。

「あなた、これを運んでくださる？」

「え」

「それから案内して。今日はもう疲つかれたから早く休みたいの」

　イルゼは少女から小さな鞄を手て渡わたされ、急せかすように見つめられる。

　もしかしたらこの寮の管理人と思われたのでは、と困こん惑わくしながら、仕方なくイルゼは門を開けた。玄げん関かんのノッカーに手をかけてコンコンと鳴らすと、少し間を置いてから扉とびらが開く。

　中から現れたのは、茶色の髪と目をしたすらっと背の高い青年だった。

「いらっしゃい。管理人さんは今ちょっと手が離せないみたいで」

　目を眇すがめるようにして笑う青年は、イルゼや少女よりもさらに年上のようで、とても優やさしそうな印象だ。だが彼も管理人ではないらしい。

「よかったら荷物を運ぼうか、そちらの……おおっと」

　イルゼの手から鞄を受け取りながら、青年はもう一人の少女に目を向ける。だが彼女の背後に控ひかえていた男と、腕に持つ鞄二個分の迫力に驚いたようだ。

「わたくしのものは結構ですわ。それより何、あなたここの人じゃないの？」

　青年の言葉で、気の強そうな少女はようやくイルゼが管理人ではないと気づいたらしい。青年にとりあえずどうぞと通された談話室で、イルゼはようやく自じ己こ紹しよう介かいを始めた。

「ええと、イルゼ・アミ・クレメントです。魔術院の『仮面造形師』採用試験のために、ここでしばらくお世話になります」

　するとその言葉に少女が反応した。

「やだ、あなたも仮面造形師だったの？　それならそうとお言いなさい。わたくしはメリ・メロ・メルヴェイユーズ。こちらは魔術師のヤエヤマよ」

　ヤエヤマ、と呼ばれた赤髪の彼が静かに頭を下げた。少女の名乗りに、迎むかえに出てくれた青年が少し驚く。

「メルヴェイユーズって魔術師として有名な一門じゃなかったっけ？」

「そうですわ。……ただわたくしは魔力を持たずに生まれましたから、魔術師としての才はありませんの」

　一瞬瞳を陰らせたかに見えたメリ・メロだったが、すぐに顔を上げて不敵に笑う。

「ですが、わたくしには術力があります。造形師として、メルヴェイユーズを支えるつもりですわ」

　魔術師一族に生まれた造形師、という珍しい経歴に感心していたイルゼだったが、青年の自己紹介が始まったことで慌ててそちらを向く。

「ぼくはルートヴィク、同じく仮面造形師だ。よろしくね」

　ルートヴィクの柔やわらかい笑えみに、イルゼも思わずつられて微笑む。どうやらこの二人は同じ試験の受験生のようだ。互たがいの自己紹介を終えた頃ころ、台所の方から何やらごとごととせわしない音が近づいてきた。

「あら！　みんな揃そろったの。ごめんなさいね、遅おそくなっちゃって。私がこの寮の管理をしているウィミィよ」

　そう言って現れたのは、ややふくよかな女性だった。簡素なワンピースに白いエプロン姿。奥おくから流れてくる香こうばしい鶏とり肉にくと香こう草そうの匂いで、彼女が今まで料理をしていたとわかる。

「本館には他の受験生もいるんだけど、あなたたち三人は試験が終わるまで、この別館で過ごしてもらうことになるわ。談話室は自由に使ってくれていいし、門限も厳しくは言わない。ただ鍵かぎだけはしっかり閉めてちょうだいね」

　その後もいくつか寮生活における注ちゆう意い事じ項こうを説明され、三人は部屋割りを確かく認にんする。イルゼの居室は二階の右みぎ端はしで、メリ・メロが隣。ルートヴィクは二階の左ひだり端はしで、ヤエヤマは使用人部屋の一室を使わせてもらうようだ。

　それぞれ荷物を持って階段を上っていると、下からウィミィの声が飛んできた。

「鞄を置いたら談話室にいらっしゃい。歓かん迎げいのパーティーをするわよ！」







「お、おなかいっぱい……」

　イルゼはボスンとベッドに倒たおれ込んだ。

　早く荷に解ほどきをしないといけないのだが、先ほどのパーティーでたらふく食べさせられたため、出来ればもう一歩も動きたくなかった。このまま寝ねたい……とぐったりする体を叱しつ咤たし、なんとか仰あお向むけになる。

（なんだか、管理人さんも他の受験生もいい人そう）

　最初のうちは緊張していたイルゼだったが、いざ二人に話しかけてみると、仕事や造形術の話題ですごく盛り上がった。ツクミドにはイルゼ以外の造形師がいなかったので、同じ年代の人と語れるのが楽しくて仕方なかったのもある。

　良かった、とイルゼはそっと目を瞑つぶった。

「──イルゼ？　まだ起きてる？」

「あっはい！　起きてます！」

　扉の向こうからかけられた声に、イルゼは慌ててベッドから飛び起きた。ドアを開けると、一通の手紙を持ったウィミィが立っている。

「さっき出し忘れていたわ。これ、今日の昼に届いてたの。渡わたしておくわね」

　ありがとうございますと受け取り、イルゼは嬉しそうに机へと向かった。いそいそとレターナイフを使って便びん箋せんを取り出す。

（伯父様からだわ！）

　手紙の相手はビクトール・ヴェル・アメルロック。

　イルゼの父方の伯父にあたる人らしい。

　らしい、というのは他でもない。

　イルゼ自身、まだこの伯父と一度も会ったことがないからだ。




　イルゼは生まれてすぐに母親を亡なくした。

　その後、イルゼが五歳さいになった年に父親も事故で亡くなった。

　両親は駆かけ落おち同然で結けつ婚こんしたらしく、イルゼには頼るべき親しん戚せきがいなかった。

　幸い、イルゼを小さい時から可愛がってくれた、近所のクレメント老ろう夫ふう婦ふが養子に取ってくれたおかげで、路ろ頭とうに迷まようことはなかった。イルゼ・アミ・クレメントを名乗るようになったのもこの時からだ。本名はイルゼ・アメルロックという。

　収入が少ない老夫婦にあまり迷めい惑わくはかけられないと、慎つつましく暮らしてきたイルゼだったが、昔から憧あこがれ続けていた「仮面造形師になる」という夢だけはどうしても忘れることが出来なかった。しかし造形師になるためには、教本を買うにせよ、練習用の素材を用意するにせよ、それなりにまとまった資金が必要となる。

　やはり諦めるしかない──と当時十二歳になるイルゼが悩んでいたある日、突然伯父の代理人を名乗る人物が現れたのだ。

　代理人は『訳あって詳しよう細さいは明かせないが、あなたの伯父にあたるビクトール様が、あなたを支し援えんしたいとおっしゃられている』と告げ、結構な額の小切手をイルゼに渡してくれた。

　最初は何かの詐さ欺ぎではないかと疑っていたイルゼだが、その伯父が若い頃の父を知っているらしいこと、話を持ってきたのが身元の確かな代理人だったことなどから、将来的に返済することを条件に、申し出を受けることにしたのだ。

　その際、お礼の手紙を書いて代理人に渡したところ、なんとその伯父から返事が届いたのである。それ以来続く手紙を通した伯父との交流は、今ではイルゼにとって大切な心の拠より所どころとなっていた。








　親愛なるイルゼへ

　王都へは無事に着いたかな？

　場所によっては治安が悪いところもあるから、気をつけるんだよ。




　しかしいよいよ試験だね。

　イルゼはずっと王都の魔術院で働きたいと言っていたから、

　君の夢がもうすぐ叶かなうのかと思うと、私もとても嬉しいよ。




　試験はきっと大変だろうけれど、体に気をつけて頑張りなさい。

　王都の夜は冷える。風か邪ぜをひかないようにね。









　イルゼはその流麗な文字を眺めながら、一体どんな方だろうと想像する。

　父より年上なら今は五十歳くらいだろうか。言こと葉ば遣づかいといい、伸びやかな筆ひつ跡せきといい、一通の手紙からでも教養の高さが滲にじみ出でている。丁てい寧ねいに歳としを重ね、穏おだやかな風ふう貌ぼうで知的に話す。洗せん練れんされた紳しん士しの姿を想像し、イルゼはうっとりと目を閉じた。

　そんなイルゼを呼よび醒さますように、足元からニャウと小さな鳴き声がする。

「オセロット」

　現れたのは小さな白しろ猫ねこだった。だが本物の猫ではない。

　オセロットはイルゼにしか見えない「精せい霊れい」だ。




　この国の魔術師は皆、仮面を通して魔術を使う。具体的には、顔に着けた仮面に精霊を宿し、それから力を借りて様々な魔術を行使するのだ。

　当然ただの仮面ではなく、術力と呼ばれる力を用いて作られた特別なもので、イルゼはこの魔術師たちの仮面を作る『仮面造形師』という仕事をしていた。

　精霊は自然界や街中など、あらゆるところに存在しているが、普通の人がその姿を見ることは叶わない。しかしイルゼは何故か物心ついた時から、ごく自然に精霊の存在を認めることが出来た。

　彼らの多くは動物の形を模もして現れ、基本的には自由に行動している。ずっと森の奥で眠ねむっているものもいれば、子どもの隣で一緒に遊ぶそぶりをするもの、人にいたずらをするものなど様々だ。

　また魔ま力りよくを非常に好むため、強い魔力を持つ人間を見つけると、それに付き従うという精霊もいた。イルゼはそうした人を密ひそかに「精霊付き」と呼んでおり、今まで出会った精霊付きは、当然のごとく力のある『魔術師』ばかりだった。

　では魔術師ではないイルゼに、何故精霊が付いているのか。正直理由はわからない。

　ただオセロットはイルゼが初めて認識した精霊で、その時からずっと傍そばにいてくれた。もしかしたら保護者気分でついてきているのかも、とイルゼは結論している。

（そういえば、今日の仮面の人にも精霊がいたのよね）

　黒い仮面の騎士。彼の肩に浮かんだ白い光は間違いなく精霊だ。

　だがはっきりとした姿はわからず、精霊が現れたことに驚いて思わず声を上げてしまった。いまさらだが、仮面の彼に怪あやしまれなかっただろうか。

（精霊が見えることがばれたら、大変だわ）

　すっかり目が冴えてしまったイルゼは、荷物を解とこうと立ち上がった。はるばるツクミドから運んできた大きな鞄を広げ、中から両手で持てるほどの木箱を取り出す。

　蓋ふたを開けると、中にはこれまで伯父様から貰もらった手紙の束と、ぼろぼろになった造形術の教科書や式令集、古びた絵本と小さなクマのぬいぐるみ、白いリボン。そして一冊の手帳が入っていた。先ほどの手紙をその束の一番上に置き、代わりに脇わきにある古い手帳を取り出す。

　手帳をめくるとそこには、父の手しゆ跡せきで書かれた造形術の教えがずらりと並んでいた。

　もう何度も読んで覚えてしまったものだが、形見として手放せないでいる。パラパラとめくっていたイルゼは、手帳を閉じると、祈いのるように胸の前で抱だきしめた。

（やっとここまで来れた……）

　筆記試験を乗のり越こえて、ようやくたどり着いた最終試験。

　これに受かれば王都魔術院に入ることが出来る。そうしたら支援してくれた伯父様へ良い報告が出来るし、借りているお金も早く返すことが出来る。だがイルゼの夢はそれだけではない。

　魔術院でも、特に優すぐれた魔術師と造形師だけが選ばれるという、『選ばれたヘルヘニル・十二席ツヴエルフ』になること。そして──

「ツヴェルフになって、アマルテイア様に会いたいな……」

　創世神話に出てくる、アンダルシアン王国・初代王おう妃ひアマルテイア。

　ツヴェルフに選ばれれば、その夢が叶うかもしれない。

　浮うき立たつような気持ちを抑おさえるかのように、イルゼは静かに微笑んだ。










「イルゼ、造形術の基本は言えるかな」

「うん！　ええと、造形師は術力で仮面に術式を刻む。魔術師は仮面を着けて、その術式に魔力を流すの」

「そうそう。それで？」

「そうすると仮面に精霊が宿って、力を貸してくれる！」

「正解だ。造形師の術力と魔術師の魔力、この二つを組み合わせて魔術という」

　どちらかが欠けてもいけない、とイルゼの父・リヒトが笑う。濃こい灰色の髪に同じく灰色の瞳。笑うと目じりに皺しわが寄るのがイルゼは大好きだった。

「イルゼは筋がいいね。造形術は好きかい？」

「好き！　仮面格好いいし、精霊のこともいっぱい勉強できるし、……でも」

「でも？」

「ねえパパ、どうして精霊が見えること言っちゃダメなの？」

　幼いイルゼの問いかけに、リヒトは困ったように眉まゆを寄せた。

「……何かあったのかい」

「精霊と遊んでるところ、エスターに見られて、……気持ち悪いって」

　田舎町のツクミドは自然が豊かで、精霊も多く姿を見せていた。イルゼはよく彼らと遊んでいたのだが、そんな彼女の姿は、何もない空間ではしゃいでいる奇き妙みようなものに映ったのだろう。子どもは素す直なおだ。遠えん慮りよすることなくストレートに言ってしまう。

「精霊はね、他の人には見えないんだ」

「イルゼにしか見えないの？」

「そう。とても珍しい力なんだ。だから精霊が見えるとわかれば、怖い人たちがイルゼを攫さらいに来るかもしれない」

　そんなのいや、とイルゼは目を潤うるませて答える。

「パパも絶対嫌いやだよ。だから精霊が見えることは誰だれにも言っちゃだめだ。パパとの約束だぞ？　出来るね」

「うん！」

　イルゼの大きな返事に、リヒトは再び目を細めて笑った。

　イルゼに母の記憶はなく、傍にいてくれるのは父親だけ。だが父から習う造形術や精霊の話は面おも白しろく、イルゼが寂さびしさを感じることはなかった。

「そうだパパ、アマルテイア様ってだあれ？」

「アマルテイア……創世神話じゃないか。どうしてその名前を？」

「この前教会で聞いたの。ねえ教えて」

　イルゼの無む邪じや気きな問いに、何故か父は少し悩なやんでいるようだった。だがイルゼがあまりにも期待に満ちた目を向けるので、ついに根負けしたらしい。一回だけだよ、と前置きして話してくれた。

「昔々、この国は《ラーベ》という黒い災わざわいに覆おおわれていました。ですが、この国を興おこした初代王・ディオールエサンス様は『力の精霊』『音の精霊』『智ちの精霊』という三精霊の力を借りて、その黒い災いを打うち払はらいました」

　それは《ラーベ・ラージェ》という、このアンダルシアン王国に伝わる物語だ。

「世界は平和になり、精霊たちもそれぞれの国へ戻っていきました。『力の精霊』は北のレイナルディア、『音の精霊』は南のロサ・アロバへ。でも『智の精霊』だけはこのアンダルシアンに残りたいと言います。何故なら『智の精霊』は王様に恋こいをしてしまったからです」

「王様に？」

「そう。でも精霊のままでは一緒にいられない。そう考えた『智の精霊』は力を失う代わりに人間になりました。それが初代王妃のアマルテイア様だよ」

　精霊のお姫様──普段から精霊を見ているイルゼにとって、夢のような存在だ。

「アマルテイア様から離れた力は、小さく分かれてこの国に降り注ぎました。それが、今僕ぼくたちが精霊と呼んでいるものだ。魔術を使えるのは彼らのおかげだね」

　いつも傍にいるオセロットも、元々はアマルテイア様の力の一部だったのかもしれない。イルゼはどきどきする気持ちを抑えるように、父親へと問いかける。

「でもそれってずっと昔のお話なんだよね？」

「ああ、そうだね」

「なのに、アマルテイア様はまだ生きていらっしゃるって、本当？」

　イルゼの言葉に、リヒトは困惑したように聞き返す。

「どうしてそんなことを？」

「エスターがね、言ってたの。アマルテイア様は今も王宮にいて、『ツヴェルフ』だけが会えるんだって。王妃様をお守りしているんだって」

『選ばれたヘルヘニル・十二席ツヴエルフ』──王都魔術院の中でも、特に優れた造形師六人と魔術師六人で構成される十二人の集団。『一席ヤヌア』から『十二席デイツエン』まであり、奇き数すう席せきは魔術師、偶ぐう数すう席せきは造形師と決まっていた。数字が若いほど優ゆう秀しゆうとされ、選ばれることは魔術師・造形師ともに最高の栄えい誉よとされている。

　イルゼが興奮気味に話している様子を見て、リヒトは困ったように微笑んだ。

「あはは、そうだね。その噂は確かに有名だ」

「でしょう？　私、アマルテイア様に会いたい」

　イルゼは緑色の目をキラキラと輝かせる。

「パパは昔、王都に造形師の工房を持っていたんでしょう？　ツヴェルフにはなれなかったの？」

「はは、パパみたいな普通の造形師じゃ無理だよ」

「じゃあ、私がなる！」

　イルゼのその言葉に、リヒトはさっと表情を曇くもらせた。だがすぐにいつもの微笑みに戻り、静かな声こわ色いろでイルゼに語りかける。

「うーん、イルゼにもちょっと難しいかもなあ」

「どうして？　私にも『じゅつりょく』はあるんでしょう？」

　この世には「魔力」と「術力」という二つの力がある。

　魔力はその名の通り魔術を使うための力。もう一つは術力という、仮面に術式を刻むための力だ。どちらか一方を持つ者、中には両方の力を持つ者もいたが、どちらの力も持たないという人が大多数だった。

　そうした希少性もあり、術力を持つ者は『仮面造形師』、魔力を持つ者は『魔術師』の職を目め指ざすことが多く、イルゼも十分な術力があると目もくされていた。

（私だって、パパみたいな立派な造形師になれるわ！）

　むくれたイルゼの表情に気づいたのか、リヒトはまあまあと宥なだめるように娘むすめの頭を撫でた。仮面を作る父の大きな手。心地よくて思わず目を細めていると、リヒトが呟くように口を開いた。誰に向けるでもない独ひとり言ごとのように。

「……どうしたら、守ってあげられるのかなあ」

　睫まつ毛げをわずかに伏ふせ、リヒトは寂しそうにイルゼを見る。

「僕はイルゼが……ただ、幸せになってくれたら、それだけでいいのに……」

　そう言って笑う父の顔がなんだか泣いているように見えて、イルゼは思わずその服を摑んだ。そこへお手伝いさんが父を呼びに来て、そして──










「……！」

　机に伏せていたイルゼは、はっと目を覚ました。

　緩かん慢まんな仕草で体を起こす。眦まなじりには涙なみだの痕あとが残っていた。

（いつの間に寝ちゃってたんだろ……懐なつかしい夢……）

　イルゼは軽く頭を振って眠気を払はらうと、箱に入っているぬいぐるみを手に取った。古ぼけたクマはところどころ汚よごれており、随分と年季が感じられる。イルゼはその頭を大切そうに撫でると、そっと机の端に並べた。

（お父さん、見守っていてね）

　結局、イルゼの父がアマルテイアやツヴェルフについて語ってくれたのはその一度だけ。

　夢に続きがあるのならば、父はあの後仕事があると王都へ行き、そこで──馬車の事故に巻まき込こまれて亡くなったのだ。







　王都に来て二日目、イルゼは朝食を食べて王宮へと向かう。近くで見る王宮は、昨日遠くから眺めた時とはまた違う美しさを持っていた。外がい郭かくは白い城じよう壁へきで、胸きよう壁へきからは金の竿かん頭とう、その下には国章である月と太陽の描えがかれた旗が連なるように並んでいる。

　イルゼは正門の脇にある通用門に向かい、そこの門番に声をかけた。魔術院から送られてきた書面を見せると、二カ月間の通行証を渡される。ついでに魔術院はどこかと尋たずねると、近くで見張りとして立っていた番人を呼んでくれた。

「魔術院に用事ですね。どうぞこちらへ」

　連れられて中へと入る。いくつもの柱が続く石造りの巨大な回かい廊ろうは、ぐるりと城壁に沿そうように四角を描いていた。その敷しき地ちの広さに、イルゼの口は知らず開いたままになる。

「初めて見ると驚きますよね」

　イルゼの前を歩く番人が振り返って微笑んだ。イルゼは慌てて口を閉じ、恥はずかしそうに答える。

「は、はい。ずっと地方にいて、噂でしか聞いたことがなかったので」

「そうでしたか。白しら壁かべと金細工で造られた王宮《ボウ・ベルズ》。アンダルシアンの国政を担になう最高機関です」

　大きな石柱が続く回廊を歩いていると、横から爽さわやかな風が吹ふき込こんできた。四つの塔とうに囲まれた王宮の中央は、式典などを行う中庭となっているらしく、広大な敷地に芝しば生ふの緑が艶つや々つやと輝いている。少し視線を動かすと反対側の塔の近くで、騎士団員たちが訓練をしている姿が見えた。

　四よ隅すみの塔にはそれぞれ巨大な建物が隣接しており、魔術師や造形師のいる『魔術院』、国の治安を維い持じする『騎士団』、アンダルシアンの政治一いつ切さいを取り仕切る『国務院』、怪我や病気に対応する医術師が所属する『医術院』なのだと教えてくれた。

　国王陛下がおられる謁えつ見けん室しつや私的空間は、この建物のさらに奥にあるらしい。初めての王宮に緊張するイルゼだったが、ようやく目的の魔術院にたどり着く。

　案内をしてくれた番人にお礼を言って分かれた後、近くにいた男性に声をかけた。

「あの、すみません。採用試験の件で伺うかがいました、イルゼ・アミ・クレメントと申します」

「ああ、こっちに来てくれるかな」

　魔術院の中は礼拝堂のようだった。大きな天窓から差さし込こむ陽光は暖かく、天てん井じようには緩やかなカーブを描く梁はりが幾本も渡っている。部屋には木製の机が並んでおり、魔術院のシンボルカラーである、臙えん脂じ色いろの制服を身に着けた魔術師や造形師たちが、忙いそがしそうに立ち働いていた。

　イルゼがその様子に目を奪われていると、それに気づいたのか男が笑う。

「びっくりした？　最近ちょっと忙しくてね」

　そのまま応接室に通され、イルゼはようやくソファに腰こしを下ろした。案内してくれた男性は向かいに座すわり、ゾエと名乗る。今回の試験の事務担当らしい。

「試験の前に魔術院について説明しておこう。ここはツヴェルフと呼ばれる十二人のリーダーとその他の魔術師、造形師で構成されている」

　夢にまで見たツヴェルフという単語に、イルゼの胸がどきりと高鳴った。

「仕事も十二の部署に分かれていて、その責任者が各ツヴェルフというわけだ。今回の試験に合格すれば、そのいずれかの班で仕事をすることになる。で、肝かん心じんの試験の概がい要ようなんだけど」

　そう言いながらゾエから渡された紙を、イルゼは真しん剣けんな眼差しで見つめた。

「試験期間は二カ月。君たちには、ここに記き載さいされた術式を組み込んで一から仮面を作ってもらう。最終日、魔術師にその仮面を使って魔術を披ひ露ろうしてもらい、出来を判定する」

　仮面を作って魔術師に実演してもらう。実にシンプルな試験だ。

「審査はツヴェルフの担当だ。誰に当たるかは当日までわからないが、お眼鏡めがねに適かなえばそのツヴェルフの担当部署に配属されることもある」

　ふむふむとイルゼは書面の術式に目を通した。基き礎そ的てきなものから応用が必要なものまで、かなりの数の術式が要求されている。注意事項も長々と記されており、その最後にあった一文にイルゼの目がとまった。

（『ただし魔術師は、造形師と同じ適性であること』……？）

　その注意書きを補足するかのように、ゾエがイルゼに向かって尋ねる。

「ペアを組む魔術師については、基本的にうちの魔術師に協力するよう言ってある。今回の試験では同じ適性であることが必ひつ須すなんだけど、……イルゼ、君の適性は？」

「あ、はい、白なんですが……」

　そう言った瞬間、ゾエの笑え顔がおが固まった。なんだか嫌な予感がする。

「し、白か……いや、そうか。造形師は白でもあまり問題ないからな、うーん……でも同一適性という決まりだし……」

　ゾエが言葉を濁にごす理由は、イルゼにもすぐ察しがついた。

　適性。

　術力や魔力とは別に、各人が生まれながらに持つ資質のことだ。

　赤・青・緑・黄色。そしてごくまれに現れる白の五種類に分類されており、イルゼはその特に珍しいとされる白適性だった。リヒトの適性も白だったので遺伝的なものだろう。

　実は魔術師を目指す場合、この適性が非常に重要になる。

　というのも、適性によって使える魔術の傾けい向こうが違うからだ。赤であれば火に特化した魔術、青であれば水を生み出す魔術など、得え手て不ふ得え手てがはっきりと表れる。

　一方イルゼのような造形師は、魔術師ほど適性は重視されない。

　だが同じ適性の造形師が作った仮面の方が、魔力との親和性が高くなるため、高度な魔術を使うのであれば統一した方がよいというのが一いつ般ぱん的てきだ。

　そうした背景もあり、魔術師や造形師は自身の適性を表すため「赤の魔術師」や「青の造形師」といった通り名を用いることも多い。

　しかし白の適性を持つ人間はそもそもの数が少なく、その中で魔術師となるとさらに限られてくるのだろう。

　案の定、イルゼの嫌な予感は的中した。

「実はその、……この魔術院には今、白の魔術師がいないんだ」

「そんな……」

　じゃあ受験も中止ですか、と聞くと、ゾエはそんなことはないと否定する。

「ただ困ったな……、試験内容に公平性を欠くわけにはいかないし」

　ううむ、と悩んだゾエが「仕方ない」と言葉を続けた。

「自分で探してもらうしかないかな」

「白の魔術師を、ですか？」

「そう。うちに籍せきがないだけで、王都のギルドならフリーの魔術師がいくらでもいる。その辺を当たるとか……かな？」

（かな、って言われても……）

　試験どころかそもそものスタートが危あやういのでは。

　ゾエからは、もしも白の魔術師が見つかったらこれを使って協力を仰あおぐといい、と魔術院からの紹介状を渡される。それを受け取るイルゼの頭の中は、「どうしよう」という言葉で埋うめ尽つくされていた。







　先行き不安な説明を聞いて寮へ戻ってきたイルゼを、談話室にいたメリ・メロとルートヴィクが迎むかえた。

「おかえり、イルゼは誰に頼たのむか決まった？」

　ルートヴィクの問いかけに対し、イルゼは静かに首を振った。事情を説明すると、二人の表情もイルゼ同様困ったものに変わる。

「やだ、あなた白適性なの？　そもそも白の魔術師なんているのかしら」

「い、いますよ！　多分、ですけど……」

「ゼロってことはないと思うよ。でもかなり少ないと思う……」

　二人から向けられる呆あきれと困惑を含ふくんだ視線を受けて、イルゼは恐こわ々ごわと聞き返す。

「二人はもう決まったの？」

「わたくしにはヤエヤマがおりますわ」

　メリ・メロの背後に控えていた赤髪の彼がそっと頭を下げた。

「僕は二種適性だから、二人の魔術師にお願いすることにしたよ」

「ルートヴィク、二種適性なの!?」

「うん、赤と青のね。仮面を二つ作らないといけないから大変だよ」

　適性は一種類だけではなく、複数持つ人も存在する。

　複数の適性を有することで、魔術師であればより多彩な魔術が使えるようになるし、造形師は種々の仮面に対応出来るという点で非常に需じゆ要ようが高い。ただし複数の適性をすべて同等に扱あつかえねばならず、試験などでは一種適性よりも合格が難しくなる、という噂もある。

「どうでもいいですけど、早く魔術師を探さないと仮面を作る時間がなくなりますわよ？」

「た、確かに……」

　それから三人は試験についていくつか情じよう報ほう交こう換かんをし、夜も更ふけた頃にようやくそれぞれの部屋へ戻った。イルゼはそのままへなへなと崩くずれるように自分の机にもたれかかる。心配しているのか、オセロットがその周りをうろうろと歩き回っていた。

「少ないだろうとは思っていたけど、まさか一人もいないなんて……」

　だがいないからといって、はいそうですかと諦めるわけにもいかない。

（とりあえず、明日はギルドに行ってみよう！）

　試験に対する決意も新たに、イルゼは気を取り直して伯父様への手紙を書き始めた。








　親愛なるビクトール伯父様へ

　昨日無事王都に到着しました。

　お気き遣づかいとても嬉しいです。ありがとうございます！




　王都はツクミドにはないものばかりで、見るものすべてが新しん鮮せんです。

　特にお菓子！　可愛いケーキや焼き菓子がたくさんあって、

　今から何を食べようかなとわくわくしています。




　でも少し大変なことになりました。

　実は試験に、私と同じ白適性の魔術師の協力が必要なのですが、

　今の王都魔術院には在ざい籍せきしておらず、自力で探すことになってしまいました。

　ですがギルドなら、白の魔術師もいるかもしれないとのこと。

　早さつ速そく明日にでも行ってみることにします。




　少し時間はかかってしまうかもしれませんが、諦めずに頑張ります！

　伯父様も見守っていてくださいね。









[image: ]




　翌日、イルゼは一いち縷るの望みをかけてギルドへと向かった。だが──

「いない、んですか……」

「悪いな。魔ま術じゆつ師しはそこそこいるが、白となるとさすがにな」

　カウンター越ごしにマスターが首を振ふった。

　王都には魔術師組合や造形師組合など多くの団体があり、それらを一いつ括かつして取りまとめているのがこのギルドだ。各組合の名簿が備えられており、仕事の内容によって必要な人員を手配してくれる。

「まあ、登録してない奴やつもいるはずだ。しばらくここで探してみな」

「そ、そうですよね！」

　諦あきらめるのはまだ早い。ギルドに登録していなくても、仕事や協力者を求めて多くの人がここを訪おとずれるはずだ、とイルゼはとにかく待ってみることにした。

　しかし魔術師らしき人を探して適性を尋たずねてみても、白だという人はいっこうに現れない。知り合いにいないかと聞いてみても、皆みな首を横に振ふるばかりだ。

「……どうしよう」

　待てども待てども白の魔術師はおろか、その手がかりすら摑つかめない。

　気づけばギルドに来てから、すでに六刻が経たってしまっていた。疲つかれ果はてて一人カウンターの隅すみの席に座すわる。すると、朝からずっといるイルゼを気にしていたのだろう、マスターが話しかけてきた。

「いたか？」

「いいえ……でも、なんとかして見つけないと……」

　ぎゅうと眉まゆ頭がしらを寄せて悩なやむイルゼを見て、ふむと顎あごに手を添そえたマスターが続ける。

「そうだなあ、ここらで顔の広そうな奴といえば、……あー、いるっちゃいるけど、アイツは……」

　マスターの言葉に、イルゼが目を輝かがやかせる。

「心当たりがあるんですか？」

「アレも魔術師といえば魔術師だが──」

　その時、イルゼの隣となりの席にすっと誰だれかが座った。あまりに自然な動きだったので、気づくのに一いつ瞬しゆん遅おくれてしまう。

「なにマスター、僕ぼくの話？」

　ようやく振り向いたイルゼの目が捉とらえたのは、非常に端たん正せいな横顔だった。

　異国的な顔立ちで、高い鼻び梁りようには仮面がよく映はえそうだ。髪かみは明るい銀色で肌はだは褐かつ色しよく。服装はシンプルだが、右手首に金の腕うで輪わを何重にも着けていた。そして、何より特とく徴ちよう的てきなのはその目だ。

　琥こ珀はくのような金色の瞳ひとみ。長い銀色の睫まつ毛げに縁ふちどられたそれを見て、イルゼは警けい戒かい心しんを強めた。実に美しい見た目だが、それ故ゆえに危険な匂においがする。

「やっぱり来たか。あーいや、このお嬢じようさんが魔術師を探しているらしくてな」

「魔術師を？」

　どこか楽しそうな声こわ色いろで答えた彼かれは、イルゼを見てにっこりと笑う。

「君は？　はじめまして、かな」

「あ、はい。イルゼといいます」

「僕はファル。よろしくね」

　流れるようにイルゼの手を取り、口づけるふりをする。女性を口く説どき慣れたその仕草にイルゼは内心ひいと悲鳴を上げた。だがここでひるんではならないと、ファルの目を見つめ返す。

「よ、よろしくお願いします。……ええと、ファルさんは魔術師なんですか？」

「うん。一応ね」

　ギルドにいるということはフリーの魔術師なのだろう。マスターとの会話ぶりからここの常連らしいことがわかる。

　実際このわずかな会話の間だけでも、背後を通りがかる多くの女性がファルの名を呼び、彼もまた愛あい想そよく手を振り返していた。おまけにこの容姿。相当モテるようだ。

「あのファルさん、つかぬことをお聞きしますが、適性はなんですか？」

「適性？　えーとね、赤と青と黄色と緑かな」

「よ、四種じゃないですか！」

　ルートヴィクの二種適性も十分珍めずらしかったが、白以外のすべてを扱あつかえる四種適性は本当に稀け有うな存在だ。それだけの素質があれば、魔術院に所属することも可能に思えるのだが、彼にとってはフリーの方がいい事情があるのかもしれない。

「それで、君はどんな魔術師が希望なの？」

「あ、私は白の魔術師を探していまして」

「白……ねえ」

　ふうん、とファルは呟つぶやき、イルゼの顔をじっと見た。金色の目が、まるでイルゼの心の中まで見み透すかしているようで、なんだか居い心ごこ地ちが悪い。

　戸と惑まどうイルゼをよそに、ファルはゆっくり手を伸のばすと、後ろで一つに結んでいたイルゼの髪先をそっと指に取った。反射でぶわりと鳥とり肌はだが立つ。

「……それなら、いいことを教えてあげようか」

「え、ええと、あの」

「うちにおいでよ。そうしたら白の魔術師について話してあげる」

　金色の目がすうと細められ、指がイルゼの髪先を弄もてあそぶ。その悪いた戯ずらに、最初こそ物もの怖おじしていたイルゼだったが、改めてファルを見るとどこか挑ちよう戦せんするように告げた。

「──わかりました。行きます」

　その返事に、ファルもまた口元を笑えみに変えた。







　時刻は六の刻を過ぎ、夕方から夜へ移行する頃ころ。ギルドはこの時間帯からいっそうの賑にぎわいを見せるようになる。だが人が増えればそれだけいらぬ騒そう動どうも増えるということで、この時間のギルドは騎き士し団だんの巡じゆん回かいルートとなっていた。

「いつも悪いね」

　労いたわるようなマスターの言葉に、ヴィンセントはついと視線を向けた。

　ここの警けい邏らは、ヴィンセントが隊長を務めるフェガリ騎士団・第七隊の担当だ。特に異常はないかと店内を眺ながめていたヴィンセントに、マスターがそういえばと顎あごを撫なでながら話しかける。

「そういや今日、白の魔術師を探してるお嬢さんが来てな。珍しいからちょっと気にしてたんだが、ファルの奴と何か話したかと思うと、二人でここを出ちまったんだよ。やっぱり止めるべきだったか……」

　ヴィンセントはそれを聞いて少し考えるようにしていたが、すぐに次の巡回先へと向かった。







　イルゼの開いた口は塞ふさがらなかった。

「す、すごい……」

　連れてこられたファルの邸てい宅たくは、天てん井じようや柱に金銀をふんだんにあしらった、素す晴ばらしく豪ごう華かな造りの建物だった。門番付きの錬れん鉄てつの門に、館全体を取り囲む石造りの壁かべ。その中の広大な敷しき地ちにはいくつもの別べつ棟むねが点在し、聞けば温室や薔ば薇ら園えんまであるそうだ。

　ギャラリーだと言って連れていかれた二階の部屋は、寮りようの談話室の数倍はありそうな広さで、その壁へき面めんに数あま多たの造形師の作った、仮面という仮面が並べられていた。

「ここにあるのはコレクションのほんの一部だよ」

「こ、これで一部ですか!?」

「別の部屋には『ツヴェルフ』の作った仮面もある」

　ツヴェルフの仮面、と聞いて思わず「見たい」という言葉が浮うかんでくる。だがイルゼは雑念を払はらうように首を振った。

（だめだめ、そうじゃなくて、私は白の魔術師について聞きにきたのよ！）

　平静を取とり戻もどし、イルゼはファルを改めて観察する。

　最初はどう見ても「怪しい人」という印象しかなかった。絶対女好きだろうし、アクセサリーもめちゃくちゃ派手だし、顔は濃こくて眩まぶしいし、やたら距きよ離りが近いのも気になる。

　だけど、イルゼは見てしまったのだ。

「ん、どうかした？」

　イルゼの視線が気になったのか、ファルが両りよう眼めをゆっくりと細めた瞬しゆん間かん、その背後にファサ、と大きな尻しつ尾ぽが現あらわれた。長さは彼の身みの丈たけほどはあり、根元が太く先に行くほど細くなっている。これは──

（きつねかな。きつねだよね。絶対きつね！）

　麦むぎ穂ほのような艶あでやかな黄こ金がね色いろをした、きつね姿の精せい霊れいがファルには付いていた。

　ここまで巨きよ大だいな尻尾のきつねは見たことがなく、全体は隠かくれていてわからないが、果たしてどれだけ力のある精霊なのだろうか。

　そしてその姿を見て、イルゼは改めて確信した。

（精霊なら、悪い人には付かないはず……）

　精霊には人の悪意を察する能力がある。

　過去に、オセロットがずっと威い嚇かくしていてどうしたのだろうと思っていた人が、質たちの悪い詐さ欺ぎ師しだったと判明したことがあった。

　また「自分は精霊に好かれている」と豪ごう語ごしていた王都からの派遣魔術師が、実際には何も付いていないどころか、村にいる精霊からも避さけられている様子を見たことがある。ちなみに彼は半年後に不ふ祥しよう事じを起こして追放された。

　逆に本当に精霊が付いている魔術師は、彼らを決してないがしろにはしなかった。

　村に来た時も、精霊を祭る祠ほこらに頭を下げ、その土地ごとの伝承や逸いつ話わを聞きたがった。自分たちを大切にしてくれる、という心根に惹ひかれるのか、村の精霊たちが自然と彼の元に集まっている光景を目にしたことがある。

　こうした過去の経験から、イルゼは「精霊付きに悪い人はいない」という持論を持っていた。

　これだけ立派な精霊が付いているならば、ファルは彼らに対して誠実に向き合うことが出来る人、ということだ。どれだけ見た目が怪しくても、女性関係にこなれていそうでも、おそらく悪人ではない……はず。

「そうそう、白の魔術師についてだっけ」

　そんなイルゼの期待を知る由よしもなく、ファルは部屋の奥おくに置かれていた机に寄りかかり、改めてイルゼの方を見やった。

「君も知っているだろうけど、白適性の人間は非常に稀まれだ。その中からさらに魔術師を、となると当然数は限られてくる」

　そう言いながらファルは自身の長い指を顎へと添えた。

「加えて、もう一つ理由がある。彼らは、他の魔術師のような普通の魔術を使うことが出来ない」

「普通の魔術、ですか？」

「ああ。魔術師は自分の適性と同じ精霊を召しよう喚かんして、赤であれば火、青であれば水といった力を借りる。だけど白の精霊はそうした固有の力を持たない。つまり白の精霊を召喚しても魔術は使えない」

「じゃ、じゃあ白の魔術師はどうやって魔術を使うんですか？」

「もちろん一度は白の精霊を召喚する。そして白の精霊を他の精霊の色に染めて、その力を増ぞう幅ふくさせるという、少し変わった魔術を使うんだよ」

　つまり、とファルは人差し指を立てた。

「他の魔術師が召喚した精霊、自然界に存在する精霊……とにかく他の精霊の力を借りてようやく、白の魔術師は魔術を使うことが出来る。持っている魔ま力りよくが強ければ借りた力の増ぞう幅ふく率りつも上がるから、他の魔術師が使う魔術の数段上の力を使うことも出来る」

　つまり白の魔術師は、ひとりでは魔術が使えない。

　しかし精霊さえいれば、どの適性の魔術も使えるわけだ。

「なら、どうして白の魔術師は数が少ないんですか？　そんなに素す敵てきな力を持っているのに……」

　イルゼも白の魔術師について調べたことはある。

　やはりファルが今説明したようなことが本にあり、それを読んだイルゼは、適性を選ばずに魔術が使える、優すぐれた特徴としか考えていなかった。

　だがファルは、うーんと首をかしげると、朗ほがらかに答える。

「理屈では白の魔術師も悪くないんだけどね。実際に使うとなると話は別だ」

　にっこりと笑うファルの口から白い歯が零こぼれる。なんていい笑え顔がおだ。

「だってひとりじゃ何もできないのと一いつ緒しよだもの。魔術を使うには、他の魔術師と一緒に行動するか、どこにいるかもわからないその土地の精霊を探さがして力を借りるか……どちらにせよ、魔術師として働くには不確定要素が多すぎる。それに半はん端ぱな魔力じゃ大した魔術も使えない。適性の発現もあいまって、これが白の魔術師が少ない理由だ」

　確かに、とうつむくイルゼを前に、ファルは言葉を続ける。

「よほど魔力が強いなら話は別だけど、適性を持っていたとしても基本なり手がいない。実際、僕が噂を聞いたことのある白の魔術師は二人だけだ」

「二人だけ、ですか？」

「うん。一人はツヴェルフだったんだけど、数年前に姿を消して以来今は消息不明。もう一人は若い魔術師で、将来をかなり期待されていたんだけど、こちらもある日突とつ然ぜん辞やめたって話」

「そうなんですね……」

　結局どちらもゆくえ知れず、これでは二カ月後の試験に間に合うはずもない。陰かげった表情を読み取ったのか、ファルはゆっくりと机から離れ、イルゼの傍そばに立った。

「ごめんね、あまり大した情報じゃなくて。あとはそうだな……白の造形師を探して、ペアを組んでいた魔術師を紹しよう介かいしてもらう、とかどうかな」

　穏おだやかに微笑ほほえむファルを見上げ、イルゼは「自分がその白の造形師なんですが」と目で訴うつたえた。だがその言葉をきっかけにピンと閃ひらめく。

（白の造形師……いるじゃない。お父さんが！）

　父はイルゼと同じ白適性、しかも昔は王都で働いていた。であれば、その時のパートナーを探せば、白の魔術師にたどり着くのではないだろうか。

　だがどうやってその人を探せばいいのか……しかしこの問題もすぐに解けた。

（そうだ手帳！　お父さんの手帳をもう一度見てみよう！）

　もしかしたらあれにイルゼが見み逃のがした何かがあるかもしれない。そうと決まれば早く帰らねば、とイルゼが活気付く一方で、ファルは再びイルゼの髪に手を伸ばしてきた。ふふ、とその薄うすい唇くちびるから笑みが漏もれる。

「君は本当に素す直なおだね」

「へ？　な、何がですか」

「急に目をキラキラさせたり、落ち込んだり。今は何かいいことを思いついたって顔をしてる。そういうところ、すごく可愛かわいいなあって」

　ファルの指先が、イルゼの髪の端はしをくるくると巻き取る。気づけばファルとの距離が随ずい分ぶん近くなっていて、イルゼが見上げたすぐそこにファルの顔が迫せまっていた。

　金色の目はきらめくように澄すんでおり、まるで太陽の雫しずくを集めて丁てい寧ねいに固めたかのようだ。ファルのまっすぐな視線に捉とらえられ、イルゼはそのまま目が離せなくなる。

「……君の瞳はすごく綺き麗れいだね。まるで、金色の星がいくつも瞬またたいているみたいだ」

　呼こ気きを含ふくんだ妖よう艶えんな響ひびき。その声を聞いて、イルゼはようやく「このままでは危険だ」と認にん識しきした。髪を弄んでいた指はいつしかイルゼの頰ほおをたどっており、背筋から冷たい汗あせが流れ出るのを感じる。

　これではまるで、そう、獲え物ものと捕ほ食しよく者しやだ。

「あっ、あの！」

「……どうしたの？」

　とりあえず空気を変えようとしてみたものの、どう続ければいいかわからず沈ちん黙もくする。とにかくこのままではまずい。なんでもいい、何か言わなければ。

「お、……お手洗いに、行きたい、です」

　我ながら言葉選びが下手すぎて恥はずかしくなる。だがファルはそれを真しん摯しに受けとめたのか、すぐに使用人を呼び、イルゼを案内するように命めいじてくれた。




（あ、危なかったー！）

　あとはわかるから、と使用人には先にお引き取りを願い、イルゼは個室で大きなため息をついた。

　精霊付きに悪い人はいない。それは間ま違ちがいないと思うのだが、こういう──なんというか、大人の世界のあれこれ的なものまでは、正直イルゼにはまだ早い。とりあえずこのままギャラリーに戻もどるのは危険だと察し、今日はこっそり失礼して、後日お詫わびをすることに決めた。

　さすがに玄関から出るわけにはいかないので、何やら大きな荷物を抱かかえた使用人の死角に入り後をつける。すると幸運なことに裏口らしき扉とびらにたどり着いた。使用人が出たのを見届けてから、少し時間を置いてイルゼも外へ向かう。

　どうやら正面玄関の反対側に出たようだ。家に来た時は夕方だったが、すでに陽は落ち真っ暗になっている。ようやく帰れる、と息を吐はいた瞬間。

「──誰だ！　そこで何をしている」

　安あん堵どしたのも束つかの間ま、鋭するどい声がイルゼの背中に刺ささった。どうやら正面だけではなく、裏口側にも番人がいたようだ。不ふ審しん人じん物ぶつと見て追いかけてくる。

　まずい、とイルゼは慌あわてて駆けだしたが、この足ではすぐに追いつかれてしまうだろう。どうしよう、と必死に走りながら目の前の角を曲がる──その時。

（──！）

　イルゼは誰かに強く腕うでを引かれ、そのまま暗がりに引き込まれてしまった。まさかまた変な人に！　と混乱するが、頭上から低く響く声が降りてくる。

「──静かにしろ」

　その声には覚えがあった。どうやらその人の外がい套とうの中に隠かくされ、抱だきしめられているようだ。とっさに相手の服を摑み、言われるまま口を閉じる。

　しばらくすると、先ほどの番人の声が聞こえてきた。

「おい、そこの騎士！　今こっちに不審な奴が来なかったか」

「いや」

　だが番人の声は、急に疑わしげなものに変わった。

「──格かつ好こうからして騎士かと思ったが……お前、魔術師か？」

「違ちがう」

「じゃあその仮面はなんだ。怪しいな、取れ」

　外套の中でその会話を聞きながら、イルゼはひたすら口をつぐんでいた。イルゼを匿かくまう男は番人の言葉に小さくため息を漏らし、そっと両りよう腕うでを上げる。イルゼの姿が外から見えないようにしながら、自分の仮面を外しているようだ。

　少しして、番人が小さく「ひ、」と声を上げたのがわかった。

「これで満足か」

「わ、わかった。もういいぞ」

　あまりこの辺りをうろつくなと言い捨てて、足音は離れていった。その間イルゼは外套の中でずっと下を向いていた。顔を上げるのが、なんだかひどく悪いことのように感じられたからだ。

　番人の気配が消えた後、男は外套の端を静かに持ち上げた。狭せまい場所から解放された喜びと、先ほどまでの緊きん張ちようとの落差で、イルゼの口から自然と息が漏れる。

　外に出てようやく顔を上げると、そこには黒い仮面の男が立っていた。

（昨日助けてくれた、騎士の方だわ）

　男の肩かたには以前と同様、白い光が浮かんでいる。なんて偶ぐう然ぜんと驚おどろいたイルゼだったが、まずはお礼をと口を開いた。

「あ、ありがとうござい……」

「──何をしていた」

　だが男はその言葉を遮さえぎると、訝いぶかしむように目を眇すがめてイルゼを見下ろした。仮面越しの妙みような威い圧あつ感かんを受けて、イルゼの心臓が縮み上がる。

「大方、ここの主人に口説かれて逃にげ出だしたか」

「ど、どうして、それを」

　真っ赤になるイルゼに対し、男は冷たい声色で告げた。

「田舎いなか娘むすめが、不用意に男についていくな」

「す、すみません……」

　もっともな言葉にイルゼは己おのれの短たん慮りよを恥じた。おまけに田舎から出てきたことまでバレている。一体どこで見み抜ぬかれたのだろう。

　ともあれ助けてもらったのだからと、改めてお礼を言い「それでは」と寮に向かおうとした。しかしイルゼのその背中に、仮面の男が声をかける。

「家はどこだ」

「え、えと、ファージー通り二〇二ですけど……」

「ついてこい」

　えええ、とイルゼは目をしばたたいた。

「そんな、そこまでご迷めい惑わくはかけられません」

「勘かん違ちがいするな。帰りが同じだけだ」

　そう言うと男はイルゼを追おい越こし、さっさと行ってしまう。呆あつ気けに取られるイルゼだったが、慌ててその大きな背中を追いかけた。




　夜の大通りを仮面の男と二人で歩く。

　昼間の賑わいはすっかり消きえ失うせ、代わりに春独特の少し冷たい夜風と、ひっそりとした静せい寂じやくが満ちていた。空には細い月が浮かび、いくつか星も瞬いて見える。

「──くしゅん、」

　ふと肌はだ寒ざむい風が流れ、イルゼは思わずくしゃみをしてしまった。昼間暖かかったからと薄うす着ぎでいたのがよくなかったらしい。恥ずかしい、と苦笑いしていると、前を歩いていた男が振り向き、一歩二歩とイルゼの方へ歩み寄る。

　その迫はく力りよくに後ずさりするイルゼをよそに、男は自身が着ていた外套を脱ぬぐと、イルゼの前に差し出した。イルゼはきょとんとしながら、それを受け取る。

（？　……着ろってことかしら）

　男は何も言わず踵きびすを返かえすと、再び寮の方を目指して歩き始めてしまう。イルゼは急いで外套を羽は織おると、置いていかれないようその背中を追いかけた。

（ちょっと怖こわいけど、実は優やさしい人なのかも）

　口調も冷たいし、表情も見えないからわかりにくいが、イルゼを二度も助けてくれたし、今もこうして寮まで送ってくれている。そんなことを考えていたイルゼは、ふと先ほどの番人とのやりとりを思い出した。

（仮面を外した後、すごく驚いていたわ……）

　本来仮面というものは、魔術師でもない限り、自分の顔を隠したい時に着けるものだ。

　仮面の男が魔術師ではないというからには、きっとその本来の目的──素す顔がおを見せたくない理由があるのだろう。

（私のせいで、嫌いやな気分にさせてしまったんじゃないかしら……）

　イルゼは少しだけ足を速め、男の隣に並んだ。ちらと横を歩く男を覗のぞき見る。

「なんだ」

「いえ、その、なんでもないです」

　イルゼの視線に気づいたのだろう。男が不ふ機き嫌げんそうにこちらを睨にらむので、イルゼは慌てて目を逸らした。その後会話らしい会話もないままシュタイン寮へ到とう着ちやくすると、イルゼは男に向かって深々と頭を下げる。

「ここです！　送ってくださりありがとうございました」

「ああ」

　イルゼが外套を返すと、男は慣れた様子でそれを羽織った。長い裾すそが翻ひるがえり、男の長身を包む。すると男は当然のように今来た道を戻っていく。

（あれ？）

　帰路が一緒と言っていたはずなのに……まさか、家は逆方向だった!?　そう気づいた瞬間イルゼは駆かけ出だして、男の外套を摑んでいた。

（私、何を!?）

　だがもはや衝しよう動どうのように、イルゼの口から言葉が飛び出す。

「あの！　私はその仮面、すごく、素敵だと思います！」

　仮面をしていても男が驚いているのがわかった。一方のイルゼも、何を言っているんだと一気に顔を赤く染める。

「そ、それだけです！　お、おやすみなさい！」

　呆気に取られる男を残し、イルゼは寮へと逃にげ帰かえる。残された男はしばらくイルゼの入った寮を眺めていたが、やがて身を翻すと、静かに夜の帳とばりへ消えていった。







　自室に戻ったイルゼは、恥ずかしさで赤くなった頰を両手で叩たたいた。

　何故突然あんなことを口走ってしまったのか、自分でもよく分からない。ただどうしても、仮面の人に気持ちを伝えなくては、と我慢できなくなったのだ。

（いきなり何だと思われたかしら……）

　イルゼはよし、と気合を入れ直すと、早さつ速そく父の手帳を取り出す。

　父を失なくしてから、何度も読み返した手帳。造形術について事細かに書かれた内容は、すべてイルゼの頭の中に叩たたき込こまれている。だが、人名は特に注目していなかったので気づかなかっただけかもしれないと、改めて最初の頁ページからじっくりと読み返してみた。

　しかし、やはりイルゼが記き憶おくしている以上の情報はない。最後の頁を繰くったところで、イルゼはパタリと手帳を閉じた。

「うーん、収しゆう穫かくなしか……」

　祈いのるような気持ちで、手帳を天井にかざしてみる。色いろ褪あせた茶色のカバーに覆おおわれた形見の手帳。イルゼは目を眇すがめながら小さく呟く。

「お父さん……」

　そんなイルゼを心配したのか、足元にいたオセロットが、寂さびしそうにニャウと鳴いてこちらを見上げていた。ありがとね、と囁ささやきながら実体のないその頭を撫でる。

　やはり明日もギルドに行って地道に探すしかないか、と手帳を木箱にしまおうとしたところで、オセロットに勢いよく飛びかかられ、驚いたイルゼは手帳を床ゆかに落としてしまった。カバーが外れてしまった手帳を拾い上げると、そのカバーの裏に何かが差さし込こまれていることに気づく。

　ごく小さい紙の切きれ端はしだった。イルゼは二つ折りのそれをそっと開く。

「……ヴィンセント？」

　そこには『ヴィンセント・サラ・ヴァンフリート』という名前が、父の筆ひつ跡せきで記されていた。その下には王都の住所も書いてある。

（一体誰かしら、……でも！）

　まだこの人物が魔術師かどうかはわからないが、父の知り合いであることは間違いないだろう。この人に話を聞けばもしかしたら……。

「オセロット！　お手て柄がらよ！」

　イルゼはオセロットに笑顔を向ける。だが当のオセロットは、自身の功績に気づくことなく、静かにニャウとだけ鳴いて毛づくろいを始めた。
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　翌日、父の手帳にあったヴィンセント・サラ・ヴァンフリートなる人物に会うべく、イルゼは早さつ速そく手紙を書いた。リヒトの娘むすめであること、白の魔ま術じゆつ師しを探さがしていること、もし知っていたら採用試験に協力してほしいことなどをしたため、魔術院からの紹しよう介かい状じようを同どう封ふうしてメモの住所へ送る。

　だが、待てども待てどもヴィンセントからの返事は来なかった。








　親愛なるイルゼへ

　なるほどね。

　リヒトも白適性だったから、遺伝的なものかもしれないね。

　ギルドに行くのは結構だけど、あそこにはいろいろな人間がいる。

　くれぐれも変な人にはついていかないようにね。危ないと感じたらすぐに逃にげること。

　試験のためとはいえ、危険なことはしないでほしい。




　──お小こ言ごとばかりになってしまったね。この辺でやめておこう。

　君が夢に向かって頑がん張ばる姿を、陰かげながら応おう援えんしているよ。









（伯お父じ様さまごめんなさい……もう全部やってしまったわ）

　寮りように届いた伯父様からの手紙を、嬉うれしさと恥はずかしさが混じる複雑な心境で読み返す。あの時のことを思い出すと顔から火が出そうになるが、今はそんなことをしている場合ではなかった。

（ヴィンセントさんに手紙を出してもう一週間……もしかしたら届いていないのかも）

　さすがに遅おそすぎると不安になったイルゼは、いてもたってもいられず、直接家を訪ねてみることにした。

　メモに書かれていた「ユーリシュカ通り二九三」という住所を目指していくと、だんだんと大きな家が増え始めた。おそらくこの界かい隈わいは高級住宅地なのだろう。やがてイルゼは一いつ邸ていの前にたどり着いた。

「大きい……」

　以前訪おとずれたファルの邸やしきよりは小さかったが、それでも周囲の家に比べて随ずい分ぶんと大きい。敷地を取り囲む壁かべとその上に伸のびる外がい柵さく、正面には鉄てつ格ごう子しのような門もん扉ぴがあった。そっと格こう子しの隙すき間まから中を覗のぞくと、よく手入れされた庭と石造りの立派な建物が見える。

　イルゼはしばらく躊ちゆう躇ちよしていたが、なんとか覚かく悟ごを決め、呼よび鈴りん代わりの紐ひもを引いた。すぐに玄げん関かんの扉とびらが開き、一人の男性がイルゼのいる門扉の前までやってくる。

「何か？」

　男性は、白しら髪がの交じった髪かみを綺き麗れいに撫なでつけ、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをかけていた。イルゼはこの人がヴィンセントさんかもしれない、と慌あわてて頭を下げる。

「突とつ然ぜんすみません。私、イルゼ・アミ・クレメントと申します。あの、ヴィンセントさんでしょうか？」

　男はイルゼの問いかけに、無表情のまま答える。

「いえ。私はこの家の執しつ事じです」

「あ、執事さんでしたか……」

　そう言われると、確かに男性の服装はヤエヤマのものとよく似ていた。イルゼは気を取り直して、手紙の件について聞いてみる。

「あの、以前お手紙をお送りして、まだお返事をいただいてはいないのですが、こちらにお住まいのヴィンセント・サラ・ヴァンフリートさんに、お取り次ぎを願えればと思いまして……」

　ところがイルゼの懸けん命めいな言葉に、執事は冷たく返した。

「申し訳ありませんが、主人より、貴女あなたはお取り次ぎしないように言われております」

「!?　ど、どういうことですか？」

「申し上げた通りです。失礼いたします」

　そう言うと執事は踵きびすを返かえし、さっさと屋や敷しきに戻もどっていく。

　イルゼは事態が吞のみ込こめないまま、しばらくその場に立たち尽つくしていた。




（どうして……？）

　とぼとぼと来た道を戻っていたイルゼは、一いつ旦たん中央広場で立ち止まりベンチに腰こしかけた。広場の象しよう徴ちようともいえる水すい晶しようの噴ふん水すいは、相変わらず光の粒つぶをきらめかせている。

　その美しさとは裏腹に、イルゼの心はどうしようもなく落ち込んでいた。イルゼの気持ちが伝わっているのか、足元ではオセロットがうろうろしている。

（私、何かしてしまったのかしら）

　主人より、ということはイルゼの手紙はちゃんと相手に届いたということ。

　その上で会うことを拒きよ否ひされているのだ。

（文面が失礼だった？　でも魔術院からの紹介状も入れていたはずだし……）

　うーん、とイルゼは首をかしげる。

　だがこちらも採用試験がかかっている。簡単に諦あきらめるわけにはいかないと、じっと見上げてくるオセロットと目を合わせながら、イルゼは思考を巡めぐらせた。

（なんとかして、直接会う方法はないかしら？）




　その次の日、イルゼは再びヴァンフリート邸に向かった。

（普ふ通つうに訪ねてだめなら、直接ヴィンセントさんを捉つかまえるしかない！）

　年ねん齢れいも見た目もわからないが、いつかは家から出てくるに違ちがいないと、イルゼは通りの物もの陰かげに隠かくれたままひたすら待ってみる。だが御ご用よう聞ききや郵便配達人の姿はあっても、それらしき人が出てくる気配はない。そうしているうちに日が暮れ、イルゼはとぼとぼとヴァンフリート邸を後にした。

　二日目、そして三日目とイルゼはヴァンフリート邸を見張り続けたが、待っている間、家人と思われる人物は一度として邸から出てこない。

（もしかして、すごく朝早くに出かけているのかも？）

　そう考えたイルゼは四日目の今日、早朝のユーリシュカ通りに来ていた。まだ薄うす暗ぐらい中、街路樹で姿を隠しながらヴァンフリート邸を見張る。

（これだけ早ければ、きっと会えるはず！）

　イルゼは眠ねむたい目を擦こすりながら、息を潜ひそめて誰だれかが出てくるのを待つ。

　その読みが当たったのか、しばらくすると門の鉄てつ扉ぴが開き執事が出てきた。そのすぐ後に一人の男性が姿を見せる。ついにヴィンセントさんが、と身を乗り出したイルゼだったが、その顔を見た瞬しゆん間かん、あんぐりと口を開けた。

（あれは、……仮面の人!?）

　似たような仮面を着けた別人かも、とも考えたが、その肩かたには精せい霊れいの光が見える。イルゼを助けてくれたあの騎き士しで間ま違ちがいない。

　仮面の男性は執事の見送りを受けながら、そのまま王宮の方へ歩き始めた。慌ててイルゼも、彼かれに気づかれないように追つい跡せきを始める。

（あの人がヴィンセントさんなのかしら？）

　息むす子こや親しん戚せき縁えん者じやの可能性もあるが、いずれにせよヴィンセントさんと接せつ触しよくするには、彼にお願いするのが手っ取り早いだろう。必死に追いかけるイルゼだったが、歩ほ幅はばが違うせいか、あっという間に距きよ離りが開いていく。なかば走るように追いかけながら、イルゼはぜいはあと息を切らした。

（は、速い……）

　以前寮まで送ってもらった時は、歩調を速めたり、息を切らしたりすることがなかったので、きっとさりげなく自分に合わせてくれていたのだろう。

　前を行く仮面の男が、小路こうじに続く角を曲がるのを見て、イルゼもさらに速度を上げる。同じように角を曲がった瞬間──

「なんの用だ」

　そこには、仮面の男が腕うでを組んで待ち構えていた。仮面の奥おくから冷ややかな目でイルゼを睨にらみつけている。

「え、っと」

　どうやら尾び行こうがばれていたようだ。イルゼはぶわりと汗あせをかきながらも、必死に当初の目的を達成させるべく言葉を探す。

「その、先日は助けていただき、ありがとうございました。私イルゼ・アミ・クレメントと申します。あの、ヴィンセントさんに……」

「断る」

「え」

「帰れ」

　まだ何も言ってな……と抗こう議ぎする間もなく、仮面の男はイルゼをその場に残したまま立ち去ってしまう。イルゼはそのあまりに早い決着に、呆ぼう然ぜんとするしかなかった。




　だが一度や二度で諦めるイルゼではない。

　呆あつ気けない幕切れを反省すると、すぐに次の作戦に取りかかった。執事が彼を送り出している様子を見る限り、彼があの家の主人、もしくは主人の関係者なのは間違いないはずだ。

　ならば……とイルゼは、彼が身に着けていた軍服を頼たよりに王宮へと向かった。通用門のところには、以前イルゼを魔術院へ案内してくれた番人がおり、事情を話すと騎士団が常じよう駐ちゆうする塔とうまで先せん導どうしてくれる。

　番人に礼を言って分かれ、さらに塔へと近づいてみると、雄お々おしい掛かけ声ごえがあちこちから上がっていた。どうやら木ぼつ剣けんを使った訓練の最中のようだ。

（うわー！　格好いい！）

　そんな多くの団員たちの中から、イルゼは仮面を着けた騎士の姿を見つけ出す。

　だがさすがに今は傍に行くことが出来ないため、仕方なく遠くからこっそりとその様子を眺ながめた。どうやら他の団員たちは一対一で打ち合っているのに対し、仮面の騎士は一人で三人を相手にしているようだ。

（すごい！　相当強い人なのね……）

「あれ、女の子がいる」

　イルゼがその動きに見み惚とれていると、背後から突然声をかけられた。慌てて振ふり返かえると、白いシャツ姿の二人の男性が立っている。下はヴィンセントと同じ濃のう紺こんのズボンを穿はいているので、彼らも騎士なのだろう。

「す、すみません！　私、イルゼと申します。魔術院の試験を受けているところで」

「へえ、魔術院から」

　どこか値ね踏ぶみされているような視線を感じながら、イルゼは騎士の二人に尋たずねた。

「あの、あちらにいる仮面を着けた方のお名前は、なんておっしゃるんですか？」

「ああ、『顔のない騎士』のことか？」

　一人の男が茶ちや化かすように言うのを、もう片方がだめだよとたしなめた。だが彼の表情もどこか皮肉交じりで、その様子を見ながらイルゼは首をかしげる。

「顔のない……騎士、ですか？」

「ああ。第七隊隊長、ヴィンセント・サラ・ヴァンフリート。顔も腕も化け物だって噂うわさの──」

　だが言葉の続きは、鋭するどい怒ど声せいによって搔かき消けされた。

「お前たち、何してる！」

「やべ、副団長だ」

　二人がまずい、と呟いている間に、一人の青年がこちらに駆かけ寄よってくる。

　濃こい金色の髪に翠すい玉ぎよくのような緑の瞳。顔立ちは非常に整っていたが、今は怒いかりを孕はらんだ様子で、イルゼの隣となりにいる二人を睨みつけている。

「まだ訓練の途と中ちゆうだ。早く戻れ」

「は、はい！」

　二人は逃げるように立ち去り、その場にはイルゼと青年だけが残された。先ほど副団長と呼ばれていたが、それが本当ならかなり上の立場の人のはずだ。

「それで君は？　ここで何をしてるのかな」

「か、勝手に見ていてすみません。私、イルゼ・アミ・クレメントと申します」

　すると青年は一いつ瞬しゆんだけ眉まゆを上げた。イルゼはそれに気づかないまま、先ほどの言葉の真しん偽ぎを確かめようと青年に尋ねる。

「その、あちらにいる仮面を着けた方は、ヴィンセントさん、とおっしゃるんですか？」

「ああ、そうだけど……」

（やっぱり……!!）

　あの仮面の騎士が、手帳にあったヴィンセント本人だった。

　イルゼははやる気持ちを抑おさえて、青年へと頼たのみ込こむ。

「私、魔術院の採用試験を受けてる最中でして、白の魔術師を探しているんです。それで、ヴィンセントさんに……」

「──コルセス、どうした」

　だがイルゼの言葉はそこで途と切ぎれた。何な故ぜなら、仮面の男が直接こちらに近づいてきたからだ。

（ど、どうしよう！）

　尾行して追い返されたという恥ずかしさもあり、イルゼはどう対たい峙じすべきか必死に考える。だがその時間もままならないうちに、イルゼの前に仮面の男──ヴィンセントが立っていた。訓練であれだけ動いていたのに、今も息一つ切らしていない。

　肩にはこれまで同様、白い光が不安げに漂ただよっていた。イルゼはここぞとばかりに、光をじっくりと観察する。

　今まで気づかなかったが、ヴィンセントの精霊はかなり大きい部類だ。赤や青といった色の交じりも見られない。ただどこか落ち着かない、不自然な動きをしていた。

（この子、どうしてこんなに不安定なのかしら。動物の姿も取っていないし……）

　考えながら、イルゼはある一つの仮定にたどり着く。

（……もしかしてこの人、元々は魔術師なのかも）

　見た目も迫はく力りよくも完全に騎士のそれで、当の本人も魔術師ではないと言っている。だが精霊が付いていることを考えると、彼が魔ま力りよくを持っている可能性は十分高い。

　であれば、しばらく魔術を使っていないせいで、彼に付いている精霊にもなんらかの影えい響きようが出たのでは、とイルゼは考えたのだ。白の魔術師に繫つながる手がかりを、と思っていたが──もしかしたら彼自身が白の魔術師なのかもしれない。

　そうと気づいたイルゼは、興奮を抑えるようにして質ただした。

「あの、ヴィンセントさんですよね、私──」

　だがその問いに返ってきたのは、朝と同様短い答えだった。

「何しに来た」

「え」

「帰れ。コルセス、行くぞ」

　啞あ然ぜんとするイルゼを一いち瞥べつし、ヴィンセントは再び訓練の場へ戻ってしまった。コルセスと呼ばれた青年も、ちらとイルゼの方を見るが同じく去っていく。

　その場に一人ぽつんと残されたイルゼは、思わず両手で頭を抱かかえていた。

（どういうこと？　なんかすごく嫌きらわれてない？）

　王都に来てから数回しか会っていないのに、どうしてここまで拒きよ絶ぜつされるのか訳がわからない。しかもそのうち二回は助けてもらったのにだ。

（……助けられるようなことばかりしてるから、呆あきれられたのかしら）

　そうならば恥ずかしい限りだが、どうも腑ふに落ちない。イルゼはどうしたら彼と話が出来るだろうと首を捻ひねった。




　本人が話してくれないのであれば、周囲から彼のことを調べるしかない、とイルゼはその足で魔術院へと向かった。

「ゾエさん、お忙いそがしいところすみません」

「やあイルゼ、魔術師は見つかりそう？」

「そのことで、ヴィンセントという魔術師の方がいなかったか知りたいんですが」

　過去に魔術師をしていたなら、魔術院に資料があるかもしれない。そう考えたイルゼだったが、ヴィンセントのフルネームを伝えると、ゾエの顔色がわずかに青くなった。

「イルゼ、その名前は誰から？」

「え？　ええと、父の知り合いらしいんですが、もしかしたら白の魔術師だったんじゃないかと」

　イルゼのその言葉に、ゾエは険けわしい表情を浮うかべる。

「悪いけれど、彼に協力を頼たのむつもりなら難しいと思うよ」

「ど、どうしてですか？」

「彼は魔術師を辞やめたんだ」

「!!」

　ヴィンセント・サラ・ヴァンフリートは確かに昔、魔術師をしていた。

　しかもただの魔術師ではなく、あらゆる適性の魔術を扱あつかう白の魔術師の中でも、抜きん出た天才と呼ばれていたのだという。

　だがある日突然、魔術師を辞めたのだとゾエは教えてくれた。

「どうして急に辞めてしまったんですか？」

「理由はわからない。でも噂では、事故を起こしたからだろうと」

「事故？」

「たしか魔術院の採用試験だったかな。でも原因は彼のせいではなかったはずだけど」

　もう少し話を聞きたいイルゼだったが、他の人がゾエを呼んでいるのに気づき、ありがとうございますと告げて魔術院を後にする。

（やっぱり、魔術師だったことは間違いなかったわ！）

　こうなったら、何がなんでも本人に会って説得するしかない、とイルゼは固く拳こぶしを握にぎりしめた。




　だがそう簡単に事は運ばず、イルゼのヴィンセントを追いかける日々は続いた。

　騎士団に行ってもあっさり無視され、仕事が終わったタイミングを計って声をかけようとするも、いつの間にか見失ってしまう。ならばと自宅を訪ねたが、有能な執事によって門もん前ぜん払ばらいされるばかりだ。

　その日も、疲つかれ切きった表情を浮かべて寮へ帰ってきたイルゼにメリ・メロとルートヴィクは二人して驚おどろいた。

「イルゼ!?　大だい丈じよう夫ぶなの!?」

「う、うん……なんとか……」

　よろめきながら答えたイルゼは、そのまま談話室のソファに頭から沈しずみ込こんだ。さすがにこうも連日走り回っていると、体も心もボロボロになる。

（疲つかれた……なんで会ってすらくれないの……）

　ソファの柔やわらかさに癒いやされながら、イルゼはこれまでの情報を整理してみる。

（そもそもヴィンセントさんは、どうして魔術師を辞めたのかしら？）

　ゾエは事故と言っていたが、たった一度の失敗でそこまでするだろうか。

　王都には魔術院以外にも魔術師を必要とする仕事があるし、わざわざ騎士という全く別の職種を選ぶ必要はない。

（相当力のある魔術師だったって話だし、辞める必要はないと思うけど……）

　納なつ得とくのいかないイルゼはうーんと頭を抱えた。がばりと体を起こし、向かいで紅茶を飲んでいるメリ・メロに尋ねる。

「ねえ、メリ・メロは有名な魔術師一族なんだよね？」

「まあ……そうですわね」

「ヴィンセント・サラ・ヴァンフリートって人のこと知ってる？」

「ヴィンセントという方のことは知りませんが、ヴァンフリートといえば、魔術師の大たい家けではありませんか」

「魔術師の大家？」

「過去に何人もツヴェルフを輩はい出しゆつしていますし、魔術師一族の中では一、二を争う名門ですわ」

　どうやら彼はかなり優ゆう秀しゆうな魔術師家系の生まれらしい。若くして魔術師になったのも、そうした素そ養ようのたまものだろう。もしかしたら、と思いイルゼはさらに質問を重ねる。

「多分そのヴァンフリート家の人だと思うんだけど、ヴィンセントさんはもう魔術師を辞めているみたいなの。何か心当たりがないかなって……」

「辞めた？」

　メリ・メロはしばらく考えていたが「ああ、」と呟つぶやくと、その綺麗な眉まゆ頭がしらを寄せてため息をついた。

「もしかして、最年少でヴァンフリートになった魔術師のことかしら？」

「ヴァンフリートに、なった？」

「ヴァンフリート家は少々特とく殊しゆなのです」

　メリ・メロ曰いわく、ヴァンフリート家はまさに『優秀な魔術師を生み出すため』の一族なのだという。

「ヴァンフリート家は、潜在魔力の高い子どもを見つけて養よう子し縁えん組ぐみを結びますの。それも結構な数ですわ」

「養子縁組……」

　だから「サラ」が付いているのか、とイルゼは理解した。

　この国で中間名があるのは、旧きゆう姓せいを残したいと考えた養子か、他国から移住した人くらいだ。イルゼの「アミ」も養家に入る際に、旧姓の「アメルロック」を残したものである。伯父様の中間名である「ヴェル」も同じような理由だろう。

「ですがその中で世に出てこられるのはごく一ひと握にぎり。特に優秀な魔術師と認められた者だけが、ヴァンフリートの姓せいを名乗れると聞いたことがありますわ」

　力を競きそい合あい、選えり抜ぬきの魔術師を作り出す。そうやって魔術師一族としての地位を不動のものにしているのだ、とメリ・メロは締しめくくった。

「優すぐれた魔術師を養子に取るのはよくある話ですが、さすがにヴァンフリート家の方法はやりすぎではないかという声もありますわね」

「そうなんだ……」

「というかあなた、ヴァンフリート家も知らないなんて不勉強すぎますわ！」

　感心するイルゼを前にして、メリ・メロは呆れたようにため息をついた。

「ヴァンフリートの家名くらい、ルートヴィクでも知っていますわよ」

「え、そ、そうなの？」

「あ、うん。さすがに聞いたことはあるかな」

　えええ、とイルゼは眉まゆ尻じりを下げた。

「まったく、学校で何を習っていたのかしら」

「ごめんなさい、造形師の学校には行っていなくて」

「……行っていない？」

　イルゼの言葉に、ルートヴィクが思わず聞き返した。

「行っていないって、養成学校に？」

「はい。地元がツクミドなので、なかなか王都まで出てこられなくて」

「じゃあ君の造形術は家庭教師とか？」

「とんでもない、独学です」

「え、でも造形師の試験は受かっているんだよね？」

「それはもちろん！　じゃないと今の採用試験も受けられないですから」

　造形師の養成学校は王都に一つだけあり、造形師を目指す者は地方から出てきてそこに通い、造形師認にん定てい試験の合格を目指す。

　メリ・メロのような貴族であれば、個人で家庭教師をつける場合もあるが、基本的にはなんらかの形で誰かに師し事じするのが普通だ。独学で受かるほど簡単な試験ではない。

　メリ・メロもびっくりしたのか、紅茶を運ぶ手が途中で止まっていた。だが当のイルゼは二人が驚いていることなど意いに介かいさず、再び思考の中に戻っていく。

（やっぱりヴィンセントさんは、すごい魔術師だったんだ……でも、それならなおさら辞められないような気がするけど……）








　親愛なるビクトール伯父様へ

　お元気ですか？　私はなんとか頑張っています。

　ギルドに行ってみたのですが、白の魔術師は見つかりませんでした……。




　ですが、造形師だった父の知り合いをたどれば見つかるかもしれないと考え、

　今、ヴィンセント・サラ・ヴァンフリートさんという方を訪ねています。

　ただ、その方は魔術師を辞めてしまったらしく、今は騎士団で働いています。




　騎士のヴィンセントさんは本当に強くて格好いいです！

　実は私も二回、助けてもらったことがありました。

（危ないことはしていません。大丈夫です！）

　だけど手紙を送っても無視されたり、話を聞いてもらえなかったりして、

　すごく冷たく感じる時もあります。

　私がしつこいから、嫌いやがられているんでしょうか……。




　それに比べて伯父様の手紙は、いつも温かくて、本当に嬉しくなります。

　きっと伯父様の優やさしいお人ひと柄がらが、言葉に表れているからなのでしょうね。




　大好きな伯父様。風か邪ぜなどひかれませんよう、お過ごしくださいね。









　自室に戻ったイルゼは、伯父様への返事を書き終えて、ふうとペンを置いた。ヴィンセントのことで奔ほん走そうしていて、すっかり遅くなってしまったそれを封ふう筒とうに収めながら、改めて彼に助けられた場面を思い出す。

（優しいのか、冷たいのか……、一体どっちが本当のヴィンセントさんなのかしら）

　イルゼの表情が陰ったのに気づいたのか、机の上にいたオセロットがミャ、と短く鳴いた。大丈夫よ、と返しながら、イルゼはオセロットの鼻先でちょいちょいと指を動かす。

「やっぱり、すぐに伝わっちゃうのね」

　精霊は傍そばにいる人間の感情に左右されやすい。

　それは悪意に限ったことではなく、喜びや怒り、悲しみなどに対しても同じだ。そのためオセロットは、こうしてイルゼが落ち込んだり悲しんだりするたびに、自身のことのように心配してくれる。

　言葉を交かわすことも、触ふれることも出来ないが、イルゼはそんなオセロットの姿に何度も励はげまされ、癒いやされてきた。

（あの子、大丈夫かな……）

　ヴィンセントの傍で、所在なげに漂う白い精霊。試験も大切だが、いまだにはっきりとした姿を取れないあの子のためにも、彼に魔術を使ってもらいたいという気持ちが強まる。

（どうしたらいいのかしら……）







　一晩考えたイルゼだったが、結局上う手まい方法は思いつかず、やはり本人に会って話をするしかないと、今日も再び騎士団に向かった。

（誰かいてくれますように！）

　これまでも何度か訪れていたのだが、巡じゆん回かいに出ているのか人ひと気けのないことばかり。今日こそは、と願いを込めて静かにノックをする。だがやはりなんの返事もなく、イルゼはしょんぼりと肩を落として、来た廊ろう下かを戻った。

（今日は外での訓練もしていなかったし、自宅に行ってみようかな……）

　すると向かいから歩いてきた人物が、イルゼに気づき「あれ？」と軽く手を上げる。

「君、この前の」

「あ、ええと、コルセスさん、……ですよね？」

「コルセス……ああ、そういえばヴィンセントがそう呼んでいたっけ」

　コルセスはふ、と目めを眇すがめて笑った。

　初めて会った時は怒っていたせいか、少し怖こわいイメージがあった。しかし改めて見てみると、女性が好みそうな甘あまい顔立ちに、隙すきのない身のこなし。どこをとっても完かん璧ぺきな青年騎士だ。年も若く、副団長という肩書きが逆に不ふ釣つり合あいに見える。

「改めまして、僕ぼくはコルセストリア・ジェルミニ。コルセスは愛あい称しようだよ。今日も騎士団に用事？」

「はい。ヴィンセントさんに会いにきたんですが、お留る守すみたいで」

「あいつなら今日は休みのはずだけど……この前も来てなかったかい？　たしか、白の魔術師を探しているとか」

「そ、そうなんです！」

　先せん般ぱんはろくに説明も出来なかったと、イルゼは改めてコルセスに今の状じよう況きようを話した。

「というわけで、ヴィンセントさんに協力してもらえないかと」

「なるほどね。……でも、そういうことであれば、あいつには少し酷こくかもしれないな」

　え、と首をかしげるイルゼを前に、コルセスは少しだけ表情を陰らせた。

「あいつが魔術師を辞めたっていうのは聞いたかな」

「はい……事故を起こした、とか」

「そう。でも理由はそれだけじゃない。あいつはその事故以来──魔術が使えなくなったんだ」

「魔術が使えなくなったって、……ど、どうしてですか!?」

「僕もはっきりとした原因は聞いてない。でもあいつが君を避さけるのは、多分それが理由なんだと思う」

　コルセスの言葉を聞いて、イルゼは今までの自分の行動を思い返してみた。

　優秀な魔術師だったというヴィンセント。その力を借りたくてつきまとっていたが、魔術が使えなくなった彼にとって、そんなイルゼの存在は非常に不ふ愉ゆ快かいなものだったに違いない。

「そうだったんですね……すみません、私、知らなくて……」

「あいつも何も言わないし、仕方ないよ。でも大切な試験なら、早めに他の人を探した方がいいんじゃないかな？」

　コルセスの言うことはもっともだ。だがイルゼは静かに首を振った。

「……いえ。やっぱり私、もう一度ヴィンセントさんにお願いしてみます」

「どうして？」

　意外だとばかりに眉を上げたコルセスを見て、イルゼは困ったように微笑ほほえんだ。

「その、上手く言えないんですけど……試験とかじゃなくて、ヴィンセントさんにまた魔術が使えるようになってほしいんです」

「あいつに？」

　はい、とイルゼは緑色の目をしっかりとコルセスに向けた。

「お話、ありがとうございました。失礼します！」

「うん。気をつけて」

　イルゼはぺこりと頭を下げて廊下を進む。するとコルセスがその背中を呼び止めた。

「──イルゼ！」

「はい？」

　名前を呼ばれたイルゼは振り返り、続く言葉を待つ。だがコルセスは「その、……」と言いい淀よどんだかと思うと、結局何も言わずに口を閉じた。ごまかすように首を振る。

「……なんでもない。ヴィンセントと話が出来るといいね」

「はい！」

　諦めませんから、とイルゼは笑いながら軽く拳こぶしを握って見せる。再び歩き始めたイルゼの背中を、コルセスは黙だまって見つめていた。







　一人になった廊下で、コルセスは窓ガラス越ごしの曇くもり空ぞらを見上げる。

（……僕はどうするべきだったんだろう）

　友人として、彼が望まないことはしたくない。

　だが一方で、ヴィンセントを今なお蝕むしばみ続けている呪のろいを、彼かの女じよなら解といてくれるのではと期待している自分もいる。

　それはきっと、──あイのル子ゼにしか出来ない。







　何度も通かよったユーリシュカ通り二九三。

　相変わらず立派なヴァンフリート邸を見上げて、イルゼはよしと気合を入れた。

　四の刻を回った頃ころで、もう少しで日没という時間帯。雲行きが怪あやしく、じきに雨が降りそうだ。普通に訪ねても門前払いされるので、ヴィンセントが自宅に戻もどってきたところを捉まえようと、イルゼは少し離はなれた位置から彼が現れるのを待つ。

（……魔術が使えなくなったのなら、魔術師を辞めるのも当然よね……でも、そのせいで精霊が弱ってしまっていたんだわ）

　イルゼは彼の傍にいる精霊がどうして不安定なのか、ようやくわかった気がした。

　魔術が使えなくなったというヴィンセントのかたわらに、姿を失ってもなお付き従っている精霊の心情を考えて、イルゼはたまらない気持ちになる。

　おそらくずっと待っているのだ。ヴィンセントがいつかまた魔術を使う日を。

（きっと理由があるはずだわ。それがわかれば、また魔術は使えるようになる。そしたらあの子も姿を取り戻して、元気になってくれるはず！）

　一刻が過ぎ二刻が過ぎ、気づけば辺りは随分と暗くなってしまった。さすがに夜まで待つのは危険かと、イルゼは後うしろ髪がみを引かれる思いで立ち上がる。すると遠くから軽快な蹄ひづめの音が聞こえてきた。

（来た!?）

　通り沿いを走る辻つじ馬ば車しやがヴァンフリート邸の近くで停とまり、中からヴィンセントが降りてくる。いつもの軍装ではなく、黒のパンツに白いシャツ、ベストに上着という出いで立たちだ。休みだと言っていたから、一人でどこか遠方に出かけていたのだろう。

　彼が門扉を開けようとしている隙を狙ねらって、イルゼは急いで駆け寄った。

「あの！　少しだけお時間いただけないでしょうか！」

　突然現れたイルゼに、さすがのヴィンセントも少し驚いたようだった。だがすぐにいつものように押おし黙だまり、仮面の奥からイルゼを睨みつける。

「何も話すことは──」

「白の魔術師、だったんですよね」

「……」

「でも、魔術が使えなくなった」

　その言葉を聞いた瞬間、ヴィンセントは凍いてつくような視線をイルゼに向けた。

　だがイルゼも負けじと彼の黒い瞳ひとみを見み据すえる。

「私は、あなたに魔術を取り戻してほしいんです。使えなくなったのには、きっと何か原因があるはずです、私も一いつ緒しよに探します！」

「俺おれがこの先魔術を使えるようになることはない、絶対に」

「いいえ、ヴィンセントさんは必ず魔術を使えるようになります！」

「……だから、どうしてお前にそんなことが言える！」

　ヴィンセントの怒りを孕はらんだ声に、イルゼは思わず叫んでしまう。

「だってあなたには、精──」

　言いかけて、イルゼはすぐに口をつぐんだ。

『──精霊が見えることは誰にも言っちゃだめだ』

　幼い日に父から言われた言葉が、脳のう裏りにはっきりと甦よみがえる。

　父から何度も言い聞かされていた約束。それを破るわけにはいかない。

（でも、……このままじゃあの子はずっと……）

　ヴィンセントに魔術を取り戻させたい。

　そのために私が今、出来ることは──。




「お願いです！　私にあなたの仮面を作らせてください！」




　ようやく発したイルゼの懇こん願がんを、ヴィンセントは唇くちびるを一文字に結んで聞いていた。黒い仮面の下で彼がどんな顔をしているのかはわからない。

　やがて小さく息を吐はいた後、ヴィンセントは重々しい声で零した。

「俺はもう、一いつ切さい魔術に関わりたくない」

「で、でも、あなたならまた……！」

「──いい加減にしてくれ！」

　縋すがるように顔を上げたイルゼの目に映ったのは、陰りを帯びた漆しつ黒こくの瞳。語気荒あらく叫さけんだヴィンセントは、イルゼと視線を合わせることなく、ただ掠かすれた声で呟いた。

「……もう、帰ってくれ」

　乱暴に門扉を開くと、ヴィンセントはイルゼの目の前で、ガシャン、と閂かんぬきを閉めた。

　それはまるで、すべてを拒絶された音のように聞こえた。










　──どのくらい惚ほうけていただろうか。

　辺りは随分と暗くなっており、ぽつぽつとイルゼの頭上に雨あま粒つぶが落ち始めた。

（どうしよう、私、……）

　魔術が使えないから、ヴィンセントはイルゼのことを避けていたのだと思っていた。だから魔術を取り戻せると伝えれば、きっと魔術に対しても前向きになってくれると。

　だが問題はそんな単純なものではなかった。

　最後の様子を見る限り、ヴィンセントは魔術そのものに「憎にくしみに近いほどの嫌けん悪お感かん」を抱いだいているようだった。単に使えないというだけではなく、もはや聞きたくもないという印象だ。

　それなのにイルゼは、ただ感情に任せて魔術を使ってほしいと口走ってしまった。

（ヴィンセントさんの気持ちも考えずに……私、なんてことを……）

　自己嫌悪に陥おちいるイルゼを心配してか、オセロットがイルゼの足元にごろごろと喉のどを鳴らしてすり寄ってくる。その姿にヴィンセントの白い精霊を思い出し、力になれなくてごめんね、と心の中で呟いた。

（なんとかしたかったのに……でももう……話も聞いてもらえないかも……）

　分厚い雨雲の奥から、低く雷らい鳴めいが唸うなり始めた。イルゼは呆ぼう然ぜんとしながら、寮への帰路を歩み始める。

　ぼんやりとした思考の中、「いい加減にしてくれ」と叫んだヴィンセントの悲痛な声だけが、何度も頭に甦った。そのたびに締しめつけられるような、忸じく怩じたる思いが込み上げてきて、イルゼは溢あふれそうになる涙なみだを必死に堪こらえる。

（……これから、どうしたらいいんだろう）

　やがて、ぷんと漂うアルコールと白おし粉ろいのむせるような臭においに、イルゼははっと周囲を見回した。いつの間にこんな路地に入ってしまったのだろうか。治安がよいとはいえない場所に来てしまったとイルゼが恐きよう怖ふを覚えた時、背後から何かが壊こわれるような大きな音がして、思わずその場で足が止まる。

「……？」

　すると酒場の裏手から、粗そ野やな笑い声とともに屈くつ強きような男たちが姿を現した。手には酒さか瓶びんを持ち、赤ら顔に愉ゆ悦えつを浮かべている。

「俺たちに逆らうからこうなるんだよ！　覚えとけ！」

　そうわめきながら現れた男を見て、イルゼは目を疑った。あれは──イルゼが王都に来た日に絡からんできた無ぶ精しようひげのならず者ではないか。逃げないと、と周囲を窺うかがうイルゼだったが、すぐに男たちに気づかれ、あっという間に取り囲まれてしまった。

「ああん？　よく見たらあん時の嬢じようちゃんじゃねえか」

　誰か、と視線を送るが、皆みな厄やつ介かいごとに関わりたくはないとばかりに、そそくさと目を逸そらして通り過ぎていく。以前味わった絶望感を思い出したイルゼの全身から、血がさあっと引いていく。

　あの時は偶ぐう然ぜん近くにいたヴィンセントが救ってくれた。

　でも今その助けが来ることは、絶対にない。

「こないだは邪じや魔まが入ったが、今度はじっくり付き合ってもらおうか」

　無精ひげの下げ卑びた笑いに合わせて、イルゼを取とり囲む男たちがにわかに沸わき立たつ。イルゼは恐怖でくずおれそうになる体を必死に励ましながら、男たちを睨みつけていた。







　イルゼを追い返してから、ヴィンセントは自宅で一人考え込んでいた。執しつ務む机づくえの引き出しを開け、以前イルゼから送られてきた手紙を取り出す。

（少し、言い過ぎたか……）

　手紙を受け取った時から、イルゼが追いかけてくる理由はわかっていた。だが自分はとうに魔術が使えなくなった身で、関わる気はさらさらない。

　冷たくあしらっていればそのうち諦めるだろう、と思っていたのだが、イルゼは何度も何度もヴィンセントを追ってきた。避けられても、拒こばまれても、期待に満ちた大きな緑色の目を輝かがやかせながら、息せき切って話しかけてくる。

　この仮面姿になってから、そんなことは初めてだった。

　彼の姿を見た者は、普通はすぐに目を逸らす。気き遣づかいか恐怖か、ヴィンセントもその気持ちは理解出来たし、徐じよ々じよにそれに対してなんの感情も抱かなくなっていた。

　だがイルゼは、こんな自分を見ても決して目を背そむけなかった。

『──あの！　私はその仮面、すごく、素す敵てきだと思います！』

『──お願いです！　私にあなたの仮面を作らせてください！』

　魔術は必ず使えるようになるから、と。

　その言葉を思い出したヴィンセントは、手にしていた手紙を屑くず籠かごへと落とした。コトン、と乾かわいた音が響ひびく。

　ヴィンセント自身が遥はるか昔に捨ててしまった希望を、どうしていまさら大切そうに拾い上げてくるのだろう。そのために必死になって、毎日毎日走り回って。

（俺も、あんな感じだったんだろうか）

　そんなイルゼのまっすぐな愚ぐ直ちよくさは、ヴィンセントにも覚えがあった。

　魔術師になりたての頃、自分の仮面が欲ほしくて奮ふん闘とうした。あの時の自分は、きっとイルゼと同じくらい不器用で、周りには青あお臭くさく映っただろう。

　だがそれも遠い過去のことだ。

（だめだ。考えるな──）

　ヴィンセントは思考を止める。

　何があろうと、自分はイルゼの願いを聞くわけにはいかない。

　ヴィンセントが強く目を瞑つぶったその時、遠えん雷らいの音が窓ガラスを微かすかに揺ゆらした。見ればどす黒い雨雲が空一面を覆おおっており、どこか不ふ穏おんな気配を感じさせる。

（寮までそこまで遠くはない……が）

　時刻器に目を向けると、七刻を過ぎたあたり。まっすぐに帰っていれば宿舎に着く頃だが、送り届けたわけではないので確かく認にんのしようがない。

「……」

　考えないようにと意識するが、一いつ生しよう懸けん命めいなイルゼの瞳が脳裏をよぎる。

「──ああ、くそっ」

　ヴィンセントは小さく舌打ちすると、急いで玄関へと向かった。







　ぎり、とイルゼの手首を無精ひげが摑つかみ上げる。

「や、やめてください！」

「ああ？　聞こえねえなあ」

　わざとらしく耳を寄せてくる無精ひげから、イルゼは逃のがれるように身を捩よじった。なんとかしないと、と力を込めるがびくともしない。おまけに運よく振り払えたとしても、周りを子分たちが取り巻いている。

「王都での礼れい儀ぎってやつを、しっかり教えてやるよ」

「……ッ」

　間近に迫せまる無精ひげの顔を、イルゼは睨みつける。だが虚きよ勢せいを張るのも限界だった。足元でオセロットが懸命に威い嚇かくしているが、もちろん男たちに見えるはずもない。恐怖のあまり、イルゼの膝ひざはがたがたと震ふるえ始めた。

　次し第だいに雨も強まり、無精ひげがその手に力を込める。たまらずイルゼは心の中で叫んだ。

（怖い、誰か、……ヴィンセント、さん……！）

　刹せつ那な、どしゃりと鈍にぶい音がした。

　ぬかるんだ地面から撥はね上がった泥どろが、イルゼを取り囲んでいた壁の一いつ端たんを崩くずす。イルゼが音のした方を向くと、そこには肩で息をするヴィンセントが立っていた。足元にはならず者の一人が潰つぶれている。

「──何をしている」

　ヴィンセントは地を這はうような声で告げると、隣にいた男を続けざまに突き飛ばした。勢いよく吹っ飛んだ男に巻まき込こまれ、周りが折り重なるように倒たおれ込こむ。その光景を見ていた残りのならず者は一瞬どよめいたが、イルゼの腕を摑む無精ひげが怒ど鳴なりつけた。

「お前らびびるんじゃねえ！　……てめえ、よくも俺の前に顔を出せたな」

　気絶した男たちを踏ふみ越こえて、ヴィンセントは無言のまま一歩、また一歩と足を進める。黒い仮面から見える眼まな差ざしは射殺されそうなほど鋭く、無精ひげはたまらず後ずさった。

「その手を放せ」

「む、無視すんじゃ」

「──放せ」

　歯がゆさに怒りを露あらわにした無精ひげは、イルゼの手を離したかと思うと、力の限りヴィンセントめがけて殴なぐりかかった。だがヴィンセントは男の拳こぶしを手のひらで受け止めると、そのまま体ごと地面に強く打ち捨てる。ぴくりとも動かなくなった無精ひげを一いち瞥べつし、ヴィンセントは改めてイルゼの方を見た。

「大丈夫か」

「あ、は、はい……」

　手首が多少赤くなっているが、別段怪け我がはない。それよりも、どうしてこの場にヴィンセントが来てくれたのかが疑問だった。

（私、あんなこと言ったのに）

　行くぞ、とヴィンセントが短く告げ、イルゼの手を摑む。

　だが二人の行く手を男たちが阻はばんだ。以前絡まれた時よりも人数が多く、裏路地のためか巡回中の他の騎士が騒そう動どうに気づく様子もない。

「逃がすかよ！　やれ！」

　誰かの怒ど号ごうを皮切りに一人が飛び出したが、ヴィンセントはイルゼを庇かばいながら、それを蹴けり飛ばした。続けざまに二人、三人と襲おそってくるが、ヴィンセントは慣れた身のこなしで次々と男たちを倒たおしていく。

　イルゼは出来るだけ邪魔にならないようヴィンセントの傍にいながらも、その戦いぶりに驚きとある種の感動を抱いていた。

（すごい……）

　ヴィンセントの桁けた外はずれの強さにひるんだのか、わずかに男たちの勢いが弱まった。だがイルゼを守りながらの攻こう撃げきではじきに限界が来る。ヴィンセントもそう考えたのか、隙をついてイルゼの手を引いて逃げようとした。

　しかしブンと風を切るような音が響き、すぐに足を止める。

「待てって言ってんだろ？」

　素す手でではかなわないと思ったのか、数人の男たちの手に角材が握られていた。ヴィンセントが無視して進もうとすると、一人の男が大きく振りかぶる。

　バキ、と嫌な音がしてイルゼは思わず目を瞑つぶった。だがすぐに野の太ぶとい呻うめき声が続き、次に目を開けた時には、先ほどの男が角材ごと地面に組くみ伏ふせられていた。焦あせった他の男たちが続けて殴りかかるが、ヴィンセントは器用にかわして次々と昏こん倒とうさせていく。

　しかし、次の瞬間イルゼの背後に一人が回った。ヴィンセントではなく、イルゼめがけて太い角材を振り下ろそうとする。

「──やめろ！」

　イルゼは強い力でヴィンセントに引っ張られ、そのまま泥だらけの地面に膝ひざをついた。驚くイルゼの目の前で、角材がヴィンセントの頭を強打する。

「ヴィンセントさん!!」

　イルゼは悲鳴に近い声で叫んだ。幸い急所は外れていたらしく、ヴィンセントはふらつきながらも立ち続けている。襲ってきた男を返かえり討うちにすると、イルゼを助け起こそうと振り返った。

　だが彼の顔を見た瞬間、イルゼは言葉を失ってしまった。

　ヴィンセントの仮面が割れており、その下から──凄せい惨さんな傷きず痕あとが見えたからだ。

「……なんだお前、その顔……」

　残りの男たちもそれに気づいたのか、わずかに距離を取った。

　どこからともなく、気持ち悪ィ、なんだありゃ、という嘲ちよう笑しようや馬鹿にした言葉が次々と湧わき上あがり、イルゼは困こん惑わくした顔でヴィンセントを見つめる。

　先ほどから降り続く雨が、彼の黒い髪からぽたりと雫しずくを落とす。

　その髪の隙間から覗く漆黒の目に、光はなかった。




　その後、大立ち回りにさすがに気づいた騎士団がようやく駆かけつけ、男たちはまとめて牢ろう屋や送りとなった。十の刻を過ぎた夜中、玄関に飛び込んできたずぶ濡ぬれの主人とイルゼを見て、ヴァンフリート邸は一気に慌ただしくなる。

　寮への伝言を皮切りに、やれ毛布だ紅茶だと準備が始まり、イルゼは熱い湯の張られた風ふ呂ろに放ほうり込こまれた。初めて見る豪ごう奢しやな洗面台や湯船の様子に呆然としている間に、使用人が世話をしてくれる。

　女性の上級使用人の私物らしき服を着せられ、イルゼは応接室へと案内された。ソファに座すわらされたかと思うと、肌はだ触ざわりのよい毛布をかけられ、気づけば熱い紅茶が入ったカップまで持たされている。

　向かいのソファにはヴィンセントが掛け、濡ぬれた黒くろ髪かみを拭ふいていた。上着やベストは脱ぬいでおり、簡素な白シャツ姿になっている。イルゼがこちらを見ていることに気づいたのか、タオルを頭にかぶせたままイルゼへ問いかけた。

「大丈夫か」

「あ、はい！　お風呂に替えの服まで、ありがとうございます」

　二人の間に一いつ拍ぱくの沈ちん黙もくが落ちる。

「……ごめんなさい、私のせいで」

「何がだ」

「だって仮面と、──顔の、傷が」

　パチリと暖だん炉ろで薪まきが爆はぜる音がする。

　ヴィンセントは、殴られた衝しよう撃げきで壊れてしまった仮面をそっと顔から外した。

　濡れて艶つやを増した黒髪の隙間から、揺れる炎ほのおを映す黒い瞳。額から鼻筋がまっすぐ整い、薄うすい唇は固く結ばれていた。伏ふせがちな長い睫まつ毛げが、彼の頰ほおに影かげを落とす。仮面を外した彼の素顔はとても端たん正せいで、著名な作家の手による一体の彫ちよう刻こくのようだった。

　しかし、その美貌を裂さくように斜めに走る大きな傷痕。
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　イルゼは息をするのも忘れて瞠どう目もくしていたが、やがてそっと瞼まぶたを伏せる。

（見み間ま違ちがいじゃ、ないのね……）

　元々が整った顔立ちだからこそ、生々しいほどに深いその傷の異質さが際きわ立だって感じられた。イルゼはこくりと唾つばを吞み込むと、恐おそる恐おそる尋ねる。

「痛い、ですか？」

「昔の傷だ、痛みはない」

「よかった……」

　ほっと安あん堵どの息を吐くイルゼを見て、ヴィンセントはぼそりと零こぼした。

「……怖くないのか？」

「見た時は少し驚きましたけど、全然」

「……そうか」

　そう言うとヴィンセントは、手にしていた仮面を再度着けようとした。

（あ、──）

　イルゼは身を乗り出すようにして、ヴィンセントの顔に手を伸ばした。それに驚いたのはヴィンセントの方だ。仮面を持つ手が止まり、その仕草に当のイルゼも慌てて指を引っ込める。

「あ、すみません、その。割れていて危ないですし、別に外したままでもいいかなと思っただけで……」

「……見ていて、気分のいいものじゃないだろう」

「そ、そんなことないです！　仮面も格かつ好こういいですけど、ない方が素敵です！」

　口走った後で、イルゼははっと口を押おさえた。

（もしかしたら、あまり顔のことは言われたくないかもしれない……）

　仮面が割れた後の路地の空気を思い出す。きっとあれは、ヴィンセントが普ふ段だんから曝さらされている視線なのだ。彼が常に仮面を着け続けているのは、この傷で周りの人を不快にさせたくないからだろう。

　絨じゆう毯たんに視線を落とすと、イルゼの足にオセロットが心配そうにすり寄ってきた。大丈夫だよ、と心の中で呟き、そっとヴィンセントの精霊の様子を見る。

　白い光は、とても弱々しげに変へん貌ぼうしていた。

　ヴィンセントが傷ついたことに落ち込んでいるのか、浮うくこともせず、ただじっと彼の肩にとどまっている。その様子に、イルゼは心を痛めた。

（心配しているのね。……優しい、人だもの）

　出会ったばかりのイルゼを助けてくれたり、ひどいことを言ったのに駆けつけてくれたり……ヴィンセントは、きっと困っている人を見捨てておけないのだ。

　でも周りの人は容よう赦しやなく彼を傷つける。それに彼は怒ることすらしない。

　そんな人だから、魔術を使えなくなって、自分の姿が保てなくなっても、精霊は彼の元を離れようとしなかったのだ。せめて自分だけでも、と。

　その気持ちは、イルゼにもわかるような気がした。

（いつも助けてもらってばかり……何か私に、出来ることは……）

　しばらくの間考えていたイルゼだったが、一瞬の思し案あんの後静かに告げる。

「ヴィンセントさん、やっぱり私……あなたの仮面を作りたいです」

「……何度言われても俺は──」

　その言葉を遮さえぎるように、イルゼは慌てて続けた。

「ち、違います！　その、魔術師としてではなく、仮面を……あなたの仮面を作らせていただきたいんです」

「俺の仮面？」

「はい。その、仮面が壊れてしまったのは私のせいですし、せめて新しいものを作らせてもらえたら、と……」

　適当な仮面であればすぐに購あがなえるかもしれないが、やはり造形師が手を入れたものとそうでないものとでは、使用感に大きな差が出る。ヴィンセントのように、長い時間着けるのであれば、ちゃんと採寸をしてその人の顔に合わせた仮面の方が負担は少ないはずだ。

　イルゼの視線を受け、ヴィンセントは再び深いため息をついた。ソファに座る彼のブーツの先が何度か上下し、イルゼはその間ひたすら黙って言葉を待つ。

　やがてつま先が絨毯に下ろされ、観念するかのように彼は呟いた。

「……わかった」

「ほ、ほんとですか！」

「ただし、それだけだ」

　イルゼが目を丸くするのに合わせて、ヴィンセントは続ける。

「魔術にも試験にも関わる気はない。それでいいか」

「はい！」

　その時、ヴィンセントの肩にいた精霊が少しだけ浮き上がった。

　それを見たイルゼは嬉しくなり、心の中で思わず叫ぶ。

（やった！　頑張ろう！）

　イルゼは急いで立ち上がり「よろしくお願いします！」と満面の笑えみで頭を下げた。
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　こうして、イルゼの仮面作りが始まった。

「では、一度外しますね」

　自室でソファに座すわるヴィンセントを前に、イルゼはそっと手を伸のばした。

　今ヴィンセントが着けているのは「ひな形」と呼ばれるもので、壊こわれた仮面の代用品としてイルゼが急きゆう遽きよ準備したものだ。木で作られた仮面の素そ体たいで、おおまかな顔の形と目鼻の位置はあるものの、装そう飾しよくや布張りがないシンプルな仮面である。

　後ろの結び紐ひもをほどくと、手の中に薄うすいひな形が落ち、同時にヴィンセントの顔にある大きな傷が露あらわになった。

「失礼します」

　目を伏ふせたままのヴィンセントを前に、イルゼはその額に採さい寸すん用の小さいメジャーを当てた。鼻び梁りよう、頰ほお骨ぼねまでの長さ、目め幅はばなどを測はかる。金属の三角形のような部品を目の下に添そえていると、ヴィンセントがうっすらと瞼まぶたを開いた。イルゼは慌あわてて声をかける。

「もしかして、傷が痛みますか？」

「いや」

　よかったと安あん堵どするイルゼを見て、ヴィンセントはそっと長い睫まつ毛げを伏せた。その後もイルゼは作業を続け、すべての数値を紙に書き取っていく。最後に頭とう囲いを測り、ふうと息を吐はいた。

「これで採寸は終わりです。あとは削けずり出した素体を試着してから、微び調ちよう整せいしますね」

　イルゼの手が離はなれると、ヴィンセントは疲つかれたように何度か目をしばたたかせた。そんなヴィンセントの様子を心配しながら、イルゼは使った道具を作さ業ぎよう鞄かばんに収めていく。

「次はいつになる？」

「ええと、素材選びもあるので、三日後くらいでしょうか」

「しばらく仕事で騎き士し団だんに詰つめる。次はそっちに来い」

「了りよう解かいいたしました！」




　仕事を終えて寮りように戻もどったイルゼが談話室に入ると、暖だん炉ろ近くのソファでメリ・メロが紅茶を飲んでおり、ルートヴィクは一人ひとり掛がけのイージーチェアで本を読んでいた。

「ただいま、メリ・メロ、ルートヴィク」

「おかえりイルゼ、出かけてたのかい？」

「うん。採寸をしに」

　イルゼのその答えに、ルートヴィクが嬉うれしそうに笑った。

「よかった。じゃあ白の魔ま術じゆつ師しが見つかったんだね」

「え、ええと……そ、そんな感じかな……」

　言えない。ただの仮面を作っていますなんて。

（だって、ようやくヴィンセントさんの仮面が作れるようになったんだもの！　……でも確かに、試験のことも早くなんとかしないといけないよね……）

　白の魔術師探しは何か別の方法を考えるしかない、とイルゼはため息をついて茶器の並ぶテーブルへと向かった。紅茶を淹いれながらふとルートヴィクに目をとめる。

　本を読んでいるのかと思いきや、彼かれは近くのテーブルに置いていた仮面に手を伸ばしていた。気になったイルゼはカップを手にしたまま、ルートヴィクの近くへと歩み寄る。

「もしかして術式の確かく認にん？」

「うん。まだ試作段階だけどね」

　ルートヴィクは、手にしていた式しき令れい集しゆうを軽く持ち上げて言った。

　式令集とは、あらゆる適性の基本術式や、魔術ごとに必要な術式などが記された、造形師なら必ず備えている辞書のようなものだ。造形師が使う術式は非常に種類が多く、多た岐きにわたるため、これで文もん言ごんを調べながら刻んでいく。

　見れば、ルートヴィクは式令集を膝ひざに置き、もう一方の手を自身が作った仮面に当てていた。その指先にはうっすらと青色の文字が浮うかび上あがっており、刻まれた術式を読み込んでいるのがわかる。

「今回は術式が多いから念のためにね。でも文言を探すのが大変だよ」

　二種適性のルートヴィクともなれば、把は握あくすべき術式の数も多く複雑だろう。

　イルゼはルートヴィクの持つ式令集をそっと覗のぞく。びっしりと書き込まれている術式を二人で眺ながめながら、ルートヴィクは苦く笑しようした。

「あと赤と緑の非ひ干かん渉しよう、青の空間制せい御ぎよの確認なんだけど、何頁ページだったかなーと」

「あ、わかります。九十六頁中央と三百二十二頁右上です」

　軽口のように言ったルートヴィクに対して、イルゼはまるで世間話でもするように紅茶を飲みながら答えた。だがルートヴィクの方は、一いつ瞬しゆん虚きよを突つかれたかのように瞬またたき、恐おそる恐おそる言われた頁を開く。

「あ、合ってる……」

「よかった。合ってました」

　よし、と拳こぶしを握にぎりしめるイルゼを見て、ルートヴィクは驚おどろいた表情で確認する。

「イルゼ、もしかして君は式令集を暗記しているの？」

「そう……ですね。小さい時から読んでいたので、なんとなく覚えてしまいました」

「覚えてって……もしかして書いてある頁だけじゃなくて、術式自体も？」

「あ、はい」

　その返事にぞくりとしたのはメリ・メロとルートヴィクの方だった。

　確かによく使う術式や簡単なものであれば覚えられる。だが式令集に書かれている術式は造形術に関わるすべてで、もちろん相当な量がある。そんな芸当の出来る人間がどれほどいるというのか。

　だが当のイルゼはそんな二人の様子に気づかず、小さくため息をついた。

（試験どうしよう……でも、ヴィンセントさんの仮面は早く完成させたいし……）

　採用試験の最終日まで、あと一カ月を切っていた。







　三日後の夕方、イルゼは言われた通り騎士団を訪おとずれた。

　隊舎の中は多くの騎士たちが行いき交かっており、以前よりも忙いそがしそうだ。邪じや魔まにならないよう気をつけながら、ヴィンセントのいる第七隊の部屋を目指す。

　ノックをすると中から短く返事があり、イルゼはそろそろと扉とびらを開けた。今まで何度来ても誰だれもいなかったのに、今日はヴィンセント含ふくめ他の騎士の姿もある。彼らはイルゼに気づくと、少し驚いたように目を丸くした。

「ヴィンセントさん、今大だい丈じよう夫ぶですか？　お忙しいようならまた別の日でも……」

　周囲から向けられる視線の圧に緊きん張ちようしながら、イルゼはおずおずと問いかける。

　だが当のヴィンセントは別段気にした様子もなく、「いや、いい。行くぞ」とだけ答えてすぐに立ち上がった。そのまま隊室を出ていくヴィンセントの後を、イルゼは慌てて追いかける。

　ヴィンセントに連れてこられたのは、騎士団内に設もうけられた医務室だった。

　簡かん易いなテーブルと二に脚きやくの椅い子す、奥おくには複数のベッドが並んでいる。脇わきに置かれた棚たなには褐かつ色しよくの瓶びんがいくつも並んでおり、かすかに薬品のにおいがした。

「ここでいいか」

　ヴィンセントの問いに、イルゼがはいと答えると、彼は向かい合わせに置かれた椅子の一方に腰こしかけた。イルゼはテーブルの上に鞄を置くと、先日の採寸値を元にラブルナムの木から削り出した素体を取り出す。

「では、一度ひな形を外しますね」

　ヴィンセントの素す顔がおに、削り出した素体を当てる。

「この位置で痛くはないですか」

「ああ」

　手で固定したまま、仮面の端はしに印をつけた。その位置に、耳にかける金具を付けるためだ。一カ所二カ所と左右に印をし、一度素体をヴィンセントの顔から外す。すると、もう終わったと勘かん違ちがいしたのかヴィンセントがうっすらと睫毛を浮かせた。

（あれ、ヴィンセントさんの目って……）

　身長差もあってこれまではわからなかったが、間近で見るヴィンセントの目は単なる黒色ではなかった。光こう彩さいの下半分に淡あわく紫むらさき色いろが交まじっており、紫水晶の原石のようでとても美しい。

　初めて見る不思議な色合いの目を、イルゼは吸すい込こまれるように凝ぎよう視ししてしまう。一方のヴィンセントもまだ調整の途と中ちゆうだと思ったのだろう、何も言わずに見つめ返していた。

　ふと、イルゼの口から言葉が零こぼれる。

「ヴィンセントさんって、綺き麗れいですよね」

　突とつ然ぜんの告白に、ヴィンセントは目を逸そらすと強く咳せき込こんだ。気管に何か詰まったのだろうかとイルゼが慌てていると、大丈夫だと手で制される。

「いきなりなんだ」

「だって、ヴィンセントさんの鼻筋って通っていて高いし、目も切れ長で。眉まゆ毛げと瞼まぶたとの間かん隔かくも絶ぜつ妙みようですし、基本的な骨格がすごく整っているなあって」

　淀よどみなく出てくる賛辞にヴィンセントはしばらく沈ちん黙もくしていたが、ふいと斜ななめ下に視線をずらした。どうしたのだろうと首をかしげたイルゼは、自分の発言を思い出し、たちまち赤面する。

　しまった！　言葉選びを間ま違ちがえた！

「す、すみません！　綺麗とか、男性に言う言葉じゃなかったですね!!」

　えへへと恥はずかしそうに笑うイルゼに、ヴィンセントはようやく視線を戻した。はあと吐き出されるため息を前に、イルゼは集中しなければと気合を入れ直す。

　再び仮面をヴィンセントの顔にあてがうと、調整が必要な箇所に印を追加して、ようやく作業を終えた。

「ありがとうございました。あとは仕上げとして、布張りと飾かざり付つけをします。何か希望はありますか？」

「ない」

　きっぱりとした回答にイルゼは思わず苦笑した。依い頼らいする魔術師によっては色やモチーフ、使う刺し繡しゆう糸いとまでこだわる人もいたりするが、極きよく端たんに希望がないのも困りものだ。

（やっぱり今までが黒の仮面だったから、似たような色合いがいいかしら）

　頭の中に完成形を思おもい描えがくイルゼの隣となりで、素体を外し終えたヴィンセントが目め頭がしらを押おさえていた。イルゼは思わず声をかける。

「もしかして痛かったですか？」

「いや、少し疲つかれているだけだ」

　そういえばしばらく騎士団に詰めると言っていた。仕事が大変なのだろう。

「あの、あんまり無理しないでくださいね」

　立ち上がったその背中に、イルゼは思わず声をかける。

「ああ」

　その声はいつもと変わらずしっかりしたものだったが、イルゼは少し不安を覚える。そんな気持ちを抱かかえたまま騎士団を出ると、すでに空には星が瞬いていた。思ったより遅おそい時間になってしまったようだ。

「次は布張りが終わったら試着に来ますね」

　そう言ってイルゼが帰ろうとすると、何な故ぜかヴィンセントが同じ方向についてくる。

「あの、騎士団は反対側じゃ」

「寮は外だろう」

　もしかして、寮まで送る気なのだろうか。だが仕事で疲れているヴィンセントにそこまでさせるわけにはいかない、とイルゼは急いで軍服の裾すそを摑つかむ。

「だ、大丈夫です！　ここからなら大通り沿いですぐですし、まだ仕事も」

「行くぞ」

「そ、そんなあ」

　ヴィンセントはイルゼの言葉に聞く耳を持たず、そのまま王宮の通用口を目指して歩いていく。イルゼは困こん惑わくしながらヴィンセントの後を追った。




（結局送ってもらっちゃった……）

　騎士団から帰ってきたイルゼは、シュタイン寮の自室にいた。イルゼを送り届けたヴィンセントはすぐに来た道を戻ってしまい、ただただ申し訳なくなる。しっかりしなければ、と気合を入れながら、造形師の道具が収められている鞄を机き上じようで開いた。

「よし、もうひと頑がん張ばりしよう！」

　机上の明かりに火を灯ともし、鋏はさみを取り出す。素体に布をあてがうと、その形に合わせて丁てい寧ねいに裁断し始めた。

　優すぐれた仮面と呼ばれるためには、着けた時の使用感の他、その見た目も重要だ。優ゆう秀しゆうな造形師が作った仮面は一様に美しく、そうした仮面は実用性だけでなく、芸術的にも優れているとされ、魔術師でなくとも集めたがる蒐しゆう集しゆう家かは多い。

　実際、ファルはそうした好こう事ず家かの一人だろう。

　彼は魔術師だから、実益を兼かねているといえなくもないが、素す晴ばらしい仮面であればあるほど値段は恐おそろしく跳はね上あがる。ツヴェルフの仮面などであればなおさらだ。けして半はん端ぱなお金で出来る趣しゆ味みではない。

（生き地じは艶つやを抑おさえたもので……糸は黒と銀にしよう）

　今回は男性用の仮面なのであまり派手な色は使わず、銀糸で丁寧に縫ぬい込こんでいく。細かい作業の連続なので、目が乾かん燥そうし何度か瞬きをした。次し第だいに木材そのままだった仮面の素体が、黒くすべらかな布で覆おおわれていく。

　布張りを終えた仮面を見て、イルゼは満足げに微笑ほほえんだ。

（この黒なら、きっとあの瞳ひとみにもよく似合うわ）

　さすがに疲れを感じて時刻器を見る。見ると十一の刻に針が来ており、イルゼは今日の作業を終えようと、ヴィンセントの仮面を鞄へとしまった。







　数日後、イルゼは試着のため再び騎士団に来ていた。

　今日は天気がいいせいか、外で訓練する団員の姿が多く見られる。ところがそこにヴィンセントの姿はなく、イルゼはそのまま隊舎の方へと向かった。だが第七隊の部屋にも人ひと影かげはない。

　またいつもの巡じゆん回かいだろうか、と室内を見回していると、奥にもう一つ続き部屋があることに気づいた。どうやら仮か眠みん室しつらしく、狭せまい空間に二段ベッドがいくつも並んでいる。何気なく足を踏ふみ入いれたイルゼだったが、奥からか細い声が聞こえた気がして、思わず息を潜ひそめた。

（だ、誰かいるのかしら……）

　薄うす暗くらがりの中、ベッドの合間を恐る恐る移動する。そうっと顔だけ覗のぞかせて壁かべ際ぎわに設置された二段ベッドを見ると、壁かべに背中を預けるようにしてヴィンセントが眠ねむっていた。器用に腕うでを組み、仮面を着けたままうつむいている。

　それを見たイルゼは、堪こらえていた息をほうと吐き出した。

（せっかくベッドがあるんだから、横になったらいいのに）

　よほど疲れているのだろう、イルゼが傍そばに来ても目覚める気配がない。

　なんだか新しん鮮せんに思えて、イルゼはしばらくその寝ね顔がおを眺めていたが、そこでヴィンセントの口からわずかに声が漏もれた。

「……どうして……」

　それは普ふ段だんの彼にはそぐわない、絞しぼり出だすような弱々しい声だった。

　ヴィンセントの全身が震ふるえ、唇くちびるは強く嚙かみしめられている。目を固く瞑つぶり汗あせを滲にじませる姿は、まるで悪夢にうなされているかのようだ。さすがに様子がおかしいと感じたイルゼは、彼を起こそうと手を伸ばす。

「──ッ！」

　その手首を、ヴィンセントがはしと摑んだ。驚くイルゼの一方で、ヴィンセントも目を見開く。お互たがい何が起きたのかわからないまま、目を白黒させてしばらく見つめ合っていたが、ようやく状じよう況きようを理解したのかヴィンセントがぱっと手を離した。

「悪い」

「あ、いえ、私こそ声をかけなくてすみません！」

　はあ……、とヴィンセントは疲れ果てたように息を漏らす。乱れた前まえ髪がみを搔かき上あげると、「行くぞ」と言って立ち上がった。急いでイルゼもその背中を追う。

（び、びっくりした……！）

　イルゼの手首をすっぽりと覆ってしまう、ヴィンセントの大きな手。

　摑まれた熱さと感かん触しよくがいまだ鮮せん明めいに残っていて、イルゼはその温ぬくもりが離れていかないようにと、無意識に自分の手首をそっと包んでいた。




　二人は以前と同様、医務室へとやってきた。仮面の両側に付いた金具を広げ、ヴィンセントの耳にかけながらイルゼが尋たずねる。

「違い和わ感かんはないですか？」

「ああ」

　以前ヴィンセントが着けていた仮面は、紐を後ろで結ゆわくものだった。だが騎士という仕し事ごと柄がら、動いてもずれないようにした方がいいだろうと、最近主流になってきた耳にかけて固定する型を採用したのだ。顔に当たる面のくぼみや、こめかみの辺りを調整して、そっと仮面を外す。

「ありがとうございます。あとは装飾したら完成です」

「そうか」

　ヴィンセントはそっけなく答えたかと思うと、外していたひな形を顔に戻していた。イルゼは鞄に仮面をしまいながら、ふと先ほどの出来事を思い出す。

「あの、大丈夫ですか？」

「何がだ」

「その、お仕事で相当お疲れなんじゃないかと……」

「大したことじゃない」

「でも」

「いつものことだ」

「……」

　にべもない返事は予想していたが、イルゼには先ほどの様子がそんな生なま易やさしいものとは思えなかった。反論の色をありありと浮うかべるイルゼをよそに、ヴィンセントは椅子から立ち上がると、「暗くなる前にとっとと帰れ」と告げたのだった。




　その夜、自室で刺繡針を手にしていたイルゼは、針山にそれを指すと一度手を止めた。

（本当に大丈夫かしら……）

　考えているのは、もちろんヴィンセントのことだ。前回の試着の時もそうだったが、今日はさらに疲ひ労ろうの色が増していた気がする。寝ねている時までうなされるなんて、ただごとではない。

（でも私が休んでって言っても、きっと『関係ない』の一言だよね）

　イルゼは小さくため息をつき、刺繡を再開する。

　黒地に輝き度どの違ちがう黒糸で縫ぬい取とられた模様は、透すかし彫ぼりのように美しい。イルゼは時折全体像を確かめながら、仮面の縁ふちを指でなぞる。

（縁ふち取どりに銀の飾かざりもいいかもしれないわ。衝しよう撃げきにも強くなるし。瞳の色と合わせた石を目元に入れたりして……）

　イルゼが完成図を思おもい浮うかべていると、ノックの音がした。

「遅くまで頑がん張ばってるわね。また手紙が届いていたわよ」

　ありがとうございます、とウィミィから手紙を受け取り、すぐさま封ふうを開けた。

　差出人はもちろんビクトール伯お父じ様さまだ。








　親愛なるイルゼへ

　返事が遅くなって悪かったね。




　試験のために、いろいろと無理をしてはいないかな？

　一いつ生しよう懸けん命めいなのは君のよいところだけど、少し頑張りすぎるきらいがあるからね。




　危険なことに巻まき込こまれそうになったら、すぐに逃にげるか助けを求めること。

　それから夜は、ゆっくり眠って体を休めるのも忘れないように。

　いつも陰かげながら、君を応おう援えんしているよ。









　相変わらず心しん配ぱい性しようなのか、イルゼの体を気き遣づかう言葉ばかりが並んでいる。何度も繰くり返かえし読んだ後、イルゼは手紙をいつもの木箱にしまった。

（私もこんな言葉を、ヴィンセントさんにかけられたらいいのに……）

　はあ、と息を落としたイルゼは、一度作業の手を止め休きゆう憩けいすることにした。完成を間近に控ひかえたヴィンセントの仮面を手にしたまま、試験のことを考える。

（どうしよう。ギルドから連れん絡らくはないし……）

　試験まであと三週間。一から仮面を作るなら、もう猶ゆう予よはない。

（ヴィンセントさん、なら……）

　精せい霊れい付きで膨ぼう大だいな魔ま力りよくを持つ、優秀なヴァンフリート家の一人。あらゆる適性の魔術を使いこなしていたというヴィンセント。彼が己おのれの仮面を着ける姿を思い浮かべながら、イルゼは手の中のそれをうっとりと見つめた。

　だがイルゼは考えを振ふり払はらうように頭を振った。ダメだ、彼とは魔術に一いつ切さい関わらないという条件付きで仮面作りに協力してもらっている。想像するのもおこがましい。

　イルゼはお茶でも飲もう、と椅子から立ち上がり、自室を出て一階の談話室へと向かった。階段を下っていると、談話室に明かりが灯ともっているのが見える。

「ルートヴィク？　メリ・メロ？」

　だがそこにいたのはそのどちらでもなく、見知らぬ一人の青年だった。

　白はつ金きんのような薄い金きん髪ぱつを長く伸ばし、魔術院の臙えん脂じの制服を着ている。その顔には白い仮面が着けられており、彼はイルゼに気づくと軽く頭を下げた。つられてイルゼも会え釈しやくをする。

「すみません、お邪魔しています」

「あ、は、はい」

　丁てい寧ねいに声をかけられ、階段の上からでは失礼だわ、とイルゼが急いで談話室に下りると、そこには作業鞄を広げたルートヴィクの姿もあった。

「あれ、イルゼ。休憩かい」

　ルートヴィクは立ち上がり、隣に立つ青年を手のひらで示した。

「こちらはスーヴニールさん。試験に協力してくれる魔術師なんだ」

　青年は着けていた仮面を外すと、改めてイルゼに微笑みかけた。

「はじめまして、スーヴニール・ヴェル・ラヴァレと申します。彼に呼ばれていたんですが、仕事が長引いてしまいこんな時間に」

　仮面の下から現れたのは、雪のように白い肌はだと、切れ長でたれ目がちな銀色の瞳だった。薄い色素と体の線の細さも相まって、まるで氷の精霊のように見える。彼を形容するなら多くの人が、たとえ男性でも「綺麗だ」と言うだろう。

　だがイルゼが驚いたのは、その美しい容姿だけではなかった。

（ヴェル……伯父様と同じ中間名だわ！）

　ということはスーヴニールも伯父様同様、ヴェルと略される一族から養子に来たのだろう。でも出身が一いつ緒しよとは限らないし……と真しん剣けんな表情で黙だまり込こんだイルゼに、スーヴニールは訝いぶかしげに目を眇すがめた。それに気づいたイルゼは、不ぶ躾しつけだったと慌てて名乗る。

「ええと、イルゼ・アミ・クレメントと申します」

　するとスーヴニールは柔にゆう和わな笑えみを浮かべて、よろしくと告げた。その間、ルートヴィクは仮面の裏面の術式を確認していたが、おもむろに立ち上がり階段へと向かう。

「すみません、ちょっと待っていてもらえますか」

　何か忘れ物でもしたのだろうか、ルートヴィクは二階の自室へと戻ってしまった。残されたイルゼは、場を繫つなごうとスーヴニールに話しかける。

「スーヴニールさんは何適性なんですか？」

「私は青です。イルゼさんは？」

　白適性です、と言うとスーヴニールは少し驚いたようだった。

「たしか今回の試験は、同じ適性という条件でしたよね。大丈夫なんですか？」

「その、まだあまり……で、でも、一応仮面は作っています！」

「良かった、じゃあ白の魔術師が見つかったんですね」

「いいえ、その、なんというか……元・魔術師ではあるんですが……」

　口ごもるイルゼを見て、スーヴニールは「元・魔術師……」と呟つぶやいた後、もしかしてと窺うかがうように問いかける。

「ヴィンセント・サラ・ヴァンフリートですか？」

「知っているんですか!?　ヴィンセントさんのこと」

「ええ。彼と私は魔術学校の同期なんです」

　造形師の養成学校と同様に、王都には魔術師を育成する魔術学校というものがある。

　聞けばヴィンセントは、魔術学校に通う生徒の身分でありながら、魔術院にも出入りが許されるほどの実力の持ち主で、当時からいろいろな魔術の研究に協力していたらしい。

「彼は珍めずらしい白適性、おまけに魔力の強さもけた違ちがいだった。でも、魔術院採用試験の最中に事故を起こしてしまったんですよね」

「スーヴニールさんも、ご存じなんですか？」

「はい。私も同じ試験を受けたので」

　え、とイルゼの目が丸くなる。

「私も彼と同じく、採用試験を受けていましたから。先に試験を終えていたので難なんを逃れましたが……死傷者が出るほどの惨さん事じでした」

「原因はなんだったんですか？」

　それを境にヴィンセントは魔術を使えなくなり、魔術師を辞やめた。もっと詳くわしいことがわかれば、ヴィンセントが力を失った理由も摑めるのではないだろうか。

　しかしイルゼの詰つめ寄よるような言葉に、スーヴニールは静かに首を振った。それを見てイルゼはしょんぼりとうつむく。だがスーヴニールはそんな彼かの女じよを励はげますように提案した。

「よければ、一度私の上司と話をしてみますか？」

「上司、ですか？」

「はい。たしか当時の試験官の一人でした。彼でしたら、詳しい事故の状況を知っているかもしれません」

　その言葉にイルゼは思わずスーヴニールの手を握った。

「い、いいんですか!?」

「は、はい。明日にでも魔術院にいらしてください」

　イルゼは一条の光を見み出いだした気分だった。

　やがてルートヴィクが道具を持って階段から下りてきた。イルゼはスーヴニールに厚くお礼を言うと、浮うき立たつような気持ちで紅茶を淹れる。話し込んでいる二人を眺めながら、イルゼは改めてスーヴニールを見つめた。

（言こと葉ば遣づかいや物もの腰ごしが丁寧だし、初めて会った私にもすごくよくしてくれる……伯父様の若い頃ころってこんな感じだったのかしら）

　手紙でしか知らないが、若き日の伯父様の姿を想像していると、それが自然とスーヴニールの笑え顔がおと重なった。イルゼは照れを隠かくすように紅茶を口に運ぶ。

（でも本当に、伯父様のイメージにぴったりだわ）

　イルゼは今度手紙に書いてみようかしら、と一人顔を綻ほころばせた。







　そして翌日、イルゼははやる気持ちを抑えながら魔術院にやってきた。

　スーヴニールに案内されながら長い廊ろう下かを歩いていくと、ツヴェルフにだけ与えられているという各おの々おのの個室が現れる。そのうちの一室の扉に彼は手をかけた。

「あ、あの、もしかしてスーヴニールさんの上司って、ツヴェルフなんですか!?」

「ええ、そうですよ」

　ひい、と一層緊張するイルゼをよそに、スーヴニールは「すぐ見えると思いますので、少しお待ちくださいね」と微笑みかける。その笑顔に昨日の妄もう想そうを思い出したイルゼは、急に恥ずかしくなりさっと目を逸らした。

「どうかしましたか？」

「いえ、あの、なんでもないです」

　あわあわとごまかすイルゼがおかしかったのか、スーヴニールはくすりと笑った。張り詰めた空気が少しだけ和なごやかになり、彼はそういえば、と小首をかしげる。

「ところで、ヴィンセントは元気にしているのでしょうか？」

「あ、はい。かなり仕事が忙しいみたいですけど」

「たしか今は騎士団にいるんでしたね」

　やはり急に魔術師を辞めたヴィンセントについて、スーヴニールも思うところがあるのだろうか。彼を心配する人が他にもいると知って嬉しくなったイルゼは、スーヴニールに笑いかける。

「ヴィンセントさんとは、お友達だったんですね」

「友達……だったんでしょうか」

「え？」

　スーヴニールは、わずかに表情を曇くもらせた。

「彼はきっと、私のことなんて覚えてもいないと思いますよ」

「で、でも同じ試験を受けているし、それに同期だったんですよね？」

　イルゼにとってのメリ・メロやルートヴィクのように、相談し合う仲だったのでは……と思って聞いたイルゼだったが、スーヴニールはどこか自じ嘲ちよう気ぎ味みに答えた。

「どうでしょう。私にとっては大事な試験でしたが、将来を約束された彼にとっては、単なる通過点でしかなかったでしょうし……」

　そう言って微笑むスーヴニールの声に、イルゼは何故か悲しい印象を抱いだいた。言葉は一いつ旦たんそこで途と切ぎれ、スーヴニールは真しん摯しな眼まな差ざしをイルゼに向ける。綺麗な銀色の瞳にまっすぐ見つめられ、イルゼはなんだか落ち着かない気持ちになった。

「イルゼさん、その……」

「は、はい！」

　思わず身を固くして答える。その時、部屋の扉を軽く叩たたく音がした。二人で揃そろったようにそちらを向くと、扉が開いて壮そう年ねんの男性が現れる。

「やあ、遅くなってすまなかったね」

　男性の体形はふくよかで、ツヴェルフだけに許される黒の制服を着ていた。イルゼを見て優やさしく微笑むと目が糸のように細くなる。スーヴニールはそっと男性を手で示した。

「こちらはナディーン・オウル様。現ツヴェルフの『十二席デイツエン』です」

　その紹しよう介かいにイルゼはすぐさまお辞じ儀ぎをした。憧あこがれのツヴェルフが目の前にいる。しかもこの人は、ヴィンセントの過去を知っているかもしれないのだ。

「は、はじめまして、イルゼ・アミ・クレメントと申します！」

　では私はこれで、とスーヴニールが退室する。何か言いかけていたようだが、ナディーンを前にしたイルゼにそれを気にする余裕はなくなっていた。緊張したまま、ソファに座りナディーンと向き合う。

「それで、私に聞きたいことがあると」

「は、はい。その、ヴィンセントさんの事故についてなんですが」

　彼の名前を出した瞬しゆん間かん、ナディーンの眉まゆがわずかに動いた。

「ヴィンセント……ヴァンフリートのことかね」

「そうです。その方は事故の後、魔術師を辞めたと聞きました。一体、何が事故の原因だったのか教えていただけませんか？」

　イルゼの真剣な視線を、ナディーンは静かに受けとめていた。だがやがてゆっくりと首を振る。

「何が、と言われてもね……あの事故はよくある仮面のミスによるものだよ」

「仮面のミス、ですか？」

「造形師が仮面の術式を間違っていたから起きた。それだけだ」

　その答えにイルゼは眉を寄せた。

（それならどうして、ヴィンセントさんが辞める必要があるの？）

　造形師のミスであれば、ヴィンセントが魔術師を辞める必要はない。

　だが実際のところヴィンセントは魔術が使えなくなり、魔術院を去った。きっと何か他の理由があるはずだ。

「しかし、どうして昔の事故のことなんか聞きにきたのかね。彼は魔術師を辞めて、今は騎士団にいるはずだろう？」

「は、はい……。でもその、どうしてもヴィンセントさんに、魔術師に戻ってもらいたくて……」

「ほう。それはまたどうして」

「その……」

　イルゼはかいつまんでここまでの経けい緯いを説明した。最初は頷うなずきながら聞いていたナディーンだったが、イルゼが父と同じ白適性で、と言った途と端たんに表情を変える。

「イルゼ、君の父親は白適性なのか？」

「はい。それに昔は王都で、造形師として働いていたそうです」

　それを聞いて、さらにナディーンは眉み間けんの皺しわを深くした。

「もしやと思ったが、イルゼ。君の父親はリヒト・アメルロックじゃないかね」

「そ、そうです！　父をご存じなんですか？」

「リヒトとは造形師の学校時代から一緒でね。よく競きそい合あった仲だよ」

　まさか父がツヴェルフと同期だったなんて、とイルゼは驚きを隠せなかった。だがナディーンの表情は先ほどより暗くなっており、イルゼは不安げに彼を見つめる。

「しかしそうなると……ううむ、なんの因いん果がか……」

「ナディーンさん？」

　しばらくぶつぶつ言いながら何かを悩なやんでいたナディーンだったが、やがて深いため息をついた後、まっすぐにイルゼの方を見た。

「悪いことは言わない。ヴィンセントとは今すぐ距きよ離りを置きなさい」

「え……？」

　イルゼは最初、言われた意味が理解できず目を瞬しばたたかせた。だがナディーンは、彼とは関わらない方がいいと念を押すように言葉を繰り返す。

「彼はだめだ。彼だけは」

「ど、どうしてですか？」

　納なつ得とくのいかないイルゼは当然聞き返した。しかしナディーンは苦く渋じゆうの表情を浮かべたまま、イルゼを宥なだめるように語りかける。

「──本来口こう外がい禁きん止しなのだが……。イルゼ、とにかく落ち着いて聞いてほしい」

　ただならぬ空気にイルゼの喉のどがコクリと鳴る。

　ナディーンは重々しい声で話し始めた。

「イルゼ、君は──リヒトが亡なくなった理由を知っているかね」

「お、王都で事故にあったと聞いています。馬車と接触したと……」

　その答えに、やはりかとナディーンは呟いた。

「それは違う。君の父親は、単なる事故で死んだわけではない」

　どくん、とイルゼの心臓が大きく脈打った。

「リヒトは、仮面の暴発事故に巻き込まれたんだ」

「仮面の、事故？」

「彼が作った仮面の術式にミスがあった。そのため魔術は暴走し、大きな爆ばく発はつが起きた。今はもう修復されているが、魔術院の建物は半はん壊かいし、リヒトはその瓦が礫れきの下した敷じきに──」

「……──」

　ナディーンの言葉が、どこか遠くで響いているかのようだ。イルゼは散さん漫まんになる意識を必死に手た繰ぐり寄よせて反論する。

「ま、待ってください。父がそんなミスをするはずがありません！　だって、父の造形術は完かん璧ぺきで、……事故なんて、そんな……」

　そこまで言いかけて、イルゼはようやくナディーンが言わんとしていることの、本当の意味に気がついた。必死に声を出すが、震えて上う手まく喋しやべることが出来ない。

「も……しかして、その時の魔術師が──ヴィ……ンセントさん……、なんです、か？」

　ナディーンの返事はなかった。だがそれが何よりも肯こう定ていを示している。

　イルゼは信じられない、と思いつくまま否認の言葉を並べ立てた。

「でも、ヴィンセントさんは優秀な魔術師だったって……。それに、事故って魔術院の採用試験で起きたんですよね？　そんな大切な試験になんで、一いつ介かいの造形師である父が……」

「イルゼ、君は何か勘違いをしている。リヒトは『ツヴェルフ』だったんだよ」

「……、……え？」

「彼は当時、ツヴェルフの『四アプ席リル』を任されていた。試験に使う仮面を作るには十分すぎる腕うで前まえだ。それに同じ白適性ということもあって、ヴィンセントが魔術院を受験する前から付き合いもあったようだしね」

　イルゼの中にある、穏おだやかな父の笑顔が急速に色を失っていく。

（お父さんは、自分は、ツヴェルフにはなれなかったって……）

　明かされる真実にイルゼの思考が追いついていかない。そんなイルゼの混乱を察したのか、ナディーンは優しい声こわ色いろで続けた。

「これでわかっただろうイルゼ。その男は、君の父親の死に深く関わっている。──悪いことは言わない、今からでも他の魔術師を探した方がいい」




　魔術院を後にしたイルゼは、その足で騎士団へと向かった。

　だが第七隊の部屋には誰の姿もなく、踵きびすを返かえすとすぐにヴィンセントの自宅へと走る。息を切らせながら門もん扉ぴを叩くイルゼの姿に、最初は使用人たちも驚いていたが、その様子が尋じん常じようではないと察したのか、応接室へと通してくれた。

　待っている間も心が休まることは片時もなく、ヴィンセントが部屋に現れるや否いなや、イルゼは駆かけ寄より彼の両りよう腕うでを強く摑んだ。

「今日魔術院に行って、──父の事故の話を聞きました」

　ヴィンセントはいつも通り無反応なまま。

　その様子に、イルゼは何故か泣きそうな気持ちになる。

「父の作った仮面で魔術が暴発して、亡くなったと……その時の魔術師が、あなた、だった、と……」

　最後の方はほとんど声にならなかった。目頭が熱くなり視界が歪ゆがむ。腕を摑む力は弱々しくなり、まるで縋すがりつくかのようだった。

「──噓うそですよね。ヴィンセントさんが父の、父が亡くなった、事故に」

　どうか、噓だと言ってほしい。

　だがイルゼの願いもむなしく、ヴィンセントはその黒くろ紫むらさきの目を、今も必死に助けを求める彼女へと向け、静かに告げた。

「……本当だ」

　イルゼは弾はじかれたように顔を上げ、ヴィンセントを見た。

　飾かざり気けのないひな形の仮面。素顔を隠したそれからは、なんの感情も窺うことは出来ない。ただ彼の発する言葉が、真実を語っているというのだけはわかる。




「俺が、お前の父親を殺した」




　ヴィンセントの目は、今までイルゼが見たこともないほど冷たく沈しずんでいた。







[image: ]




　──その日、王都魔ま術じゆつ院いんの採用試験が行われることになっていた。

「ヴィンセント、調子はどうだい」

「十分です。ありがとうございます」

　リヒトに聞かれ、そう答えたヴィンセントはゆっくりと微笑ほほえんだ。

　その顔の半分を覆おおう白い仮面には、銀糸で刺し繡しゆうが施ほどこされており、目元には黒くろ紫むらさきの石があしらわれている。全体を縁ふち取どる装そう飾しよくも非常に精せい緻ちで、少年ながら美しい顔立ちをしているヴィンセントの、白い肌はだや艶つややかな黒くろ髪かみにとてもよく映はえた。

「それにしてもすごいね、十七歳さいで魔術院入りか」

「まだ決まったわけでは」

「君なら大だい丈じよう夫ぶだろう。僕ぼくとしても鼻が高いよ」

　ヴィンセントはこの春、魔術学校を卒業する白の魔術師。そしてリヒトはツヴェルフの『四アプ席リル』を担になう白の造形師だった。

「本当にありがとうございます。リヒトさんのおかげです」

　ヴィンセントは小さい頃ころから膨ぼう大だいな魔ま力りよくを有していたが、その強すぎる魔力を上う手まく使いこなすことが出来ず、一族の中で落ちこぼれのような存在だった。

　だがある日、魔力測定のために訪おとずれた魔術院で、リヒトと出会ったのだ。

　リヒトは自身の魔力を扱いあぐねているヴィンセントに気づき、自身が作った仮面を貸し与えた。すると、ヴィンセントは驚おどろくほど簡単に魔術を行使することが出来たのである。おそらく適性が合がつ致ちしたんだろう、とリヒトは軽く笑っていたが、ヴィンセントにとってそれはまさに運命の出会いだった。

　だがツヴェルフであるリヒトの仮面は、魔術院に所属する魔術師か、専属にでもならない限り作ってもらえない代しろ物ものだ。当然、学生のヴィンセントにその資格はない。

　しかしヴィンセントはどうしても諦あきらめきれず、何度もリヒトの元に通った。

「昔、『僕の仮面を作ってもらえませんか！』って部屋の前で待まち伏ぶせされていた時はびっくりしたよ。断っても毎日お願いに来るし」

「それは、その、どうしてもリヒトさんの仮面が欲しくて……」

　やがて根負けしたのか、リヒトはヴィンセントの仮面作りを引き受けてくれた。

　彼かれの仮面のおかげでヴィンセントは魔力を扱うコツを摑つかみ、その実力をめきめきと上げていくことが出来た。気づけばヴァンフリートとしての姓せいを与あたえられ、こうして試験を受けられるまでに成長したのだ。

「はは、それは光栄だね。僕も君と組むことが出来てよかったよ。君はきっと優ゆう秀しゆうな魔術師になるとわかっていたし」

「わかっていた？」

　首をかしげるヴィンセントを前に、リヒトは人差し指を立てて笑った。

「君には、すごく立派な精せい霊れいが付いているらしい」

　どういうことだろうと考えていると、リヒトは作さ業ぎよう鞄かばんを持ち、もう一方の手をヴィンセントの頭にのせた。そのまま柔やわらかい黒髪をわしわしと撫なでる。

「じゃあ、僕は会場で応おう援えんしているからね」

「はい。そういえば、今日は王都に残られるんですか？」

「いや、試験が終わり次し第だい発たつよ。出来るだけ早く、娘のところに戻りたいからね」

　その返しにヴィンセントは少しだけ驚いた。

「娘さんがいたんですね」

「うん。あまり人には言っていないけどね。もう五歳になる」

　そう言うとリヒトは、鞄の他に持っていた小さな紙かみ袋ぶくろを掲かかげた。なんですか、とヴィンセントが尋たずねると、こっそり開いて中を見せてくれる。

　そこには小さなクマのぬいぐるみがちょこんと座すわっていた。

「ぬいぐるみ……」

「うん。この前は絵本だったからね。いつも仕事で寂さびしい思いをさせているから、これくらいは」

　照れたように笑うリヒトを見て、ヴィンセントもつられて口元を綻ほころばせた。

　やがて試験の担当者が調整室に現れ、ヴィンセントに使用する仮面を提出するよう告げた。どうやら仮面だけが先に会場に運ばれるようだ。ヴィンセントが仮面を預けると、受験者はそのまま控え室へ移るようにと指示される。

　ヴィンセントが中に入ると、そこにはすでに二人の受験生がいた。

　一人は薄うすい金色のまっすぐな髪かみをした少年、もう一人は黒い髪を結ゆい上げた少女だ。二人とも年はヴィンセントと同じくらいだろう。順番に呼び出され、やがてヴィンセントも廊ろう下かへと歩み出た。

　試験会場まで向かう途と中ちゆう、前を歩いていた案内役の試験官が話しかけてくる。

「君がヴィンセントくんか。噂うわさには聞いているよ」

「噂、ですか？」

「ああ。魔術学校でも随一の天才だと」

　試験会場は魔術院のさらに奥おくに位置していた。

　普ふ段だんから魔術院に出入りしているヴィンセントでも、入ったことのない白しら壁かべの広間。優美な曲線を描えがく梁はりが架かけられた高い天てん井じようからは、水すい晶しようをふんだんに使った豪ごう奢しやなシャンデリアが下がっており、正面には巨きよ大だいなステンドグラスが設しつらえられている。

　ヴィンセントは部屋の中央に歩み出ると、緊きん張ちようをほぐすように息を吐はき、ゆっくりと顔を上げた。視界に飛び込んできたのは、自身を取り囲むように座る数人の試験官の姿。

　すぐに仮面が運ばれ、受け取りながらヴィンセントはそっと壁かべ際ぎわに目を向けた。魔術師や他の造形師に交まじってリヒトの姿が見える。

　ここまで来られたのは彼のおかげだ──そう思いながら視線を戻もどすと、ヴィンセントは白い仮面を顔に当てた。

「それでは試験を開始します。ヴィンセント・サラ・ヴァンフリート」

　はい、と短く返事をし、右手を胸に当ていつものように魔力を込こめる。

　心臓から胸に、肩かたを通り首筋、こめかみ。仮面の両りよう端たんから目め頭がしらの方へと白い光が満たされていくのをイメージする。魔力が十二分に行いき渡わたったところで、魔術──精霊を呼び出す言葉を声にのせる。すると仮面がじわりと熱を孕はらみ、全身が逆立つような、何か途と方ほうもない力が自分の傍そばに降りてくる心ここ地ちよい感覚に包まれた。

（──精霊よ）

　高こう揚よう感かんにも似た、精霊を召しよう喚かんするこの瞬しゆん間かんがヴィンセントは好きだった。精霊に対する感謝の言葉を紡つむぎながら、魔術を繰り出そうとする。

（……？）

　最初は小さな違い和わ感かんだった。

　ふいに魔術が消えていく感覚を覚え、慌あわてて仮面に力を送る。だが自分の呼んだ精霊が、するりと仮面から離はなれていくのを感じた。

（──どうして）

　まるで精霊に置いていかれるような──見捨てられるような感かん覚かくに、ヴィンセントはもう一度強く魔力を流した。だがその瞬間、今度はある一点で塞せき止とめられたかのように急激に膨ぼう張ちようし始める。

（まずい……！）

　味わったことのない恐きよう怖ふに、ヴィンセントは慌てて魔力を自身へ戻そうとする。

　だが風船のように膨ふくれ上あがったそれは一気にヴィンセントを襲おそった。すべて受けとめることが出来ず、溢あふれた力は仮面に集中する。

　刹せつ那な──バァン、という強い爆ばく発はつ音おんとともに会場が震ふるえた。

　と同時にヴィンセントは、衝しよう撃げき波はを受けて壁かべに激げき突とつした。背中を強く打って転がる。

（……一体……何が？）

　ヒュー、と喉から細い息が聞こえる。状じよう況きようが摑めず、何な故ぜか視界は真っ赤に染まっていた。ヴィンセントは思わず眉の辺りに手を当てる。

（──！）

　途と端たんに激痛がヴィンセントを襲った。

　着けていたはずの仮面は外れ、顔がどくどくと爛ただれるように熱くなっている。猛もう烈れつな痛みを堪こらえて身じろぐが、視界が戻ったヴィンセントの目に飛び込んできたのは、悪夢のような光景だった。

　吹ふき飛とばされたのはヴィンセントだけではなく、魔術院の壁や窓、柱といったありとあらゆるものが放射状に砕けていた。頭上のシャンデリアは崩ほう落らくし、美しい破は片へんを床ゆか一面に晒さらしている。

　その中心と思われたのは先ほどまでヴィンセントが立っていた場所。

　周囲に大量の塵じん埃あいと悲鳴が飛とび交かう中、目の前の瓦が礫れきの下に誰だれかの足が見えた。

　そのすぐ傍に、煤すすで汚よごれたクマのぬいぐるみが投げ出されている。




「──あ、あ……うわあああ！」




　それが意味することを悟さとったヴィンセントは、自らの痛みも忘れて絶ぜつ叫きようした。

　ヴィンセントはその時ようやく、己おのれの魔術が暴発したのだと知った。










「──それ以降、俺おれは魔術を使えなくなった」

　向かいのソファに座ったヴィンセントは、静かにそう告げた。

　おそらく事故を起こしてしまった罪悪感がそうさせるのではないか、と医術師は言っていた。事実、ヴィンセントの体にはどこも悪いところはない。けれどどういうわけか、一いつ切さい魔術を使うことが出来ないのだ。

「それからしばらくして、あの事故はリヒトの作った仮面によるものと公表された。だが俺は、どうしてもそうとは思えなかった」

「……」

「何度も俺が原因だと言った。だが魔術院はそれ以上事故を調べようとはしなかった」

　ヴィンセントは苦しそうに回想し、それは騎き士し団だんでうなされていた時の姿と重なる。

「だが、あのリヒトが術式を間ま違ちがうはずがない。だから、……」

　イルゼは膝ひざに置いていた両手を強く握にぎりしめた。うつむいたままのイルゼに、ヴィンセントは掠かすれた声で小さく告げる。

「だから、お前に関わるのは嫌いやだったんだ。……仮面ももう、必要ない」

　そう言うとヴィンセントはソファから立ち上がり、応接室を後にした。イルゼは扉とびらが閉まる音を背中で聞きながら、顔を上げることが出来ずにいた。







　シュタイン寮りように戻ったイルゼは、自室に閉じこもった。ベッドに横たわり、頭から毛布をかぶって丸くなる。

（お父さんが作った仮面で、事故が起きた……）

　仮面に刻まれた術式が間違っていた場合、当然魔術は上手く機能しなくなる。

　その結果は様々で、魔術が不発に終わるだけということもあれば、術者が火傷やけどや凍とう傷しようを負ったりもする。だからといって建物を破は壊かいする規模の爆発になるとは考えにくい。

　であれば──

（ヴィンセントさんの言う通り、魔術に原因があった？）

　しかしナディーンの話を聞く限り、事故の原因はリヒトが作った仮面ということになっている。一体どちらが本当なのだろうか。

（それにどうして、お父さんはツヴェルフじゃないって私に噓うそをついたの？）

　確かに父は、ツヴェルフのことをほとんど口にしなかった。

　だがイルゼがツヴェルフに憧あこがれていたことは知っていたはずだ。なのにどうして何も言ってくれなかったのだろうか。

（お父さんの仮面のせい？　それともヴィンセントさんに原因があるの？　お父さんは本当は王都で何をしていたの？　……私一体、どうしたらいいの……？）

　今まで信じていたものが崩くずれていく感覚に、イルゼはこれまでにない不安を覚えていた。目から涙なみだが零れ、シーツを濡ぬらす。イルゼは枕まくらを抱だき寄せると、声を押し殺すように強く唇くちびるを嚙かんだ。




　その日の夜よる遅おそく、イルゼはウィミィに呼ばれた。

　気が進まないまま談話室に向かうと、そこにはナディーンとスーヴニールの姿がある。

「やあイルゼ。すまないねこんな時間に」

「いえ、大丈夫です」

　無理やり笑うイルゼだったが、赤く腫はれて痛む瞼まぶたを何度か瞬まばたかせる。

　ナディーンは談話室に他に人ひと影かげがないことを確かく認にんすると、小さな声で続けた。

「あんな話をしてしまったから、君がショックを受けているんじゃないかと思ってね。心配で見にきたんだが、……やはり、来てよかった」

「そんな、ことは……。でも、お気き遣づかい、ありがとうございます……」

　弱々しく笑うイルゼを見て、ナディーンは眉まゆ根ねを寄せた。それから深く息を吐くと、イルゼの目を見つめる。

「他の魔術師は見つかりそうかね」

　イルゼが力なく首を振ふると、そうかと呟つぶやく。

「イルゼ、もしよければなんだが、スーヴニールと組んでみないか」

　え、とイルゼは顔を上げた。隣となりに座るスーヴニールに視線を動かすと、彼は控ひかえめに頭を下げる。

「でもたしか、スーヴニールさんはルートヴィクの……それに青適性で……」

　まあ待ちなさい、とナディーンが声を潜ひそめた。

「それはわかっているよ。……実は私は、今回の採用試験の責任者なんだ。だから多少の融ゆう通ずうは利きく」

「おっしゃる意味がよく……」

「適性が違ちがうことについては、私が上手いこと他の試験官に口くち添ぞえする。ツヴェルフであった君の父上の名前を出せば納なつ得とくする者は多いだろう」

　頭の中で警けい鐘しようが鳴り、次第にイルゼの思考が働き始める。

「でもそれ、よくないこと、ですよね」

「確かにあまり褒ほめられたことではない。だがリヒトの忘わすれ形がた見みでもある君が、こんなところでだめになっていくのを見ていられないんだ」

「……」

　黙だまり込こむイルゼの様子をナディーンは心配そうに見ていたが、上着から手帳を取り出すと何やら書き込んで頁ページを破いた。

「明日にでも、この住所にある私の家に来なさい。君がするべきことは何か、しっかり考えるといい」

　そう言うとナディーンとスーヴニールは談話室を後にした。自室に戻ったイルゼは、再びベッドへと倒たおれ込こみ、渡わたされたメモをぼんやりと見つめながら、ナディーンから言われた言葉を頭の中で反はん芻すうする。

（私がするべきこと……）

　魔術院に入るのは、イルゼの昔からの夢だった。

　父から学んだ造形術を一番生かせる場所だったし、造形師になることを応援してくれたビクトール伯お父じ様さまに報むくいることにもなる。それにツヴェルフとアマルテイアは、今も憧あこがれの存在だ。

　だがナディーンのしようとしていることは、あきらかな不ふ正せい行こう為いだ。

　そんな方法で夢を叶かなえたとして、それで自分は納得できるだろうか。

（ううん……きっと、後こう悔かいするわ）

　だがその思いとは裏腹に、イルゼの心に戸と惑まどいも生まれる。

（……でも本当に、断ってしまっていいのかしら）

　父のような素す晴ばらしい造形師になりたい。そのために今日まで頑がん張ばってきた。

　ツクミドのみんなも、クレメント夫ふう婦ふも応援してくれた。何より自分自身が、ここまで続けてきた長い努力を知っている。今回諦めてしまえば、次の採用試験がいつ実施されるかもわからない。またとない貴重な機会を逃のがしてしまうことになる。

　再びイルゼは葛かつ藤とうの中に落ちていく。そんなイルゼの足元で、小さな鳴き声がした。見ればオセロットが、机の上の方を目指して何度も跳とび上がっている。不思議に思ったイルゼが引き出しを開けると、さらにニャアニャアと何かを訴うつたえていた。

（……？　どうしたのかしら）

　オセロットは棚たなを伝い、机き上じように着地する。引き出しに入れていた木箱に顔を寄せ、ニャアと鳴く姿を見て、イルゼは木箱を取り出すと、ゆっくりと蓋ふたを開けた。

（伯父様からの手紙……）

　中には五年間、積み重ねてきた伯父様からの便たよりが入っていた。イルゼはその一番下にある封筒を手に取る。伯父様から貰もらった最初の手紙。

　色いろ褪あせた便びん箋せんに書かれていたのは、とても短い言葉だった。

『手紙をありがとう。これからは、私がリヒトの代わりになろう』

　養父母であるクレメント夫妻は優やさしかった。

　だが造形師になるために必要なお金のことまでは、どうしても言い出せなかった。夢を諦めかけていたあの頃のイルゼにとって、学資の援助と伯父様からのこの言葉は、何よりの救いとなった。

　顔を見たい、直接お礼を言いたいと思うことも多かったが、詳細を探さぐらないという条件を守るため、余計な詮せん索さくをしたり、会いたいと言ったこともなかった。

　手紙の宛先から、王都に住んでいるのだろうと考えたこともあるが、約束を破ってしまうと、もう二度と返事が来なくなるのではないかと怖こわくなり、探し出す気にならなかった。

　それでも、今だけは願わずにいられない。

（伯父様に、会いたい……）

　手にした便箋を置き、次々と他の手紙も開いていく。

　クレメント夫妻には言い出せなかった寂しさを、伯父様にだけ吐と露ろして慰なぐさめられたこともあった。造形師試験に受かったと知らせた時は、返事と一いつ緒しよに籠かご盛もりの花まで贈おくってくれた。

　生きていればくれたであろう父の言葉は、すべて伯父様が代わりにくれた。だからここまで頑張ってこれたのだ。

　けれどもはや、試験を受けることすら叶わない状況にある。

　イルゼの目に再び涙が滲にじむ。零こぼれてくるそれを拭ぬぐいながら、イルゼは手紙を濡らさないよう、丁てい寧ねいに木箱に収めてそっと蓋をした。その様子をじっと見上げてくるオセロットに、イルゼはようやく微笑みかける。

「ありがとう。……私、決めたわ」

　やがて、しっかりと瞼を開くとナディーンから受け取ったメモを見つめた。







　翌日。七の刻を過ぎた頃に、イルゼはナディーンの邸てい宅たくへと向かった。

　ファルの家と遜そん色しよくないほどの広さで、門番に声をかけるとすぐに玄げん関かんへと案内してくれる。廊下の赤い絨じゆう毯たんを踏ふみしめ、使用人に導みちびかれた部屋に入ると、そこにはナディーンとスーヴニールの姿があった。

「やあイルゼ、よく来てくれたね」

　ナディーンは執しつ務む机づくえの向こうから立ち上がり、イルゼの方へと歩み寄った。

「ナディーン様、昨日はすみませんでした。ちゃんとしたお返事もせず……」

「いやいや、急に決められることではないだろうからね。それで、決心はついたかね」

　イルゼは少しだけ押おし黙だまり、まっすぐにナディーンの方を見た。

「──やっぱり、お話は受けられません」

「どうしてだ？　試験までもう日がない。君にとって悪い話ではないはずだ」

「ごめんなさい。でも私は、自分に噓をつきたくないんです」

「次の採用試験がいつになるかもわからない。あったとしても、その時また白の魔術師が見つからなかったらどうするつもりだ！」

「それでも。……たとえ魔術院に入れなくても。私は自分の歩く道を、堂々と胸を張って進みたいんです」

　毅き然ぜんとしたイルゼを見て、ナディーンは深いため息をついた。

「……真ま面じ目めなところまで、君は父親に似たらしい。まあいい。気が変わったらまた来なさい」

　ナディーンはそう言うと、スーヴニールにイルゼを送っていくよう指示した。スーヴニールがイルゼに向かって頭を下げ、行きましょうかと促うながす。

　外に出ると、すでに空にはたくさんの星が浮うかんでいた。ゆっくりと足を進めるスーヴニールの後ろで、イルゼはうつむきながら黙もく々もくと歩く。

（大丈夫、私は間違ってない）

　一晩考えて、自分で出した結論だ。絶対後悔はしない。

　だが気になるのは、父や伯父様、これまで応援してくれた人たち……。

（みんな、ごめんなさい……）

　自分を応援してくれたすべての人を裏切ってしまうような気持ちになり、イルゼは唇を嚙んだ。様子のおかしいイルゼに気づいたのか、スーヴニールが振ふり返かえり、少しかがんでイルゼの顔を覗のぞき込こむ。

「……大丈夫ですか？」

「……！　すみません、なんでもないです」

　心配げなスーヴニールに声をかけられ、イルゼは慌てて顔を上げて笑ってみせた。何か話題を変えようと話しかける。

「スーヴニールさんもわざわざ来てくれて、ありがとうございました」

「いえ、私の家はすぐ近くですので」

　そう言うと、スーヴニールは通りの向こうにある赤い煉れん瓦がの建物を指さした。

「あれですか？」

「はい。よければいつでも遊びにいらしてください」

　優しく笑うスーヴニールを見て、イルゼの沈しずんでいた心は少しだけ軽くなった。

「元気になりました？」

「はい。ありがとうございます」

「それはよかった。ずっと心配していたので」

　え、と聞き返すイルゼにスーヴニールは続ける。

「ナディーン様の気持ちはわかりますが、私も……あまり不正には、賛成出来ませんでした。そんなことをしても、きっと後悔するだけです」

　自分の思いを言い当てられたイルゼは、驚きつつもスーヴニールにそっと打ち明ける。

「私も断って正解だったと思っています。……ただ、応援してくれた人たちのことを思うと、本当にこれでよかったのか、ちょっとだけ不安になってしまって……」

「ちゃんと悩なやんで、正しい答えを選ぶことが出来た。貴女あなたは立派だと思いますよ」

　スーヴニールと話していると、まるでビクトール伯父様に打ち明けているような気持ちになる。優しくて穏おだやかで、聞いていて心地のよい声だ。

「それに、私が余計なことをしなければこんなことには……」

「余計なこと？」

「……私が貴女に、事故の話を聞けばいいなんて言ったばかりに、……貴女にとって辛つらい真実が明らかになってしまった」

　真実、という言葉にイルゼの胸はどくりと痛んだ。だがすぐに首を振る。

「そんなことないです。確かに……すごくショックでしたけど、私はお話が聞けてよかったと思います」

「それがどんなに残ざん酷こくなことでも、ですか？」

　一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。しかしイルゼは「はい」とはっきりとした声で答えた。

　それを聞いたスーヴニールは、慈いつくしむように目を眇すがめる。

「貴女は……強い人ですね」

　星の光に照らされてスーヴニールの白はつ金きんの髪が柔らかく輝かがやく。

　色素の薄い髪といえばファルも相当目立っていたが、彼の美び貌ぼうはそれとはまた違うものだ。例えるならファルが太陽で、彼は月とでも言うべきか。

　その姿にイルゼが目を奪うばわれていると、スーヴニールはそっと睫まつ毛げを伏ふせた。

「──だから私は、いっそう不安になるんです」

　そう言うとスーヴニールは一歩足を踏ふみ出だし、腕うでを伸のばしてイルゼを抱き寄せる。

（──!?）

　気づけばイルゼは、スーヴニールの腕の中に収まっていた。

　細い見た目に反し、イルゼを抱きしめる力は強く、どんなに綺き麗れいでもやはり男性なのだと意識させられる。突とつ然ぜんのことに声が出せないイルゼをよそに、スーヴニールは少しずつ言葉を紡つむいだ。

「昨さく夜やも、泣き腫らした顔で私たちと話す貴女を見て、なんて強い人なんだと思っていました。でも本当は一人で悩んで、苦しんで、……必死に倒たおれまいとしていただけ、じゃないんですか？　今だって……」

「そんな、……私……」

「いつか心が折れてしまわないか、心配なんです……もうこれ以上、貴女に悲しい思いをさせたくない」

　スーヴニールの言葉の一つ一つが、傷ついたイルゼの心に染しみ入いるようだった。

　確かにあの日、父の話を聞いて、イルゼは自分がどうすればいいか全くわからなくなっていた。それでも進まなければと、必死に頑張っていたイルゼの虚きよ勢せいを、スーヴニールは見み抜ぬいていたのだ。

（でも、こんな……）

　言葉に迷っているのを察したのか、スーヴニールはゆっくりとイルゼの体を離した。

　イルゼがそっと見上げると、スーヴニールの綺麗な白い頰ほおが真っ赤に染まっている。それにつられて、イルゼも自分の顔が熱くなるのを感じた。

「……すみません、つい。本気だということを伝えたくて」

「スーヴニールさん……」

「イルゼさん、……よかったら、私の専属造形師になってもらえないでしょうか」

　スーヴニールの申し出に、イルゼは目を丸くした。

「適性が違うことは承知しています。ただ、……一番近くで、貴女を守りたい」

　試験が絶望的になった今、すごすごとツクミドに戻るよりは、スーヴニールの専属という職を得た方がずっといいだろう。

（でも専属になったら、他の人の仮面は作れなくなる……）

　そう思った瞬間、ヴィンセントの顔が浮かんだ。

　彼とはあれ以来会っておらず、仮面についても必要ないと言われたままだ。イルゼ自身もどうすればいいか、いまだに答えを出せずにいる。

　黙り込むイルゼを前に、スーヴニールはすいとイルゼの右手を掬すくい上あげた。されるがままのイルゼだったが、その指先にスーヴニールが口づけた瞬間、考えていたことは一気に吹き飛んでしまう。

（──!?）

　だが当のスーヴニールはそんなイルゼを見て、無む邪じや気きに口角を上げた。目じりの下がった穏やかな目をイルゼに向けて続ける。

「……貴女が、好きです。なんでしたら、プロポーズと受け取ってもらっても構いません。もちろん貴女の気持ちが、私に向いてくれるまで待ちます。……貴女の今の相手がヴィンセントなら、──今度は私が、彼の代わりになります。それではダメですか？」

　あまりのことに、イルゼの思考は完全に止まってしまった。

　確かにそうした意味合いで、専せん属ぞく契けい約やくを結ぶ造形師や魔術師がいると聞いたことはある。だが実際に自分が、その相手に選ばれるなんて思ってもみなかった。

「ご、ごめんなさい、少し、考えさせてください……」

　なんとか答えを返すイルゼに、スーヴニールはそれでいいと微笑んだ。

「いつかは返事をください。……待っていますから」







　スーヴニールと別れた後、イルゼは突然の告白に対する動どう揺ようを隠かくせないまま、寮の自室へと戻ってきた。疲つかれ切きった体で作業机に向かうと、すとんと椅い子すに座すわり込こむ。

　そのまましばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、すぐに先ほどの光景が頭に甦よみがえってきた。

『……貴女が、好きです』

　顔から火が出るようだった。

　魔術院には入れなかったけれど、そこに所属する魔術師の専属になれる。それだけでイルゼにとっては十分すぎる話だ。──でも、彼を選ぶということは、その先にある自分の未来も決めてしまうことになる。

（私は……）

　イルゼは机上に置いていた作業鞄を開いた。造形道具一式や装飾材料が収まるその中央に、赤いサテンのクッション地に包まれた一枚の仮面がある。

　黒を基調とし、艶つや消けしの銀糸や黒糸で刺繡を施した、派手ではないが手の込んだ造り。貴き石せきを収める箇所だけがぽかりと空き、完成を待つばかりの仮面。本来であれば仕上げをし、ヴィンセントに渡していたはずのものだ。

　イルゼは大切そうにそれを持ち上げる。

　机上の明かりを反射して、柔らかい光が仮面の縁ふちをうっすらとなぞった。

（ずっと思おもい描えがいていた……）

　仮面を作りながら、ヴィンセントがこれを着ける姿を想像していた。

　どうしたら彼の顔が綺麗に見えるか、あの美しい瞳ひとみが引き立つのか。もちろんその中には、彼が天才とまで言われた膨大な魔力を使って、魔術を展開する姿もあった。

　それはイルゼが、仮面の向こうに見た夢だった。

（この仮面だって、何度も何度も断られて、やっと作らせてもらえた……）

　最初は試験のため。いつしか彼の精霊を助けたいという思いも加わり、イルゼの再三の懇こん願がんでようやく叶った。

　でも本当なら、彼は断り続けることだって出来たはずだ。イルゼと接する時間が増えれば増えるだけ、リヒトの死について明らかになる危険性が高いのだから。

（だからあんなに避さけられていたのに……それを知らずに、私はずっと……）

　どうして、すぐに本当のことを言ってくれなかったのだろう。

　出会った時でも、手紙で試験への協力を依い頼らいした時でもよかった。すぐに事故のことを言ってくれれば、こんな思いはしなかったのに。

　そこまで考えたところで、イルゼははっと息を吞んだ。もしかして──




（……私が悲しむと思ったから……？）




　イルゼが事故のことを知れば、他の人からも話を聞こうとするだろう。

　だがその時得るのは、「あの事故は、リヒトの作った仮面が原因」という証言のはずだ。

　父親を尊敬していたイルゼが、醜しゆう聞ぶんに耐たえられるはずはなく、現にナディーンの話を聞いたイルゼは一度ぼろぼろに壊こわれかけた。おそらくクレメント夫婦も、それを危き惧ぐして馬車での事故だと噓をついたのだろう。

　もちろん、自分の責任であるという負い目もあったはずだ。だがそれ以上に──イルゼの心を守りたくて、ヴィンセントは真実を口に出来なかったのではないだろうか。

（関わるのは嫌だったと言っていた。それなのに、何度も助けてくれた……）

　リヒトを殺したという罪悪感と、納得できない理由で処理されたままの事故。何も知らずに自分を追いかけてくるイルゼの存在に、彼はきっと苦しんでいたはずだ。

　それでも彼は、困っているイルゼを見捨てられなかった。

　結果として、自分が一番責められることになるとわかっていても。

（やっぱり私、行かなくちゃ……！）

　イルゼはすぐさま仮面を鞄に戻し、丁寧に蓋を閉めた。そしてその鞄を抱きかかえると、飛び出すように自室を後にした。







　その夜、ヴィンセントは騎士団で溜たまった書類の整理をしていた。他の団員はすでに帰宅し、第七隊の部屋に残っているのはヴィンセントだけだ。

　書類に目を通しながら署名をする。最近は魔術院から要よう請せいがあり、そちらにも人員を割さいているため、何かとこうした決けつ裁さい書しよ類るいが多い。ヴィンセントが黙々と机に向かっていると、軽快なノックの音とともにコルセスが顔を覗のぞかせた。

「お疲つかれ」

　ヴィンセントは顔を上げるそぶりも見せず、ただ羽根ペンを走らせている。コルセスは慣れた様子でソファに向かい、どさりと座った。

「そういえば、最近彼かの女じよが出来たんだって？」

　コルセスの言葉に、ヴィンセントは手を止めずに聞き返す。

「誰の話だ」

「君に決まってるだろ」

　書類に一瞬途と切ぎれた筆ひつ跡せきを残したかと思うと、ヴィンセントは何事もなかったようにインク瓶びんにペン先を浸して、再び書き始める。コルセスはよっと上体を起こすと両手を組み、両りよう肘ひじを膝にのせて窺うかがうようにヴィンセントを見た。

「相手はイルゼ嬢じようだろ？」

「……」

「──もしかして、魔術が使えるようになったのか」

　コルセスの言葉に、ヴィンセントはぴたりと手を止めた。仮面越ごしにコルセスを睨にらみつける。

「何な故ぜそうなる」

「だって、あの子が作るのはそういう仮面だ。僕はようやく、君が魔術師に戻る決心をしたのかと思ってね」

「俺の仕事は騎士団ここだ。戻る気はない」

　インクの乾かわきを確認して書類の山へとのせる。そんなヴィンセントを見ながら、コルセスは昔を思い出すように呟いた。

「……あの事故の後、君が『騎士になりたい』と言ってきた時は、どうしたものかと思っていたけどね。心配しなくても、君は一人前以上になった」

「……」

「でも僕はずっと、君はやっぱり魔術を使いたいんじゃないか、って思っているんだ」

　コルセスのその言葉を、ヴィンセントは肯こう定ていも否定も出来なかった。




　十一の刻を過ぎた深夜、ようやくヴィンセントは自宅へ戻った。

「おかえりなさいませ」

　ホールに入り、外がい套とうと上着を使用人に預けていると、執しつ事じが少し悩んだように切り出す。

「申し訳ございません旦だん那な様さま。その、お客様がお待ちになられておりまして……」

　客？　とヴィンセントは眉まゆを寄せた。

「こんな時間まで帰さなかったのか」

「我々も何度もお引き取りを願ったのですが、その、……どうしても旦那様にお会いしたいと」

　執事がちらりと応接室の扉を見る。ヴィンセントは深いため息をつき、素す早ばやく扉の前に立った。最近は騎士団の仕事が忙いそがしく疲ひ労ろうも溜まっている。コルセスからイルゼに関する話をされたこともあり、苛いら立だちを隠すことは出来なかった。

「申し訳ないが、帰っ──」

　だが扉を開けたヴィンセントの言葉はそこで止まった。

　部屋に入った彼を待ち受けていたのは、当のイルゼ本人だったからだ。







　ヴィンセントとイルゼはソファに向かい合って座っていた。

「どうしてここに来た」

　ヴィンセントの問いかけに、イルゼは思い切ったように顔を上げ、口を開く。

「あれからずっと、考えていました。父が作った仮面が原因で、事故が起きたのだとすれば、……それは取り返しがつかない、大変なことをしてしまったのだと、思います」

　でも、とイルゼは頭を整理しながら必死に言葉を探す。

「やっぱり……私には、父がそんな仮面を作ったとは信じられないんです。でもだからといって……ヴィンセントさんが原因だとも、思えなくて」

　不ふ名めい誉よな事故の原因とされた父。自分が殺したのだと後悔するヴィンセント。

　だが自分の目で真相を確かめないまま、どちらが悪いのかとくよくよするのはおかしいという結論に、イルゼは苦く悩のうの果てにたどり着ついたのだ。

「知りたいんです。事故がどうして起きたのか、本当のことを。……だからお願いします、私に協力してもらえませんか」

　ずっと抱かかえ込こんでいた気持ちを一息に伝え、イルゼはヴィンセントの返事を待った。

　だがヴィンセントは静かに首を振る。

「──だめだ」

「どうしてですか!?」

「……言ったはずだ。俺が原因だと」

　ヴィンセントは苦しそうに仮面の奥の目を細め、苛いら立だたしげに続ける。

「あの事故の時、精霊の召喚に違和感があった。それを俺が、無理やり呼び戻そうとしたんだ」

　徐じよ々じよにヴィンセントの言葉は強くなる。

　まるで長い間、溜ため込こんでいた思いを吐はき出だすかのように。

「リヒトが間違った術式を作るわけがない。そんなこと、俺が一番よくわかっている。彼の仮面は、絶対に完かん璧ぺきだった！　なら原因は俺しかないだろう!?　俺が、精霊に見放されたから……！」

「そんな……」

「実際に俺は、あの日から魔術が使えない！　それが何よりの証しよう拠こだ！」

　これまで寡か黙もくだったヴィンセントは、思おもいの丈たけを一気に吐き出すと、心底辛つらそうに仮面ごと両手で額を覆った。

　イルゼはその姿に「そんなことはない」と伝えたかった。だが今はヴィンセントの強い後悔の思いの前に、ただ首を振ることしか出来ない。

「──もう忘れたい。あの事故のことも、魔術のことも」

　それきり押し黙ってしまったヴィンセントの姿に、イルゼはようやく決意を固める。

　そのために今日、ここに来たのだから──。

「……突然こんなことを言い出して、ごめんなさい」

　彼はずっと一人で苦しんできた。自分のせいで事故は起きた。自分が精霊に見放されたから、だから魔術が使えなくなった。

　彼に付いた疵きずは顔だけではない──本当はその心にこそ、深い傷を負っていたのだ。

　だからこそ、イルゼは言わなければならない。

　絶対に、口にしてはいけないと言われていた──この秘密を。

「でも、やっぱり、あなたのせいではないです」

「……」

「あの事故のせいで、一時的に使えなくなっているだけで、ヴィンセントさんは必ずまた魔術を使えるようになります」

　イルゼの言葉に、ヴィンセントは顔を伏せたまま、掠れた声で答える。

「……お前に何がわかる。一体、何を根こん拠きよにそう言える」

　イルゼはこくりと息を吞んだ。どくんと心臓が強く拍はく打うつ。

　ヴィンセントは、自身の持つ思いをイルゼに打ち明けてくれた。彼の心を変えるためには、イルゼもまた彼に真実を明かすべきだ。

　イルゼはまっすぐにヴィンセントを見る。

　大丈夫だ。きっと、この人なら。




「──精霊が、いるんです。あなたの傍に」




　イルゼの短い言葉に、ヴィンセントは少しだけ顔を上げた。

「ずっと秘密にしていてごめんなさい。私は精霊を見ることが出来ます」

「……精霊を？」

「はい。自然界にいる子もいますし、強い魔力を持つ魔術師には、精霊が付いて歩いたりするのを見たことがあります。姿は猫ねこだったりきつねだったり、いろいろなんですけど」

　言いながら、ヴィンセントの肩にいる白い光に目を向けた。イルゼの言葉を理解しているのかはわからないが、どうやらその子も一緒に聞いてくれているようだ。

「初めて会った日から、ヴィンセントさんの傍には精霊がいました。だから絶対、あなたは精霊に見放されてなんていません。……きっとこの子は、ヴィンセントさんが魔術を使えるようになるのを、ずっと待っているんだと思います」

「……」

　ヴィンセントは先ほどからずっと黙だまったままだ。イルゼは口を閉じ、祈いのるような気持ちで言葉を待った。だが沈黙は続く。

　やはりそう簡単には信じてもらえないか──とイルゼが寂しげに目を伏せた時。

「──精霊が見える、そのことを誰かに話したことは？」

　ヴィンセントが口を開いた。

「え、ええと、ないです。父から誰にも言ってはならないと、きつく言われていたので……」

　その返事を聞いて、ヴィンセントは何かを考えるかのように口元に手を添そえた。イルゼはしばらく続きを待っていたが、恐おそる恐おそる声をかける。

「というか、あの、信じてくれるんですか、精霊のこと……」

　不安げなイルゼを見て、ヴィンセントはそのまま視線を床に落とすと小さく呟いた。

「……昔、言われたことがある。俺には精霊が付いていると」

　その言葉にイルゼは逆に驚いた。

「──どうして、俺にそれを言う気になった」

　仮面越しの黒い瞳が、イルゼの目を正面から捉とらえる。

　イルゼはそれに応えるように、強く見つめ返した。

「……私、ヴィンセントさんに、もう一度魔術を使ってもらいたいんです」

　仮面を作りながら、何度も思い描いた夢。

　父と組んでいたという魔術師が、今度は自分の仮面を着けて魔術を使う、その姿を。

　そして彼の優しさをずっと傍で見ていた、あの精霊が姿を取り戻す瞬間を。

「事故の真相がわかれば、ヴィンセントさんはきっと魔術が使えるようになります。……だからお願いです。私の仮面を着けてもらえませんか？」

　伝えたいことはすべて言った。これで断られたら、もう諦めるしかない。

　イルゼは目を瞑つぶり、彼の答えを待った。どのくらいの時間が流れただろうか、静まり返る室内に、ヴィンセントの低い声が落ちる。

「……わかった」

　弾はじかれたように顔を上げたイルゼの目に、テーブルに視線を落としたままのヴィンセントの姿が入った。イルゼの眼まな差ざしを受けて、ヴィンセントもゆっくりと顔を上げる。

　部屋にかけられていた時刻器の針が、カタンと進む音がした。
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　翌日いつもの医務室で、イルゼとヴィンセントはひっそりと落ち合った。

「とりあえず、一から整理してみましょう。事故が起きたのは十二年前の採用試験。これに合格すると魔ま術じゆつ院いんに所属出来る、で間ま違ちがいないですか」

「ああ」

「場所は魔術院の中でもツヴェルフが管かん轄かつしている区画。入れたのは受験生と試験関係者だけで一いつ般ぱんに公開はされていなかった。ということは、外から来た誰だれかというのは考えにくそうですね……」

「当日は警備態勢も強化されていた。外部の線は考えにくい」

　話しながらイルゼは、テーブルの上の紙に事故の経けい緯いをまとめていく。

「ヴィンセントさんが精せい霊れいを召しよう喚かんした時、何か違い和わ感かんを覚えたと」

「そうだ」

　ふむ、とイルゼは眉まゆを寄せる。ヴィンセントは普ふ段だん通どおり魔ま力りよくを流そうとしたが、上う手まくいかなかった。であれば術式ミスの可能性が高い。

「その仮面を着けるのは試験の時が初めてだったんですか？」

「いや、何度か調整をした」

　調整の時点で問題がなかったとすれば、リヒトの過か失しつとは考えにくい。つまり最終調整から試験までの間に、仮面に第三者の手が加えられたのではないだろうか。

「その調整から試験まで、仮面はずっとヴィンセントさんが持っていたんですか？」

「不正を防ぐため、一度試験官預かりになったはずだ」

　ならばその間に仮面に細工することは出来る、とイルゼは考えた。

（でもツヴェルフの仮面を書かき換かえるなんてそう簡単じゃないはず……）

　術式を書き換えられるのは、仮面を作った造形師より強い術力を持つ者だけ。

　リヒトが『四席アプリル』だったというのであれば、それ以上の実力を持つ『二席フエーブル』ということになるが、わざわざ容疑者が一人に絞られるような方法をとるとは思えないし、当然調査もされたことだろう。

　仮面も簡単に入れる場所には保管されていないだろうし、当時誰がどんな動きをしていたかなど、今になって調べるのは難しい。もう少し手がかりが欲ほしい、とイルゼは眉を寄せて唸うなった。

「うーん……そもそも、どうしてこんなことをしたんでしょう」

　次に考えるのは動機だ。これはやはり、ヴィンセントを狙ねらったものだろう。

　彼かれは将来を期待された魔術師で、この試験の合格もほぼ約束されたようなものだった。それを快こころよく思わない誰かが妨ぼう害がいのため、または本人に恥はじをかかせるために細工をしたという流れが一番わかりやすい。

「ヴィンセントさん、誰かから恨うらまれ……いえ、こう、なんとなく避さけられていたとか、睨にらまれたことがあるとか」

「多すぎて覚えていない」

「……なるほど」

　イルゼは気を遣つかって聞いたつもりだったが、ヴィンセントにはあまり必要なかったようだ。しかし数が多いとなるとこれも特定は難しい。紙に書き込んでいくイルゼの姿を見ながら、ヴィンセントも口を開く。

「誰かが細工をしたというのは俺おれも考えた。だが証しよう拠こがない」

「証拠ですか？」

「ああ。事故の後、壊れた仮面を捜したが、現場には見当たらなかった。瓦が礫れきと一いつ緒しよに廃はい棄きされたか、検けん証しようで誰かが持ち去ったか」

　再びうーんとイルゼは腕うでを組んだ。

（やっぱり、事件の時に使っていた仮面がないと、詳くわしいことがわからないわ……）

　だが仮面のゆくえは不明、とっくに処分されている懸け念ねんもある。そうなれば原因の解明はほぼ不可能だ。

「他に誰か当時を知っている人……」

　そこでイルゼはスーヴニールとナディーンを思おもい浮うかべた。もっと詳しく事情を聞けば、何か思い出してくれるかもしれない。

「私、別の人にも話を聞きに行ってみます」

「心当たりがあるのか」

「はい。ただ、ちょっと聞きづらくはあるんですけど……」

　ナディーンの提案を断ったばかりだし、スーヴニールに至っては告白の答えを待ってもらっているところだ。しかし事件のことを調べるためには仕方がない。

　イルゼのそんな葛かつ藤とうを知らないヴィンセントは首をかしげた。

「聞きづらい？」

「ええと、その方から、専属にならないかという誘さそいを受けていまして……」

　途と端たんにヴィンセントは口を閉じた。そのまま少し考えて、低く呟つぶやく。

「誰だ、男か」

「え、ええと、スーヴニールさんっていう……」

　黙だまり込こむヴィンセントを見て、イルゼは何か誤解させてしまったと慌あわてて手を振ふる。

「や、その、専属になるって決めたわけじゃないです。むしろ私はヴィンセントさんの仮面に夢中というか、早く完成させたいというか、その、ええと」

　専属になってしまうとヴィンセントの仮面が作れなくなる。おそらく彼はそれを危き惧ぐしたのだろう。さすがに約束を違たがえる気はないとイルゼは必死に訴うつたえた。

「大だい丈じよう夫ぶです！　ヴィンセントさんの仮面を作り終えるまで、専属にはなりません！」

　イルゼの気持ちが伝わったのか、ヴィンセントは少しだけ息を吐はくと威い圧あつを解いた。それを受けてイルゼも胸を撫なで下ろす。

「あ、そうだ。ヴィンセントさん、ちょっといいですか？」

　ふと思いつき、イルゼはヴィンセントが今着けているひな形を借りた。それからいつもの作さ業ぎよう鞄かばんを開き、中から透とう明めいな液体が入ったインク瓶びんと白い風切り羽のついたペンを取り出す。

　ペン先にインクを浸ひたし、裏返したひな形に当てると、先ほどまで透明だったインクがうっすらと白く輝かがやいた。そのままイルゼはものすごい速度で文字を書いていく。集中しているのか瞬まばたき一つしない。

　綴つづられた術式は仮面に滲しみ入いるように次々と消えていき、イルゼはものの数分で基き礎そ的てきなものを書き終えると、ふうと額の汗あせを拭ぬぐった。

「ありがとうございます、一通り基本の術式を刻んでおきました」

　イルゼの言葉を聞きながら、ヴィンセントは戻もどってきたひな形を眺ながめる。

「随ずい分ぶん速いな」

「それだけが取とり柄えなので……」

　えへへ、と笑ってみせるが、実際は術式を記き憶おくしているイルゼならではの荒あら業わざに近い。術式の刻まれた仮面を受け取ると、ヴィンセントは昔を思い出すように呟いた。

「リヒトも速かった。他の誰よりも」

「お父さんも……」

　イルゼは手にしたペンを握にぎりしめた。少しためらいがちに口を開く。

「あの、父は本当に……『ツヴェルフ』だったんですか？」

「ああ」

　短いがはっきりとしたヴィンセントの答えに、イルゼは静かに目を伏ふせた。

　やはり父がツヴェルフだったことは間違いなかった。であるならば、何な故ぜ娘むすめである自分に教えてくれなかったのか。私だけが何も知らないまま──。

「……お前の父親は素す晴ばらしい造形師だった」

　突とつ如じよ続いたヴィンセントの言葉に、イルゼは瞬またたきながら顔を上げた。

「術力も技術も、俺が知る造形師の中で誰よりも優すぐれていた。そして優やさしかった。自分の娘には特に」

「私、に？」

「ああ。お前に渡わたすのだと、嬉うれしそうにプレゼントを選んでいた。仕事が終わればどんな時間でも出来るだけ早く王都を発たった。きっと、お前のことを何よりも大切に思っていたのだろう」

　絵本、クマのぬいぐるみ──帰宅した父は、いつもイルゼにプレゼントを買ってきてくれた。家を空けることは多かったけど、出掛けていた父が朝には「おはよう」と起こしにきてくれたこともある。

　イルゼは目じりに皺しわの寄った、穏おだやかな父の笑え顔がおを思い出した。

（お父さん……）

　そうだ。私は確かに父に愛されていた。

　共に過ごした時間の中で、それだけは間違いないと断言出来る。

（お父さんが理由もなく噓うそをつくはずがない。……私は、お父さんを信じる）

　どうした？　と言いたげに首をかしげるヴィンセントに、イルゼは嬉しそうに微笑ほほえみかけた。

「ヴィンセントさん、ありがとうございます！」

　父は紛まぎれもなく、ツヴェルフの造形師だった。であれば、事故についても必ず何か他の原因があるはずだ。自分の探すべき道が、改めてはっきりと開かれたのを感じて、イルゼは強く両手を握りしめた。

「じゃあ話を聞いてきたら、また報告に来ますね！」








　親愛なるビクトール伯お父じ様さまへ

　お元気ですか？　私の方こそお返事が遅くなってしまってすみません。

　ご心配をおかけした魔術師の方ですが、以前手紙に書いた父の知り合いの

　ヴィンセントさんが協力してくれることになりました。

　ですがちょっといろいろありまして、試験とは別のことで動いています。




　実は、最近父に関する話を聞き、それについて悩なやんでいました。

　父は馬車によるものではなく、本当は魔術による事故で亡なくなったそうです。

　おまけにその事故は、父が作った仮面が原因とされています。




　でも私は、父がそんなミスをするとは思えません。

　そして父の仮面を使った魔術師の方も、同じ事故で苦しんでいました。

　私は、本当のことを知るために、この件について調べようと思っています。




　父の死について初めて聞かされた事実に、

　私は、自分がどうすべきなのかわからなくなっていました。

　そんな時、伯父様からこれまでに頂いた数々の手紙を読み返して、

　たくさんの元気をもらいました。




　伯父様がいなければ、きっと私はここまで来られていません。

　せっかく伯父様が導いてくれた未来なのに、誰かから後ろ指をさされるやり方や、

　後こう悔かいする道なんて絶対に選びたくはありません。




　伯父様にふさわしい私でありたいから。




　そういえば、最近スーヴニール・ヴェル・ラヴァレという魔術師の方と

　知り合いましたが、中間名が伯父様と同じで驚きました！

　こんな偶然があるんですね。




　また、お手紙書きますね。

　伯父様もお体にはお気をつけて。









　夕刻になってから、イルゼはスーヴニールの自宅に向かった。

「来てくれて嬉しいです、イルゼさん」

「こちらこそ、急にすみません」

　突とつ然ぜんの訪問にもかかわらず、スーヴニールは笑顔で出で迎むかえてくれた。イルゼは案内されるままソファに座すわり、スーヴニールも向かいに腰こしかける。

　書斎には大きな本ほん棚だなが壁かべに沿そうように置かれており、同じ装そう丁ていの背表紙が整然と並んでいた。そんな中執しつ務む机づくえに近い一箇所だけがぽっかりと空あいており、そこに綺き麗れいな白い仮面が飾かざられている。

（……？）

　イルゼは見るともなしに見ていたが、どことなく既き視し感かんがあった。しかしそれが何に対してのものなのか、いまいちピンとこない。今は本来の目的を果たそう、とイルゼはスーヴニールに尋たずねた。

「実は十二年前の件で、改めて何か覚えていらっしゃらないかと」

「事故のこと、ですか？」

　そう言うとスーヴニールはわずかに頭を傾かたむけた。

「そうですね……前も言いましたが、私は彼より前に試験を終えていました。あの事故を知ったのも別室にいた時で、現場を見たわけではないんです」

「ほんの些さ細さいなことでもいいんです。何か気になったことはありませんでしたか？　怪あやしい人がいたとか、会場の雰ふん囲い気きが違ったとか……」

　だがスーヴニールの表情は変わらなかった。諦あきらめきれないイルゼは、他に何か思い出せる情報はないかと問いかける。

「事故の後会場を見に行ったりとかは……」

「騒さわぎの直後、他の方と一緒に駆けつけました。ですがすぐに魔術院の方が来て、控え室に戻されましたね」

「会場はどんな様子でしたか？」

「壁が崩くずれて、人が倒たおれていました。……これ以上は、ちょっと」

「あ、すみません……」

「いえ。私よりもイルゼさんの方が、あまり聞きたくないのではと」

　そう言うとスーヴニールは困ったように笑った。確かにイルゼにとっては辛つらい話だ。だが真実を知るためには、少しでも当時の情報が欲しかった。

「あとは……あ！　誰かヴィンセントさんを恨んでいた人とかいませんでしたか？」

「恨んでいた……というか、彼は注目されていましたから。少なからず思うところがある人は多かったと思いますね」

「そ、そんなに……」

「なんといってもあのヴァンフリートです。おまけに魔術師に向いていないとされる白適性なのに、実力は他の生徒を遥はるかに凌りよう駕がしていましたから……面おも白しろくないと思う人は相当いたでしょうね」

（一体どれだけすごかったのかしら……）

　しかしこの様子だと、動機の線から犯人を捜さがすのはやはり難しそうだ。

　それから思いつくままに二、三質問してみたが、どれも有益なものはなかった。

「すみません、ありがとうございました」

　落ち込むイルゼが頭を下げる。それを見てスーヴニールはすまなそうに眉を下げた。

「こちらこそ、何も力になれず申し訳ありません」

「いえ、お話が聞けただけでもよかったです」

　お礼を言って部屋を後にしようとイルゼは扉とびらに向かう。だがドアノブに手をかけた途端、後ろにいたスーヴニールの手によってパタンと押おし戻もどされてしまった。慌あわてて振り返ると、扉とスーヴニールの間に挟はさまれるような形になってしまい、その綺麗な顔がイルゼの頭上に迫せまる。
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「──妬やけちゃいますね。やっぱりヴィンセントなんですか？」

「そ、そういう、わけでは」

「冗じよう談だんです。……お返事、待っていますね」

　にっこりと微笑んだスーヴニールは、そっとイルゼから体を離はなす。

　真っ赤になったイルゼはそのまま逃にげるように彼の邸やしきを後にした。




「やあイルゼ。やっぱり考え直してくれたのかね？」

　続いてイルゼはナディーンの邸てい宅たくへ移動していた。にこやかなナディーンを前にどう切り出そうかと考えていたが、もうストレートに聞くしかないかと腹をくくる。

「すみません、今日は別のお願いがあって来ました。……その、もう一度だけ事故のお話を聞かせていただけないかと」

「と言われてもね……この前君に話したことがすべてだよ」

「で、でも試験官をされていたんですよね。不ふ審しんな受験生がいたとか、侵しん入にゆう者しやがあったとか」

「すまないが、記憶にないね」

　そうですか……とイルゼは肩かたを落とす。その姿を見ていたナディーンは、そういえばと顔を綻ほころばせた。

「聞いたよ。スーヴニールが、君に専属の申し込みをしたそうじゃないか」

「ど、どうしてそれを!?」

「私は彼の親代わりみたいなものだからね。で、受けるのかね」

「ええと、その、まだ悩んでいるというか……」

　えへへとごまかすように笑うイルゼを前に、ナディーンは興が乗ったのかさらにスーヴニールを押してきた。

「魔術学校でも成績優ゆう秀しゆうだったと聞いているし、最近では魔術院での活かつ躍やくも目覚ましい。私としては、とてもいい相手だと思うんだがね」

　その後、ナディーンによるスーヴニールの絶賛はイルゼが疲つかれ果はてるまで続いた。ようやく解放されて、玄げん関かんまで案内されたイルゼが礼を言おうとすると、ナディーンが険けわしい表情でそれを遮さえぎる。

「ところでまだ、ヴィンセントと一緒にいるのかね？」

　少し言葉に迷ったイルゼだったが、ナディーンを見上げてしっかりと言った。

「はい。……やっぱり私、父の作った仮面にミスがあったとは思えないんです。そして、その魔術師だったヴィンセントさんのことも信じてます」

　ナディーンはしばらくイルゼを見つめていたが、はあと息を吐くと苦く笑しようした。

「まったく、君は本当に父親似だな」

「そ、そうですか？　あまり似ていると言われたことは……」

「見た目ではない、中身の話だ。……確かに君なら、見つけ出せるかもしれないな」

　また何かあったらいつでも来なさい、と朗ほがらかに笑うナディーンに感謝しつつ、イルゼは丁てい寧ねいに頭を下げた。




　ナディーンの邸から出ると、外はすでに陽が落ちていた。早く帰らないと、とイルゼはシュタイン寮りようの方角を探す。

「寮なら反対側だ」

　突然背後から声をかけられ、イルゼは飛び上がった。振ふり向むくとそこには何故かヴィンセントの姿がある。

「ヴィンセントさん！　どうしてここに？」

「仕事が早く片付いた。あとこれを」

　寮に向かう道を歩きながら、ヴィンセントから数枚の資料を渡される。

「これは……名めい簿ぼですか？」

「魔術院内部の異動記録だ。何かの参考になればと思ってな」

　魔術院内の各部署とその責任者、担当者の一覧だ。最も古いものは十二年前の資料で、ナディーン・オウルの名前がある。そして父リヒトは『四アプ席リル』の欄らんに。これが試験時のものだろう。

　次の年を見ると父の名は消え、ナディーンが『十二席デイツエン』の欄に、彼と同じ部署にスーヴニールの名前が記されていた。彼が十一年前、すでに魔術院にいたことがわかる。

（ということは、事故のあった試験はスーヴニールさんが合格したのね……）

「試験の受験者名簿があるとよかったんだが」

「それは基本外部に公表されないですからね……」

　続けて資料を見ていると、途と中ちゆうでやけに長い名前の人がいることに気づいた。

「ツィトローネンファルター・ツー・ヤ・フェウー」と書かれているようだが、完全に枠わくをはみ出している。直近の名簿では『三席メルツ』にまで上がっているから、相当優秀な魔術師なのだろう。

　やがてシュタイン寮の建物が見え始め、イルゼはヴィンセントを呼び止めた。

「ここで大丈夫です。送ってもらってすみません、いつもありがとうございます」

「ああ」

　だがイルゼが礼をして顔を上げた後も、ヴィンセントは何故か動こうとしない。どうしたのだろう、とイルゼが疑問に思っていると、どこか言いづらそうにヴィンセントが口を開いた。

「──返事はしたのか」

「え？」

「その、……専属の」

　最初なんのことかわからず、イルゼはきょとんとしていた。だがすぐにスーヴニールとの専属契けい約やくの話を思い出し、慌てて両りよう掌てのひらと首をぶんぶんと振る。

「し、してませんよ！　事故の話を聞いただけです！」

「……なら、いい」

　そう言うとヴィンセントはさっさと身を返して、大通りの向こうへと消えていった。その背中を見送りながら、イルゼはふと考える。

（専属にはならないとあれだけはっきり言ったのに、やっぱり気になったのかしら？）

　もしかしてイルゼが思う以上に、仮面が出来上がるのを楽しみにしてくれているのかもしれない。そう考えると妙みように嬉しくなり、イルゼは思わず笑えみを零こぼした。







　翌日、イルゼはギルドを訪れていた。白の魔術師を探してもらったお礼ついでに、あの事故について知っている人がいないか情報を集めにきたのだ。

「お久しぶりですマスター」

「おお、あれからどうだ？」

　イルゼが事情を説明すると、マスターはふうむと顎あごに手を当てて考え込んでいる。

「十二年前ねえ……そんな事故あったかな……」

「どんなことでもいいんです。噂うわさとか、当時を知っていそうな人とか」

「と言われてもねえ……」

　だめか、と落ち込むイルゼの隣となりに見覚えのある男が腰かけた。ちらりと視線を向けたイルゼは一瞬で硬こう直ちよくする。

「やあ。この前は勝手に帰っちゃうなんてひどいじゃないか」

　背後に見えるきつねの尾おに、褐かつ色しよくの肌はだと金色の瞳ひとみ。

「ファ、ファルさん！　あの、先日はご挨あい拶さつもせず失礼してしまって、本当にすみませんでした……ちょっとあの日は、急用を思い出しまして……」

「そうだったんだ？　じゃあ今度は予定を空あけておいてね」

　イルゼの言葉を信じたのか、ファルはにこやかな笑みをイルゼに向けた。

（うう、気まずい……）

　そんなイルゼをよそに、マスターはちょうどいいとばかりにファルに話を振った。

「アンタなら何か知ってるんじゃないか？」

「十二年前の事故？　うーん、その頃僕ぼくはまだ魔術院にいなかったし」

　朗ほがらかに笑うファルを見て、イルゼは慌てて聞き返した。

「え、ファルさん、魔術院に所属してるんですか！」

「うん。そうだよ」

　あっけらかんと返ってきた答えにイルゼは愕がく然ぜんとした。

　初めて会ったのがギルドで、しかも昼間だったから、てっきりフリーの魔術師だと思っていた。だが彼に付いている精霊の大きさを考えれば決しておかしな話ではない。いつ仕事をしているのかは謎なぞだが。

　とはいえ、事故当時に魔術院にいなかったのであれば、何か知っているはずもない。イルゼががくりと肩を落とすと、ファルがぽんぽんと頭を撫でてきた。

「よく分からないけど、元気出してよ。なんならうちに来るかい？」

「うう……お断りします……」

「はっきりしてるなあ」

　ありがとうございました、と二人に礼を言ってイルゼは椅い子すから立ち上がる。ギルドを出ようとすると、イルゼが座っていた椅子にはもう別の女性が腰かけており、ファルにしなだれかかるようにして自身の仮面を見せていた。

　あの女の人も魔術師かな、とイルゼがなんとなく眺めていると、ファルはその仮面を受け取り裏り面めんに指を添えていた。すると青く光る文字が浮うかび上あがる。

（え？）

　それはあきらかに造形術だった。

　確かに魔ま力りよくと術力、その両方の力を持つ人は存在する。だが成長するにつれ、どちらか一方が強まることがほとんどで、精霊付きのファルも当然魔術師なのだと思っていた。

（ファルさんって一体……？）

　ギルドを出た後もその疑問は拭ぬぐえず、寮への道を歩いていたイルゼは一いつ瞬しゆん迷ったのち、くるりと踵きびすを返かえして反対方向へ走りだしていた。




「いらっしゃい。今日はどうしましたか？」

　少し陽の落ち始めた夕刻、イルゼはスーヴニールの家に来ていた。

「何度もすみません。その、ファルという方をご存じありませんか？　魔術院に所属している魔術師で、こう、派手な感じの」

「そんな名前の方はいなかったと思いますが……」

　魔術院で働くスーヴニールなら知っているのではと思って来てみたが、名前を言ってもぴんとこないようだ。

（……考えてみれば、普ふ通つうの魔術師や造形師では、いくら魔術院に所属しているといっても、あれだけの数の仮面はとても揃そろえられないわ……じゃあ、さっきの話が……噓？）

　黙り込んでしまったイルゼを前に、スーヴニールは呆あきれたようにため息をついた。

「まだ事故について調べているんですか」

「は、はい……」

「それもいいですが、私への返事はどうでしょうか？」

　イルゼはう、と言葉に詰つまった。確かに告白の返事をしないまま、彼に頼たより続けるというのも失礼な話だ。イルゼはスーヴニールの目をまっすぐに見つめ、決めていた答えを口にする。

「──私、専属にはなれません。スーヴニールさんのお気持ちはすごく嬉しいです。でも私は造形師として、どこまで出来るか試ためしてみたい。だから、ごめんなさい」

　はっきりそう言い切ると、イルゼは深く頭を下げた。スーヴニールは寂さびしそうに微笑むと、ソファから立ち上がりイルゼに背を向ける。

　かけるべき言葉が見当たらず、ただその背中を見つめるだけのイルゼだったが、ふと本棚に並んでいた本の一冊に目を奪うばわれた。紺こん色いろの古いそれを見て、イルゼはようやく先日の既視感の正体を思い出す。

（あの本、……お父さんが持っていたのと同じだわ！）

　よく見れば他にも、父の書しよ斎さいに置かれていたのと同じ本が幾いく冊さつも見て取れる。どれもかなり古い──造形術の本だ。

（……もしかしてスーヴニールさん、も？）

　イルゼの心臓がどくりと音を立てる。

　勝手な憶おく測そくだ、とイルゼは一度頭を振る。だがもしそれが真実だとしたら。

「あの、スーヴニールさん」

「……」

「もしかして、──あなたは造形術にも通じているんですか？」

　返事はない。イルゼは胸むな騒さわぎがして、すぐにソファから立ち上がった。

　だがそこにスーヴニールの穏おだやかな声がまとわりつく。

「……残念です。専属になってくれたら、……痛い思いをさせずにすんだのに」

　恐おそる恐おそるスーヴニールを見る。その顔には、先ほどまで本棚に飾られていた白い仮面が着けられており、見えるのは優しく弧こを描えがく口元だけだ。

（魔術──）

　イルゼが逃げ出そうとした瞬しゆん間かん、スーヴニールの仮面が一瞬青く光った。するとイルゼの頭を覆おおうように薄うすい球体の膜まくが生まれ、その中を満たすように水が湧わいてくる。

（──！）

　息を止める間もなく、イルゼはそれを飲んでしまい激しくむせた。

　やがて気を失い絨じゆう毯たんの上にどさりと倒れ込む。頭を包んでいた水は膜ごとするりと消え、けほ、と短く水を吐くイルゼを、スーヴニールが仮面越ごしに見下ろしていた。
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　隊長席に座すわるヴィンセントは、手にした資料から一人の名前に目をとめた。

　スーヴニール・ヴェル・ラヴァレ。

　魔ま術じゆつ学がつ校こうを卒業後、すぐに魔術院入りを果たした秀しゆう才さい。適性は青。魔ま力りよくはさほどでもないが、繊せん細さいな魔術を得意としていた、とヴィンセントは記き憶おくを手た繰ぐる。

　途と中ちゆうまで造形師学校に在ざい籍せきしていたが術力が弱くなり、代わりに強くなった魔力を伸のばすため、魔術学校に編入してきたと聞いた覚えがある。成長期は魔力と術力のバランスが崩くずれることも多く、こうした例は時折あった。

　ヴィンセントは彼かれの経歴から一つの仮説を立てたが、すぐに瞼まぶたを伏ふせた。確実な証しよう拠こがあれば別だが、確かなものはまだ何もない。だが一応イルゼにも伝えておいた方がいいだろう。

　──ところが。




「いない？」

　日没後、シュタイン寮りようを訪たずねたヴィンセントはそう聞き返した。

「そうなのよ。昼に出かけたのは見たんだけど、まだ帰ってないのよね」

　そう話すのはふくよかな妙みよう齢れいの女性だ。寮の管理人らしい。

「ギルドに行くと言っていたんだけど……何か用があれば、戻もどった時に伝えておきましょうか？」

「いや、また来る」

　そう言い残してヴィンセントは寮を後にした。その足でギルドに向かい、マスターに尋たずねる。すると確かに来ていたが、夕方には帰ったはずだと驚おどろいていた。

　入いれ違ちがいになったかと、一度ユーリシュカ通りにある自宅にも向かう。だが使用人に聞いても、イルゼは来ていないと首をかしげていた。騎き士し団だんにも戻ってみたが彼女を見た者はいない。

（何かあったのか？）

　早はや合が点てんは危険だと、ヴィンセントは一度息を吐はいた。自宅よりは騎士団の方が寮に近いと考えたヴィンセントは、そこで一夜を明かし翌日の早朝、再度シュタイン寮へと向かう。

　しかし、やはりイルゼは寮に戻ってはいなかった。










（んん……）

　猛もう烈れつな頭痛に顔をしかめながら、イルゼは重たい瞼まぶたを開いた。

　最初に目に飛び込んだのは年代物の臙えん脂じの天鵞絨ビロードだった。ゆっくりと視線を上げて辺りを見回すと、ガラス戸付きの本ほん棚だなや木製のケースが並んでいるのが見える。テーブルの上には白い羽のついたペン。間違いない、術式を刻むためのものだ。

　イルゼの口には布が嚙かまされており、両手足とも細いロープで結ばれていた。

（私……スーヴニールさんに話を聞こうとして……）

　記憶をたどりながら、イルゼは懸けん命めいに身を捩よじり、壁かべを支えにしてやっと上体を起こす。部屋には窓があり、ガラス越ごしに曇くもり空ぞらが見えた。今は昼のようだがどのくらい眠っていたのかはわからない。

　なんとか逃にげる方法はないかと周囲に目を配る。

　壁に飾かざられたケースにはいくつかの仮面が並んでおり、本棚に並ぶ書しよ籍せきには造形術に関する単語も多く記されていた。スーヴニールが造形術について研究していたことは間ま違ちがいなさそうだ。その下には鉄製の大きな金庫もあったが、今のイルゼではどうすることも出来ない。

（それにしても古い本ばかりだわ……）

　どれも最近のものではなく、なかには今の造形術が確立される以前の、古い魔術について書かれた本もある。同じものが父の書しよ斎さいにあったので、イルゼも何度か目を通したが、現代では禁止されている術式が多く、扱あつかうことが難しいと戻した覚えがあった。

（どうしてこんなに、古い魔術や造形術について調べているのかしら）

　痛む頭を使って必死に思考をまとめるが、考えれば考えるほど不安になっていく。そんなイルゼの前に、どこからともなく白い光が浮うかび上あがり、それは猫ねこの形に変わった。

　現れたオセロットは不安げにニャウンと鳴くと、イルゼの足を縛しばっているロープに必死に手を伸ばす。だが実体のない精霊なのですり抜ぬけるだけだ。

（気持ちだけでも嬉うれしいわ……ありがとね）

　思わずほろりとするイルゼだったが、弱音を吐いている暇はない。早く逃にげ出ださなければ、と焦あせる気持ちだけが募つのっていく。

　それからしばらく、イルゼはロープを解とこうともがいたり、誰だれかに気づいてもらおうと音を立てたりしていたが、なんの甲か斐いもなく時間だけが過ぎていった。




（……どう、しよう）

　猿さる轡ぐつわのせいで呼吸が苦しい。ロープで擦こすれた手首からは血が滲にじんでおり、疲ひ労ろうのせいかそろそろ意識も限界だ。

　気づけば窓から差さし込こんでいた光は月明かりに変わっており、夜の様相を見せ始めていた。憔しよう悴すいしきったイルゼが力なくうつむいていると、階下から上がってくる誰かの足音がする。息を詰めて様子を窺うかがっていると、ガチャリと鍵かぎが開き、奥おくの扉とびらからスーヴニールが現れた。

「……イルゼさん、お加減はどうですか」

　目の前にしゃがみ込んだ彼を、イルゼは非難するように睨にらみつけた。

「本当はこんなことしたくないんです。でも、貴女あなたはあの事故の真相に近づきすぎた」

　うー！　とイルゼが呻うめくが、布が邪じや魔まして言葉にならない。そんなイルゼを見下ろしながらスーヴニールが冷たく微笑ほほえんでいると、階下でドアノッカーの音が響ひびいた。一度は無視を決め込んだスーヴニールだったが、二度三度と激しく打ち鳴らされるノッカーに、面めん倒どうそうに眉まゆ頭がしらを寄せる。

「すぐに戻ります」

　スーヴニールは部屋を出て扉の鍵を閉めた。階下へ向かう靴くつ音おとを聞きながら、イルゼは必死に何度も床ゆかを叩たたき、くぐもった声を上げる。

（気づいて……！　誰か、助けて……！）

　涙なみだを堪こらえてもう一度腕うでを振ふり下ろそうとした時、カタと頭上の窓ガラスが揺ゆれた。驚いてそちらを見たイルゼは、さらに目を丸くする。

　そこには黒い仮面を着けたヴィンセントがいた。

　窓まど枠わくを乱暴に揺さぶるが、内側から掛かけられた鍵は外れそうにない。すると、何度か顎あごで壁かべ際ぎわの隅すみを指した。どいていろ、ということだろうか。イルゼは必死に上体を起こし、壁の方へぎゅっと身を固める。

（な、何をする気なの……？）

　イルゼが見守る中、ヴィンセントは煉れん瓦がの縁ふちを摑つかみ、窓枠に足先をかける。そのまま強く靴裏で蹴けると、反動をつけて後ろに大きく跳とんだ。振ふり子この要領でぞんざいに窓ガラスを蹴け破やぶると、室内へ豪ごう快かいに飛び込んでくる。

　ガラスが割れる派手な音とともに、細かな破は片へんが部屋中を舞まった。キラキラとした輝かがやきを全身に纏まといながら、ヴィンセントは難なく着地すると、すぐにイルゼの元に歩み寄る。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　呆あつ気けに取られるイルゼをよそに、ヴィンセントは短刀で素す早ばやく手首と足のロープを切り、猿轡を外した。

「ヴィンセント、さん……どうして、ここが」

「専属の話をしていただろう。それで、もしやと思った」

　自由になった嬉しさと束そく縛ばくが解けた安心感に、イルゼは思わず目を潤うるませる。ヴィンセントは唇くちびるを固く結び、イルゼの手首に出来たひどい擦すり傷きずを見て苦しそうに呟つぶやいた。

「……遅おそくなった」

「そんな、助けに来てくれただけで、全然」

　安あん堵どで涙が零れそうになるが、イルゼは気を抜ぬいてはダメ、と頭を振った。

「ヴィンセントさん、もしかしたらここに──事故の時の仮面があるかも！」

　階下からスーヴニールらしき慌あわただしい足音が近づいてくる。

　急いで二人は片かた端はしから引き出しを抜き、棚たなの上の木箱をひっくり返してみるが、それらしいものは見当たらない。やがて扉の鍵を開けようとする、ガチャガチャと忙せわしない音が室内に響いた。

　どうしよう、とイルゼは必死に視線を動かす。するとオセロットが古びた金庫の元へ駆かけ寄よっているのが見え、イルゼは思い出したように叫んだ。

「ヴィンセントさん！　その金庫、開けられますか!?」

　言った後で、さすがにそれは無理かと思ったイルゼだったが、ヴィンセントは腰こしに佩はいていた剣けんを鞘さやごと逆さに持つと、重さのある柄えの方を金庫の留め具めがけて、ためらいなく振り下ろした。

　噓うそ!?　とイルゼが目を見開いたと同時に、ギャンと嫌いやな音がして掛かけ金がねが弾はじけ飛ぶ。その直後スーヴニールが駆け込んできたが、室内の惨さん状じように一いつ瞬しゆんたじろいだ後、ヴィンセントを睨みつけた。

「これは一体どういうことですか？」

「スーヴニール・ヴェル・ラヴァレ。略りやく取しゆ及および監禁の疑いで令状が出ている」

「とはいえ、これはやりすぎなのではありませんか？」

　二人が対たい峙じしている間に、イルゼは破は壊かいされた金庫の前にそろそろと近づく。

（お願い……見つかって……！）

　中にはいくつかの宝石と書状、債さい券けんなどが入っていた。イルゼはそれらを横に置き、さらに奥に手を伸ばす。すると革かわ製せいの袋ふくろが指先に触ふれた。そっと摑んで引き出す。

「──やめなさい！」

　イルゼの動きに気づき、止めようとしたスーヴニールを、踏み込んできた騎士が背中から羽は交がい絞じめにした。その隙すきにイルゼは厳重に縛ってある袋の紐ひもを解く。

　中から出てきたのは大小八つほどの木もく片へんと、焦こげ跡あとの残る白い布だった。一番大きなかけらを手に取ると、そっと指先を当てる。瞬しゆん時じに白い光で文字が浮かび上がり、それを確かく認にんしたイルゼはヴィンセントを見上げてこくりと頷うなずいた。

「スーヴニールさん」

　イルゼは立ち上がり、スーヴニールを見つめた。

「これはリヒト・アメルロックの作った仮面ですね」

「……」

「術式が、父の筆ひつ跡せきと同じでした」

　イルゼが、何百何千とひもといた父の手帳。その筆跡を見み間ま違ちがえるはずもない。

「どうしてこれがここにあるんですか？」

「……はっ、貴方あなたたちが思っている通りですよ」

　スーヴニールは、悪びれる様子もなくにやりと口角を上げた。そのままイルゼの隣となりに立つヴィンセントを睨みつける。

「十二年前のあの日、私は貴方の仮面の術式を書かき換かえた。元々は失敗させてやる、くらいの気持ちでしたがね。まさか魔術自体使えなくなるとは、思わぬ僥ぎよう倖こうでした」

「どうして、そんなことを！」

「そんなこと、ですか。……私にとって魔術院に入るのは悲願だった！　常に二番手扱いで、評価も得られず……私にとってあの試験は最後の砦とりでだった。なのに、」

　スーヴニールの中に、あの日の一場面が甦よみがえる。

「聞いてしまったんですよ。試験官が『ヴィンセントの合格は間違いないだろう』と言っていたのを。あの時の採用予定は一人……私は、絶対に落ちるわけにはいかなかった！」

「スーヴニールさん……あなたは、不正をしなかった私を、立派だと言ってくれたじゃないですか……なのに、どうして……」

　今にも泣きだしそうなイルゼを見て、ようやくスーヴニールは言葉を止めた。

　イルゼも彼と同様、魔術院に入ることを何よりの目標としてきた。だがイルゼには、支えてくれたクレメント夫妻やツクミドの皆みな、そして伯お父じ様さまがいた。もしかしたら、スーヴニールにはそういった存在がいなかったのかもしれない。

　やがてヴィンセントは無言のまま、スーヴニールの傍そばに歩み寄る。

「話は終わりか。後は──」

　その瞬しゆん間かん、スーヴニールは嘲あざけるように目を細め、小さく何かを囁ささやいた。本能的な危機を感じたヴィンセントは、彼を拘こう束そくしていた騎士に向かって吼ほえる。

「離はなれろ！」

　驚いた騎士がスーヴニールの腕を放すと、間かん一いつ髪ぱつのタイミングでスーヴニールの体から青い炎ほのおが噴ふき出だした。その姿にイルゼは戦せん慄りつする。

「何、これ……」

　イルゼの目に映ったのは、巨きよ大だいな馬の体を持ち、その額に螺ら旋せんを描えがく鋭するどい角を伸ばした一いつ角かく獣じゆうだった。それはスーヴニールの体と一つになり、同時に彼の顔に青く光る術式が浮かび上がる。怪あやしげな紋もん様ようのようなそれは、すぐに全身へと広がった。

「魔術!?　でも、仮面もないのにどうやって……」

「危険だ、下がっていろ──すぐにここを封ふう鎖さ、相手は魔術を使用している、魔術院に連れん絡らくしろ」

　ヴィンセントが騎士たちに指示を飛ばす。あきらかに異常な魔術を前に、イルゼはスーヴニールの部屋に並んでいた書しよ目もくを思い出していた。

「まさか、スーヴニールさんが調べていたのって……!?」

　彼が研究していたのは、おそらく魔術師自身の体に術式を施ほどこす──『禁きん術じゆつ』だ。

　数百年前、魔術の黎れい明めい期きに使用されていた方法だが、肉体に直接精霊を召しよう喚かんするため、魔術師への負担が凄すさまじかった。さらには精霊に自我を乗っ取られ、命を落とす者も後を絶たず、魔術自体の存そん亡ぼうが危ぶまれた時代もあったという。

　そこで編み出されたのが、今の「仮面」を使う手段だ。

　仮面を介かいして精霊を召喚することで、魔術師の危険は回かい避ひされ、より安定した魔術を駆く使し出来るようになった。さらに仮面に必要な技術や知識に特化した職業も生まれ、彼らはいつしか『仮面造形師』と呼ばれるようになったのだ。

　こうして三百年ほどの時を経て、魔術師は造形師と仮面の力を借りて魔術を使うという、今の魔術体系が確立していく。

　しかし一方でデメリットもあった。仮面を間に入れるため、純粋な精霊の力を引き出すことが難しくなり、従来よりも魔術が弱くなったのだ。

　確かに禁術による魔術の方が力は増す──だがそれは、魔術師自身の命を懸かけた方法に他ならず、たとえ強くなるといわれても、使用しない魔術師が大半だったはずだ。

　スーヴニールの白はつ金きんの髪かみは瞬またたく間まに水色に変わり、目も濃こい金色に変化していた。

　彼は愉ゆ悦えつを浮うかべながら、遊ぶように指先で宙に円を描く。たちまち研とぎ澄すまされた氷柱つららが現れ、スーヴニールが弾はじく真ま似ねをしただけで、風を切るようにヴィンセントの足元に突つき刺ささった。

「……ヴィンセント、私は貴方が心底嫌きらいでした。私が死ぬ気で努力しても、ただ才能と家いえ柄がらに恵めぐまれているというだけで、それを軽々と越こしていく」

「……」

「試験に落ち、挙あげ句く魔術が使えなくなったと聞いた時は、笑いが止まりませんでした。これで私が一番になれる、そう思っていたのに……」

　スーヴニールはヴィンセントに、咎とがめるような視線を投げた。

「魔術院に入っても、私は貴方を超えることが出来なかった！　私はずっと、『貴方が失敗したおかげで、たまたま魔術院に入ることが出来た凡ぼん人じん』と言われ続けていたんです」

　いくら事故の詳しよう細さいが伏せられても、人の口に戸を立てることは出来ない。スーヴニールは、凌りよう駕がしたと思っていたヴィンセントの影にずっと苦しんでいたのだ。

「これは、貴方を超えるために私が会え得とくした最高の魔術です。魔術の使えない貴方が、私に勝てますか？」

　そう言いながら、スーヴニールは再び氷柱を生み出すと、ヴィンセント目がけて放った。凍いてつく風とともに、ダン、ダンと激しい音を立てて壁を直撃する。わずかにかすめたのか、ヴィンセントの頰ほおには細長く赤い線が伸びていた。

「やはり、まだ魔術は使えないようですね」

　スーヴニールは微笑むと、今度は窓まど際ぎわにいるイルゼを見た。

「……大体、貴女が余計なことを嗅かぎ回らなければ、こんなことにはならなかった」

　キィン、と周波の高い音が広がり、イルゼは思わず顔をしかめた。見ると、先ほどまでの氷柱の数倍はあろうかという氷ひよう塊かいが、スーヴニールの手の上に浮かんでいる。みるみる削けずられ鋭えい利りに尖とがっていくさまに、イルゼは怖おじ恐おそれた。

「やめろ！」

　ヴィンセントがイルゼの元へと走る。スーヴニールはその美しい金の目を眇すがめて、悲しそうに笑みを浮かべた。

「イルゼ、貴女に好意を抱いだいていたのは本当です。──私よりヴィンセントを選んでくれたら、と。……でもそれすらも、叶かなわない願いだった」

　研ぎ澄まされた氷柱の切っ先がイルゼの方を向く。

　同時にヴィンセントがイルゼを抱だき込こみ、自身の背中を盾たてにしてその場にしゃがみ込んだ。反射的にイルゼは、固く目を瞑つぶって奥おく歯ばを嚙かみしめる。

（──？）

　だが来ると思った衝撃はなく、イルゼは恐おそる恐おそる瞼を開いた──自分を抱きしめて微動だにしないヴィンセントの様子に、最悪の事態を想定し、その名を叫びながら強く揺さぶる。

「ヴィンセントさん！　……ヴィンセントさん!!」

　すると、ふわり、と上から白い結けつ晶しようのようなものが舞い落ちた。

「……雪……？」

　そこにはしゃぼん玉のように広がった、分厚い氷の盾があった。七色の虹にじのようなきらめきを纏いながら、イルゼとヴィンセントを包むように広がっており、綺き麗れいな半球体を描いている──その傍かたわらに、白い獣けものが立っていた。

　四し肢しの先には鋭い爪つめが生え、ふさりと揺れる太い尾おは豊かな毛並みを見せていた。スーヴニールに対し、威い嚇かくするように開いた大きな口には、鋭い牙きばと尖った歯がずらりと並んでいる。

　体は非常に大きく、ヴィンセントの身長をゆうに越していた。その溢あふれる威い厳げんはただの獣というより、もはや軍神に仕える神獣のよう。だが実体はなく──イルゼはすぐにそれが精霊だとわかった。

　ヴィンセントもようやく気がついたのか、イルゼを抱きしめていた腕をぎこちなく解いた。体を起こした彼の姿を見て、イルゼはさらに我わが目を疑う。

「ヴィンセント、さん……!?」

　ヴィンセントの黒くろ髪かみは真っ白に変化していた。瞳ひとみは赤くなり、着けている仮面は全体的に白い光をたたえている。ヴィンセントは驚きよう愕がくに目を見開いたまま、恐こわ々ごわと自身の胸に手を当てた。

「魔術が、戻っ……た……？」

「ど、どうして!?」

「わからない、ただ、夢中で……」

　ヴィンセントはその感覚を確かめていたが、すぐに立ち上がるとスーヴニールと正面から向き合った。先ほどの白い獣はそんなヴィンセントに従うかのように、すっと彼の隣へと並び立つ。それを見ていたスーヴニールは、軽く唇をかんだ。

「……忌いま忌いましい」

　再び氷柱を生み出しては、次々とヴィンセントに向けて放つ。

　だがヴィンセントが右手で横に払はらうような仕草をすると、氷柱は薄うすく引ひき伸のばされるように変形し、速度を失ってぼろぼろと床に零こぼれ落おちた。

　動きのたびに青い光が、ヴィンセントの体に吸すい込こまれていく。そのせいだろうか、ヴィンセントの白い髪が少しずつ青色に変化していた。それを見てイルゼは、ファルの語っていた『白の魔術師』の力の意味を理解する。

（スーヴニールさんが呼んだ、精霊の力を借りているんだわ）

　おそらくイルゼとヴィンセントを守ってくれた氷の盾も、スーヴニールが召喚している精霊の力を使った魔術だろう。相手の精霊の力を借りる以上、適性が同じになり無効化もたやすくなる。

　それどころかヴィンセントの力は、次し第だいに高まっている感じがした。もしかして、とイルゼは考える。

（ヴィンセントさんの魔力に、精霊が引き寄せられているの？）

　精霊は魔力を好む。であれば、魔力の強いヴィンセントに惹ひかれるのは当然だ。

　普ふ通つうの白の魔術師であれば、相手の精霊を借りる、という表現で正しい。

　だがヴィンセントの場合、あまりにも彼の持つ魔力が大きいためか、周りの精霊の力すべてを引き寄せる。それは借りるというより、もはや「奪うばう」という形に近いのかもしれない。

　その「奪われる」という感覚を、一番味わっているであろうスーヴニールは、歯を食いしばりながら必死に攻こう撃げきを続けていた。だがヴィンセントはスーヴニールの近くまで足を進めると、赤から紫に変化した目で彼を見み据すえた。

「もう十分だろう」

「……ッ！」

　歯は嚙がみしたスーヴニールは、氷の長ちよう剣けんを手の中に作り出し、ヴィンセントに斬きりかかった。だが彼は腰に佩はいていた剣を素早く抜き去ると、いともたやすくそれを弾く。宙を舞った氷剣は床に突き刺さり、やがて砂さ糖とう菓が子しのようにぼろりと崩れた。

　室内がしんと静まり返り、誰とはなしにため息が漏もれる。

　だが次の瞬間、突とつ然ぜんスーヴニールが頭を押おさえて苦しみ始めた。

「スーヴニールさん!?」

　驚いたイルゼは駆け寄ろうとするが、ヴィンセントに近づくなと止められる。その間もスーヴニールは呻うめき続け、やがて立つことも難しくなったのか、膝ひざをつくと両手で頭を抱かかえた。

　イルゼの目に、スーヴニールの体から這はい出だす精霊の姿が映る。だが精霊は離れるどころか、彼の体を吞み込んで、より大きくならんとしていた。スーヴニールが悶もだえ苦しむ様子に、ヴィンセントも困惑を隠せない。

「何が起きている」

「わかりません……でももしかしたら、精霊がスーヴニールさんの体を乗っ取ろうとしているのかも……」

　スーヴニールは先ほどから魔術を連続して使用していた。結果彼の持つ魔力が弱まり、精霊を使し役えき出来るだけの力がなくなったのではないだろうか。

　万一精霊に吞まれてしまうとスーヴニールの自我は消え、精霊を自然界に送そう還かんすることはほぼ不可能になる。それどころか命も──

「何をしている！　早くそいつを始末せんか！」

　突然の叫びに、イルゼとヴィンセントは弾かれるように後ろを見た。

　扉付近には報告を受けて駆けつけた魔術院の面々がおり、その中にいたナディーンが、必死の表情を浮かべて激げつ昂こうしている。

「そいつはもう無理だ！　完全に乗っ取られる前に殺やらないと、間に合わないぞ！」

　スーヴニールの額からは変形した角が生え始め、髪は床まで伸びてしまっている。精霊化がかなり進んでいるようだ。その姿と、蒼そう白はくになって震ふるえるイルゼを見て、ヴィンセントはスーヴニールの傍に歩み寄ると、床に片かた膝ひざをつき、持っていた長剣の切っ先を彼の首に当てた。

「ヴィンセントさん!?　何を……」

「お前は……見なくていい」

　スーヴニールをこのまま放置すれば、より大きな被ひ害がいが出る危険性は高い。

（でもこのままじゃ、スーヴニールさんも、精霊も……どうすればいいの……考えるのよイルゼ！）

　その時、イルゼの脳のう裏りに先ほどの光景が甦った。イルゼは咄とつ嗟さにテーブルの上の羽根ペンを摑み、ヴィンセントの傍に「待ってください！」と駆け寄る。

「ヴィンセントさんの白の魔術には、他の精霊の力を引き寄せる力があるんです。だから……スーヴニールさんの体から、ヴィンセントさんの仮面に精霊を移せば、そのまま送還できるかもしれません！」

「……それは……、出来るのか、そんなことが」

「やります！　私が今から、その術式を刻みます」

　真剣に見つめてくるイルゼに、ヴィンセントは少しだけ逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて自身が着けていたひな形の仮面を外して手渡した。受け取ったイルゼは手の震えを抑えながら、頭の中に収められている膨大な量の術式を呼び起こす。

（禁術の術式はお父さんの本で見たことがある……あれを反転させる術式と、青の魔力譲渡、空間制御、あとは……）

　溢れ出す術式をその場で構築、改変してヴィンセントの仮面に刻んでいく。常人では考えられないほどの処理速度で、イルゼは今この場に必要な術式を編み出していた。ペン先の動きは止まることなく、恐ろしい程の速度で書き込まれていく。

　その姿にヴィンセントは知らず息を吞んだ。やがて術式の光が収まるのを見て、イルゼが仮面を差し出す。極度の集中を要したためか、苦しそうに息を継いでいたが、すぐに顔を上げてヴィンセントに向けて叫んだ。

「お願い、します！」

「……ああ」

　ヴィンセントは仮面を着け、すでに自力で動くことが出来なくなっているスーヴニールに手を伸ばした。胸の位置に手のひらを当てると、目を閉じて意識を集中する。するとスーヴニールの体から、青白い光がヴィンセントの方へゆっくりと流れ始めた。

　その間イルゼの目には、座っているヴィンセントの隣に、おとなしく控ひかえる白い獣の姿がはっきりと見えていた。獣はスーヴニールに牙を立てると、一角獣の姿をした精霊をずるりと引きずり出し、ゆっくりとそれを吞み込み始める。

　と同時に、室温が急速に冷え込んで、膝をつくヴィンセントを中心に、薄く氷が広がり始めた。それは天鵞絨の絨じゆう毯たんを覆おおい、本棚や金庫、窓枠まで白く凍いてつかせていく。

　その勢いは室内にとどまらず、パキリ、パキリと廊ろう下かや階段、家の壁にまで及び、辺り一面に氷の鍾しよう乳にゆう洞どうのような、幻げん想そう的てきな光景を作り出していた。おそらく魔術として放出することで、暴走した精霊の力を調整しているのだろう。

　一方でその力が強大すぎるのか、ヴィンセントの額には汗あせが滲み、苦く悶もんの表情が浮かび始めていた。集中を切らさないよう歯を食いしばりながら、スーヴニールの中の精霊を己おのれの中に取り込んでいく。その姿をイルゼはただ祈いのるように見つめていた。

　──やがてふつ、と二人を繫つないでいた青い光が途と絶だえた。

　横たわるスーヴニールの額からは角が消え、髪も元の長さに戻っていく。

　反対にヴィンセントの髪は水色から群ぐん青じように変わり、目は美しい藍あい色いろに変へん貌ぼうしていた。仮面は光に包まれ、まさに飽ほう和わ状態という様子だ。

（精霊が、ヴィンセントさんの仮面に移った……成功したんだわ）

　ヴィンセントは右手を胸に当て、そのまま送還の文もん言ごんを唱え始めた。結びの句を言い終えると、大きな一角獣が空に向かって飛び立つ。それと同時にヴィンセントの仮面がバキッと音を立てて二つに割れ、床へ落ちた。

　屋や敷しき全体を覆っていた氷は消滅し、何事もなかったかのように元の姿を取とり戻もどす。それを見たヴィンセントは疲つかれた様子で座すわり込こみ、ようやくはあと愁しゆう眉びを開いた。

「ヴィンセントさん！」

　隣にいたイルゼは嬉しさのあまり、思わず抱きつく。

「すごいです！　さすがです！　ありがとうございます！」

「……ああ」

　そんな二人の様子に、なりゆきを見守っていた一同も一いつ斉せいに胸を撫なで下ろしたのだった。







　目覚めたスーヴニールは抵てい抗こうすることなく、騎士によって拘束された。

「……やっぱり、凡人は天才にかないませんでしたね」

　スーヴニールがヴィンセントに向かって告げる。するとヴィンセントはいつものように淡たん々たんとした口調で彼に話しかけた。

「スーヴニール・ヴェル・ラヴァレ」

「……なんですか」

「俺おれはお前の『氷ひよう雪せつ変へん化げ魔ま術じゆつ』が好きだった。卒業発表の」

　その言葉に、スーヴニールは驚いたように目を開く。だが少しだけ口角を上げると、すぐに踵きびすを返かえし、騎士と共に部屋を後にした。

「いや、さすがだったよ。ヴィンセントくん」

　振ふり返かえると、ナディーンが満面の笑えみを浮かべて右手を差し出していた。ヴィンセントはそれに目礼のみで答える。

「天才といわれていただけある。その腕なら、すぐにでも魔術師として復帰出来るだろう。どうだろう、私の下もとで働く気はないかね」

「戻るつもりはない。俺には今の仕事がある」

「ううむ、そうか……まあ無む理り強じいは出来ないが……惜おしいものだ」

　心底悔くやしそうに首をひねるナディーンの元に、イルゼは歩み寄った。手には先ほど金庫で見つけた仮面の破片が握にぎられている。

「ああイルゼ、君も大変だったね。おや……もしやそれは、リヒトの作った仮面かね」

「はい。術式も父の筆跡で間違いありませんでした」

「そうか！　よかった……事故当時、この仮面が現場から消えていてね。重要な証拠品だというのに……。スーヴニールが隠かくしていたんだな」

　思い出して憤ふん慨がいするナディーンは、イルゼを見てしっかりと頷うなずく。

「ありがとう、あとは私が預かろう。後日魔術院で調査して詳くわしい原因を……」

　だがイルゼは、その緑色の目をまっすぐに向けて告げた。

「すみませんナディーンさん。これをお渡わたしすることは出来ません」

「……イルゼ？」

　落ち着きをなくすナディーンに対し、イルゼは口を固かたく結んだまま彼を睨みつける。

「犯人は──あなたですね、ナディーンさん」

「な、何を言いだすんだイルゼ！」

　突然のイルゼの告発に、ナディーンは思わず声を荒あららげた。だがイルゼは臆おくすることなく言葉を続ける。

「確かに、スーヴニールさんは造形術も出来る魔術師でした。ですがその術力は、魔術院の造形師よりも弱かったはずです」

　高い術力があれば造形師になるはず。イルゼはそれを確かめるべく、部屋にあった彼が作ったと思おぼしき仮面を調べたが、押おし並なべて弱い術力で刻まれたものばかりだった。

「スーヴニールさんが、ヴィンセントさんの仮面に細工をしたのは間違いないと思います。ですが、実際には術力が足りず、『出来ていなかった』と思うんです」

　しかし事故は起きた。それを「自分がした細工のせいだ」と思い込んだスーヴニールは、その証拠品となる仮面の破片を隠いん匿とくした。

　だが、本当はそうではなかった。

「あの日、スーヴニールさん以外にもう一人、仮面に手を加えた人がいたんです。……ナディーンさん、あなたはあの日試験官をしていましたよね」

　最終調整以降、試験が始まるまで造形師は仮面に近づくことが出来ない。可能だとすればスーヴニールのような受験生の他に、その試験の関係者であれば──たとえ造形師であっても、疑われることなく仮面の保管場所に入ることが出来る。

「だからなんだというのだ！　証拠はあるのか、私がやったという証拠は！」

　イルゼはそっと仮面の破片の一つを手にした。ちょうど左目に当たる部分で、紫むらさき色いろの貴き石せきがまばらに取れている。

「父の仮面の術式を調べました。ほとんどは父のものでしたが、一カ所だけ明らかに違う筆跡で書かれた箇か所しよがありました」

「それがどうして私のものだと……」

「これに書かれていたものと、同じでした」

　そう言うとイルゼは、ナディーンの自宅の住所が記された紙し片へんを取り出した。それは不正の話を持ちかけた際、ナディーンがイルゼの目の前で書いたメモだ。

「……本来であれば、現『十二席デイツエン』のナディーンさんの術力では『四席アプリル』であった父にはかなわなかったはず。ですがたまたま同じ日に、スーヴニールさんも仮面に細工をしていた。二人分の力が混ざり合った結果、あの事故が起きたのではないでしょうか」

　父ほどの実力者が作った仮面が、そう簡単に書き換えられるはずはない。

　だがあの日、偶ぐう然ぜん二人の術者から一度に干かん渉しようを受けたせいで、術式の一部が変化してしまった。さらに種類の異なる複数の適性が混じったために、今までに例を見ない規模の暴発事故に繫がったのだ。

　だがナディーンは、はっ、と馬ば鹿かにしたような表情を見せる。

「そんなもの、証拠にならん！　そもそも、私には動機がない。私はヴィンセントくんを高く評価していた。そんな私がどうして彼を失敗させるようなことを……」

　イルゼはナディーンの言葉に、静かに首を振った。

「私も最初は、あの事故はヴィンセントさんを狙ねらったものだと思っていました。でも本当は私の父を──リヒト・アメルロックを陥おとしいれるための企たくらみだったんじゃないでしょうか」

　ヴィンセントから貰もらった資料を見ていて気づいた。

　ツヴェルフは一度就任すると、長期にわたりその地位にとどまり続ける。現ツヴェルフが辞職しない限り、新たなツヴェルフが生まれることはない。

「あなたは……ツヴェルフになりたかったのではありませんか？　だから当時ツヴェルフだった父を失しつ脚きやくさせれば、代わりに自分がツヴェルフになれると思い……それで──」

　その先を言おうとしたイルゼは父の笑え顔がおを思い出し、言葉に詰つまった。

　すると隣にいたヴィンセントが、そっとイルゼの背中を叩く。はっと顔を上げたイルゼはヴィンセントを見て頷くと、ナディーンに向かって言い放った。

「ナディーンさん、あなたが、私の父を殺した真犯人です」

　室内は静まり返っていた。

　魔術院の人間も騎士たちも、一様にナディーンを見る。

「──くそっ！」

　ナディーンは身を翻ひるがえすと、脱だつ兎とのごとく走った。だがイルゼが追うまでもなく、あっという間にヴィンセントが取り押さえる。その呆気ない幕切れを見て、イルゼはようやく胸を撫で下ろしたのだった。







　ナディーンは騎士によって連行され、魔術院の人々も今後どうするかとささめきながら引ひき揚あげていく。やがて部屋には、イルゼとヴィンセントの二人だけが残された。

（終わったんだわ……全部）

　すると、隣に立っていたヴィンセントが、放ほう心しんするイルゼの頭に手をのせた。そのままぎこちない仕草で恐る恐る撫でる。

「へ？」

　驚いたイルゼが見上げると、相変わらず無表情のヴィンセントがいた。

　仮面をしていないのに、表情が変わらないのも不思議だなあ、とイルゼは少しだけ微笑む。するとヴィンセントが小さな声で囁ささやいた。




「頑がん張ばったな」




　その言葉を聞いた瞬間、堪えていた恐きよう怖ふが一気に噴き出すのがわかった。

　イルゼの目の縁ふちからみるみるうちに涙が溢あふれ出だし、大おお粒つぶの雫しずくに変わる。

「……ヴィンセント、さん」

「ああ」

「お父さん、喜んでくれますかね」

「……ああ」

　その返事にまたイルゼの涙るい腺せんは決けつ壊かいした。ヴィンセントは泣き止まないイルゼをしばらく見つめていたが、やがて強く引き寄せ、その腕の中に抱きしめる。突然のことに、イルゼは思わず目を見開いた。

「──泣くな」

　その優しい声と腕に、イルゼは体中の力が抜けるのを感じる。そのままヴィンセントの胸に頰を寄せると、その逞たくましい体に自身を委ゆだねた。




　どのくらいそうしていただろうか。ようやく感情が収まったイルゼは、自分の置かれている状況に困惑していた。

（……ど、どうしよう）

　長い腕、強い力、しっかりとした胸板……自分のものとは明らかに違う体温。軍服越しに伝わるそれに、イルゼはうつむき顔を赤らめた。

（前に助けてもらったときは、全然、気にならなかったのに……）

　だがこのままでは、誰かが戻って来た時に見られてしまうかも、とイルゼはそろそろと顔を上げた。すると頭上にあったヴィンセントの黒こく紫しの目と、視線がぶつかってしまう。ずっと見られていたのだろうか、とイルゼはさらに心の中で悲鳴をあげた。

　おまけに、普段なら隔へだたりとしてあるはずの仮面がなく、素顔のヴィンセントと向き合っているという事実に、急激に恥ずかしくなる。

「あ、あの、もう大丈夫、です、から……」

「……」

　本当か？　と言わんばかりの圧あつをヴィンセントが無言で送ってくる。その美しい造作の顔が間近に迫り、艶つややかな黒髪がさらりと零こぼれた。それを見て、イルゼはもう限界だとばかりに力いっぱい押しのける。

　だめだ、逃げないと。じゃないと。

「こ、これ以上されたら、──どうにかなっちゃうので！」

　言うが早いかヴィンセントを置いて、イルゼは急いで部屋を後にした。




　一人残されたヴィンセントのもとに、後処理を終えたコルセスが姿を見せる。

「おつかれ。そろそろ引き揚げて……って、どうしたんだい」

　きょとんとするコルセスに、ようやくヴィンセントが「なぁ、」と口を開いた。

「俺の顔、何か付いているか」

　その質問にコルセスは一瞬戸惑う。

「……。いや普段通りだよ。……仮面がないけど」

「そう、だよな……？」

　言うなりヴィンセントはそのまま口を閉ざしてしまった。本当にこの寡か黙もくな幼馴染の考えていることはよくわからない、とコルセスは再度諦めの境きよう地ちに入ったのだった。
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　親愛なるイルゼへ

　魔ま術じゆつ師しの協力が得られたと聞いて、私も安心したよ。




　それとリヒトの事故、魔術によるものだと聞いて驚おどろいている。

　でも君が言う通り、私も彼かれの造形術は間ま違ちがいのないものだと思う。

　娘むすめである君が信じてくれたことを、きっと彼も喜んでいるだろう。




　ただ、頼たのむから危ないことだけはしないでほしい。

　リヒトのことも大切だが、君に何かあっては私がリヒトに顔向けできないからね。




　そうそう、私と同じ中間名の方がいたという話だね。

　さほど珍しい名前でもないから、君の言うとおり、偶然だろう。




　私の方こそ、君からの手紙に何度も救われているよ。

　君が嬉うれしかったこと、楽しかったことを教えてくれるたび、私も同じ気持ちになる。

　あとはもう終えるだけだと思っていた人生が、

　君がいるならもう少しだけ、頑がん張ばってみようと思えるんだ。




　もうすぐ試験だね。

　きっと君なら大だい丈じよう夫ぶ。よい知らせを待っているよ。









　そして魔術院・造形師試験の本番当日──。

　調整室に入ると、イルゼはさっそくテーブルの上に作さ業ぎよう鞄かばんを広げた。

「本当にありがとうございます。まさか試験に協力していただけるなんて……」

「お前には世話になったからな」

　布張りされた台座には、完成した仮面が収まっていた。イルゼはそれを両手で持ち上げると、ヴィンセントの正面に立つ。彼も察して上体をかがめた。戴たい冠かん式しきを思わせる動作で、イルゼはそっとヴィンセントの顔に仮面を着ける。

「……はい。いいですよ」

　イルゼの声を待ってから、ヴィンセントは体を起こし、ゆっくりと目を開いた。

　艶つやを抑おさえた黒を基調とした生き地じに、黒と銀の糸で入れられた精せい緻ちな模様。シンプルなフォルムだが、ヴィンセントの輪りん郭かくに綺き麗れいに合わせられており、形のいい鼻び梁りようやその下に続く頰ほおの美しさを際きわ立だたせていた。

　上部に開いた穴からは、うっすらと紫むらさき色いろの交まじる黒い瞳ひとみが覗のぞいており、とても神秘的だ。縁ふち取どりの装そう飾しよくは銀細工で、目元には小さな瑠る璃りが埋うめ込こまれている。それらはヴィンセントが少し横を向くだけで、キラキラと目を惹ひくように輝かがやいた。

　イルゼは、そんなヴィンセントの姿にしばらく見み惚とれていた。

　今まで作った仮面の中でも会かい心しんの出来だと思っていたが、実際身に着けるとその良さが何倍にも跳はね上あがった気がする。やはり着ける人のもとがいいと違ちがうのかしら、とイルゼは内心ドキドキしていた。

　ヴィンセントもまた、新しくなった仮面の具合を確かめているようだった。魔ま力りよくを流して様子を見たり、角度を調整したりしていたが、やがてイルゼを見つめて尋たずねる。

「……どうだ？」

　そう言って、ヴィンセントが初めて笑った。仮面の奥おくの目がわずかに眇すがめられ、口元には微び笑しようが浮うかんでいる。

　その得も言われぬ表情に、イルゼの顔は途と端たんに熱くなった。

（……私、どうしちゃったの？）

　自分の胸に手を当て、動どう悸きを抑えようと試みるもうまくいかない。だがそんなイルゼの足元を見慣れない白い何かが横切った。

「え!?」

　慌あわてて目で追いかける。するとそれはヴィンセントの足元へと駆け寄り、その位置から窺うかがうようにじっとイルゼを見つめ返してきた。

　全身真っ白で、ふわふわした体と短い尻しつ尾ぽ。まん丸い目の周辺だけ、少し灰色のように色が違って見える。

（これたぬき!?）

　今まで白い光にしか見えなかった、ヴィンセントの精せい霊れいが姿を持ったものだろう。

（あれ？　てっきりあの大きな獣けものがヴィンセントさんの精霊だと思ったんだけど……）

　スーヴニールと対たい峙じした時に見た、神しん獣じゆうのような精霊。

　大きさからして間違いないと思っていたのに、とイルゼは改めてたぬきを観察する。白いたぬきはふるふると震ふるえながらイルゼを見上げており、とても同じ精霊とは思えない。

（気のせいだったのかしら？）

　眉まゆ頭がしらを寄せて考えるイルゼに気づいたのか、ヴィンセントが問いかける。

「どうした？」

「あ、いえ。ちょっと精霊がいたもので」

「そうなのか？」

　答えるヴィンセントの足元で、白いたぬきは嬉しそうに伸のびをしていた。

　威い圧あつ感かんのあるヴィンセントと、どこかとぼけた様子のたぬきが並んでいるさまは、かなりアンバランス。だがその姿があまりに可愛かわいかったので、まあいいかとイルゼは微笑ほほえむ。

「イルゼ・アミ・クレメント、準備が出来たら仮面を提出してください」

　調整を終えた辺りで、試験官が姿を見せた。仮面を外しているヴィンセントを見上げると、イルゼは「頑張って」と軽く自身の両手で拳こぶしを作る。それを見たヴィンセントはわずかに目を細めると、その大きな手をイルゼの頭に置いてそっと撫なでた。

「行ってくる。お前の仮面なら、絶対大丈夫だ」

「はい！　ヴィンセントさんに使ってもらえるなら、どんな結果でも本ほん望もうです。よろしくお願いします！」

　イルゼはそれを満面の笑え顔がおで見送ったのだった。







　──そして試験の合否発表の日。

　イルゼは魔術院の廊ろう下かに置かれた椅い子すに座すわり、祈いのるように両手を組んでいる。

「大丈夫だよイルゼ。ヴィンセントさんすごかったし」

「それはそうなんだけど……」

　隣に座るルートヴィクが慰なぐさめるも、イルゼはまだ不安が拭ぬぐえないでいた。

　ルートヴィクの言う通り、試験自体は大成功だった。

　ヴィンセントが試験会場に現れた時、試験官の何人かはやや難色を示していた。おそらく彼が魔術師を辞やめた経けい緯いを知っている人たちだろう。

　だがヴィンセントはそんな視線をものともせず、試験のために来ていた他の魔術師たちに協力を依い頼らいしたかと思うと、彼らが呼び出した精霊の力を借りて次々と高度な魔術を繰くり出だしていった。中にはヴィンセントの借りる力に負けて、自分の術が維い持じ出来なくなる者までいたほどだ。

　十二年の空白を微み塵じんも感じさせないほど、自在に魔術を操あやつるヴィンセントに、最初は訝いぶかしんでいた試験官たちも驚きを隠かくせなくなっていた。イルゼはそんなヴィンセントを会場で見守りながら、こんなに素す晴ばらしい魔術師が、自分の作った仮面を着けているという事実に、誇ほこらしさで胸がいっぱいになったのを思い出す。

（でも……）

　それでも試験に絶対というものはない。

　うううと眉を寄せるイルゼに対し、ルートヴィクは困ったように笑った。

「どちらかというと僕ぼくの方がまずいかもしれないな……」

　その言葉に、イルゼはさらにいたたまれない気持ちになった。

　ルートヴィクに協力する予定だったスーヴニールは、体調不良ということで急きゆう遽きよ他の魔術師と交代になったそうだ。

　もちろん本当のところはイルゼが一番よく知っている。だが禁きん術じゆつを使ったとなれば、事は魔術院だけの問題ではなくなる。そのため今は情報を伏ふせているのだと、後日ヴィンセントから聞いた。

　やがて扉とびらが開き、優ゆう雅がな礼をしてメリ・メロが出てきた。廊下で待つ二人の元に歩み寄ると、ふうと息を吐はく。

「ど、どうだった……？」

「もちろん、合格に決まっていますわ。わたくしを誰だれだと思っていますの？」

　ふふ、とメリ・メロは微笑ほほえむとそのまま廊下を後にした。やがてルートヴィクの名前が呼ばれ、彼は緊きん張ちようした面おも持もちで面接室へと向かう。

　一人残されたイルゼは、余計なことを考えないよう目を瞑つぶった。

（大丈夫、大丈夫……）

　どのくらいの時間が経過したのか、ようやくルートヴィクが部屋から出てきた。

　イルゼは勢いよく立ち上がり、どうだったと尋ねる。するとルートヴィクは、気落ちした様子でぎこちない笑えみを浮かべた。

「……ごめん、だめだったよ」

「そんな！　……やっぱり、魔術師が代わったから？」

　ショックを隠せないイルゼを前に、ルートヴィクは静かに首を振ふった。

「違うよ。青適性では及きゆう第だい点てんだった。でも赤適性の方がね……元々赤は苦手なところがあったから、難しいかもしれないとは思っていたんだ」

　穏おだやかに告げるルートヴィクを見て、イルゼはかけるべき言葉を失う。そんなイルゼを励はげますように、ルートヴィクはいつもの優やさしい笑みを浮かべた。

「今度の試験までに、もっと修しゆ業ぎようしてくるよ。またいつか、会えるといいね」

　今にも泣きそうになりながら、イルゼはなんとかこくりと頭を下げる。それを見てルートヴィクは安心したようにその場を後にした。

　彼の背中を見送ってから、イルゼは強く目を瞑ると涙なみだを払はらいのける。

「イルゼ・アミ・クレメント、中へどうぞ」

「は、はい！」

　扉の傍そばにいた職員に頭を下げながら面接室に入る。部屋の奥には格調高い執しつ務む机づくえがあり、緊張した面持ちでイルゼはそちらへと歩み寄った。

　だがそこに座す人物を見て、イルゼは言葉を失ってしまう。

「……」

「あれ、驚いてない？」

　席にいたのは褐かつ色しよくの肌はだに銀色の髪かみ、美しい金の瞳も見み間ま違ちがいようがない──ファルだった。

「いえ、驚いてはいるんですけれど、人ひと違ちがいだったら申し訳ないなと思って」

「こんないい男が二人もいるはずないから安心してよ」

　そう言うとファルは椅子からゆっくりと立ち上がった。ギルドで着ていたようなラフな私服ではなく、魔術院──しかもツヴェルフしか身に纏まとうことの出来ない黒の制服だ。

「改めて名乗ろうか。王都魔術院・ツヴェルフ『三席メルツ』、ツィトローネンファルター・ツー・ヤ・フェウーだ」

　イルゼは真っ青になって滝たきのような汗あせをかき始めた。

（終わった……）

　よりによってツヴェルフ相手に逃とう走そう劇げきをやらかしてしまった。おまけに一度は犯人かと疑ったこともあった。不合格間違いなしだ。

　そんなイルゼの後こう悔かいをよそに、ファルは手にした資料を見ながら言葉を続ける。

「イルゼ、君の仮面は実に素す晴ばらしい出来だった。魔術師の能力も十分に生かされていて申し分ない」

「あ、ありがとうございます！」

「それに仕事に対する熱意、術式に対する造ぞう詣けいの深さ、そして仲間との協調性も十分だと試験官から報告を受けている」

「協調性、ですか？」

「そうだよ。この試験ではどのように仮面を作っているか、他のメンバーと協力出来ているかの過程も審しん査さの対象だった」

「もしかして、シュタイン寮りようが？」

「ウィミィは裏の試験官の一人だ。料理好きな緑の魔術師だよ」

　驚くイルゼをよそに、ファルは椅子に座ると、手にしていた資料を机き上じように置いた。

「ただ、魔術院ここでは任務の際、魔術師は同じ適性の造形師と組むことが多い。現在魔術院には白の魔術師がいないから、どうしても君に任せられる仕事は少なくなる」

「……はい」

「採さい用よう枠わくも限られている。だから大変申し訳ないが、不合格にしようという話が出た」

　イルゼはぎゅっと両手を握りしめた。

　仕方がない。そもそも試験を受けられない危き惧ぐだってあったのに、ヴィンセントのおかげで挑ちよう戦せんすることが出来たのだ。それだけでも自分は恵めぐまれている。

　しかしファルは押おし黙だまったままのイルゼに向けて、そっと続けた。

「──ただし、一つだけ提案がある」

　ファルはそう言うと、にやりと口角を上げる。

　イルゼがきょとんとしていると、タイミングよく扉が開き職員が告つげた。

「フェウー卿きよう、騎き士し団だんからです」

「ああ、通してあげて」

　扉を開けて入ってきたのは、他でもないヴィンセントだった。もちろんその顔にはイルゼが作った黒い仮面がある。どうしてここに？　と目をしばたたかせるイルゼの横にヴィンセントが並んだ。

「フェガリ騎士団・第七隊隊長、ヴィンセント・サラ・ヴァンフリートだ」

「ようこそ、サー・ヴァンフリート」

　ファルがそう言うと、ヴィンセントは作法にのっとった礼をした。イルゼはその姿を混乱したまま見上げていたが、ファルがようやくこの状じよう況きようを説明してくれる。

「今回の試験で、彼は魔術師としての高い能力を認められた。だから我々魔術院としては、彼を魔術師として受け入れたいと思っている。だけど彼はすでに王都騎士団に所属しており、本人にも異動の意思はないという」

　その言葉にイルゼは少しだけ意外な印象を抱いだいた。ここまですぐとは思わなかったが、将来的にヴィンセントは魔術師に戻もどるものだと思っていたからだ。

　ファルはその金色の目を眇すがめて、ヴィンセントを見つめた。

「だが彼の魔力、センス、技術。どれを取っても騎士団だけに置いておくのはもったいない。だから彼には騎士団と魔術院両方に所属してもらおうという話になったんだ」

　両方、という言葉にイルゼは首をかしげた。それを察したのか、ファルはさらに言葉を続ける。

「普ふ段だんは騎士団で働いてもらう。でも何か魔術的な要素が絡からむ任務や調査の時には、こちらのメンバーとしても動く。今でも内容によっては騎士団と魔術院が協力態勢を敷しくこともあるだろう？　あれが個人的に課せられていると思ってくれればいい」

　それを聞いてなんとなくイルゼも理解した。だが大切な話はここからだった。

「そこでイルゼ、君には彼の専属造形師になってもらいたい」

「えっ!?」

　専属と聞いて苦い思いが込み上げる。イルゼは目を丸くして、ファルと隣に立つヴィンセントを交こう互ごに見上げた。

「知っての通り彼は白適性で、今の魔術院には彼と組める造形師がいない。だから彼が魔術師として任務に当たる場合、君が彼の造形師として随ずい伴はんを優先する。この条件であれば、君を──『特例合格』にする、という話になった」

　イルゼは特例、と心の中で呟つぶやく。

「この話が出たのは、例の一件で君のとった行動が評価されたからだ」

「例の……スーヴニールさんのことですか？」

「ああ。あの時すぐに新しい術式を構築し、それを仮面に刻んでみせた。その速度と技術に、現場にいた魔術院の面々も相当驚いたそうだ」

　急な展開に呆然とするイルゼだったが、ようやく言われた言葉の意味を反はん芻すうする。

（ええとつまり、ヴィンセントさんと組むなら、合格ってこと……？）

　ヴィンセントの造形師として仕事が出来るだなんて、願ってもないことだ。

「もちろん、普段の魔術院の仕事もしてもらうけどね。専属になるのが嫌いやであれば断っても──」

「やります！　やらせてください！」

　勢いよく返ってきたイルゼの答えに、ファルはふは、と噴ふき出だし、ヴィンセントは一いつ瞬しゆんイルゼの方を見たものの、相変わらず口をまっすぐに結んだままだった。

「そう言うと思ったよ。じゃあさっそく所属なんだけど、僕の下に入ってもらおうと思って」

「へ？」

「人は少ないけど、いい奴やつばかりだよ」

（いい奴っていうか……いきなり、ファルさんの部ぶ署しよに!?）

　イルゼの間の抜ぬけた返事に、ファルはその綺麗な顔を楽しそうに綻ほころばせた。

　いろいろな情報が一度に押おし寄よせ混乱しているイルゼを残し、ファルはヴィンセントへと視線を移す。

「というわけだ。もう双そう方ほうの上とは話がついている。構わないかな、サー・ヴァンフリート」

「ああ」

　目を伏せたヴィンセントが再びきっちりと頭を下げる。

　それを見てイルゼも、慌ててファルに向かって礼をした。




　魔術院を後にした二人は、騎士団への道を共に歩いていた。

「ヴィンセントさん、ありがとうございます」

「何がだ」

「ヴィンセントさんのおかげで、なんとか試験に合格することが出来ました！」

　嬉しそうに笑うイルゼを一いち瞥べつし、ヴィンセントは淡たん々たんと答える。

「お前の実力だろう」

「いえ、ヴィンセントさんの協力がなかったら、そもそも試験も受けられなかったですし」

　そう言うとイルゼは、足を速めてヴィンセントの前に出た。そうして元気に頭を下げる。

「これからも、よろしくお願いします！」

　ヴィンセントはしばらく黙だまっていたが、そのまま歩きだし、イルゼの隣を通とおり抜ぬけようとした。だが横に並んだ一瞬、ぽんとイルゼの頭に手をやる。

「よろしく、──イルゼ」

　そう言い残して歩いていくヴィンセントの背を、イルゼは自分の頭に手をのせたまま呆ぼう然ぜんと見送った。その大きな手の温度を思い出して赤面する。

（私、おかしい……）

　手首を摑つかまれた時も、泣きじゃくるイルゼを抱きしめてくれた時も、どこか落ち着かない気持ちになった。今ではそのドキドキが、ヴィンセントの顔を見ただけで浮かんでしまう。

（どうしよう、専属造形師になるのに……！）

　仮面作りで、何度も触れていたヴィンセントの素顔を思い出す。美しい黒こく紫しの瞳に、薄い唇くちびる、通った鼻筋。それらに指を伸ばす自身の姿を想像して、イルゼはぶんぶんと頭を振った。私、あの顔に、どうして今まで平気で触さわれていたんだろう……。

（だ、だめだわ。しっかりしないと──）

　イルゼは気持ちを切り替えて、急いでヴィンセントの背中を追いかけた。

　ついに夢にまで見た、魔術院での生活が始まる。








　親愛なるビクトール伯お父じ様さまへ

　お元気ですか？　お返事が遅おそくなってしまってすみません。

　事故についてですが、やはり父の仮面に細工をした人たちがいました。

　証しよう拠この仮面も見つかり、あとは魔術院と国務院で処分を決定するそうです。

　これで少しは父の無念が晴らせたのではないかと、私は思っています。




　そして造形師試験も終しゆう了りようしました。

　少しいろいろありまして、特例という形ですが合格しました！

　本当に、本当に嬉しいです！




　そしてヴィンセントさんが、また魔術師としても働けることになり、

　なんと私がその専属造形師になりました！

　これから一いつ緒しよに働くことが出来て、すごく幸せです！




　ヴィンセントさんは力も強いし、魔術師としても一流で、本当に格好いいんです！

　仮面姿もとっても似合っていて、この前完成した仮面を初めて着けてもらった時は、

　うっかり見み惚とれてしまいました。




　ただ、それだけじゃなくて……時々、仮面を着けていない姿でも

　目で追ってしまうことがあります。

　上手く言えないんですが、ヴィンセントさんを見るとドキドキするというか、

　すごく落ち着かない気持ちになるんです。

　嫌いとか、怖いとかじゃなくて、近くに来てくれると嬉しいというか、

　でもあんまり近いと心臓がもたないというか……。




　とりあえずお仕事に支し障しようがあっては困るので、この気持ちは秘密にしておきます。

　伯父様にだけ、こっそり打ち明けておきますね。

　もしもどこかでヴィンセントさんに会うことがあっても、

　絶対内ない緒しよにしておいてください。

　またお手紙書きます。







伯父様を敬愛するイルゼより












　時刻は夜。他の団員たちは帰宅、もしくは宿舎へと戻っている中、フェガリ騎士団・第七隊の部屋にはコルセストリアとヴィンセントが残っていた。

　二人しかいないためか、ヴィンセントは仮面を外して隊長席に座っており、その正面にコルセスが立っている。

「ヴィンセント、これ」

　コルセスから渡わたされた手紙を受け取り、ヴィンセントはその宛あて名なを見つめた。

「いつも悪い」

「いや。……でもよかったよ。また魔術を使えるようになって」

「……」

「あの頃ころの君は、やっぱり楽しそうだったから」

　そう言って笑うコルセスを一いち瞥べつして、ヴィンセントは無言で手紙の封ふう蠟ろうを割った。

　中には『親愛なるビクトール伯父様へ』で始まる便びん箋せんが入っており、ヴィンセントはその文面を静かに目で追う。その様子を見ながら、コルセスは独ひとり言ごとのように呟いた。

「その手紙って、もうどのくらいになるんだっけ」

「……五年だ」

「君も律りち儀ぎだよな。わざわざ返事なんて出さなければよかったのに」




　事故の後、ヴィンセントはすぐにツクミドのリヒト・アメルロックが住んでいた家を訪ね、そこで彼の娘であるイルゼと出会った。

　その後王都に戻ったヴィンセントは、自分も騎士になりたい、どうしたらいいか教えてほしいと、当時すでに騎士として働いていたコルセスにいきなり頭を下げたのだ。

「まったく、わざわざうちの代理人に住所まで借りて。そこまでして正体を隠したいのかい？」

「……」

　ヴィンセントはそれから恐おそろしい速さで、騎士としての研けん鑽さんを積んでいった。

　元々素質もあったのだろう、四年後には騎士として独り立ちするまでになった。そうして地位を勝ち取った二年後、ヴィンセントは突如代理人をつれて、ツクミドへと出向いた。

　その日からだ、彼がイルゼと手紙のやりとりを始めるようになったのは。

　最初は一通だけ返して辞めようと思っていたヴィンセントだったが、手紙から読み取れるイルゼの不安や困っているさまに、つい再び返事を出してしまった。

　そうしているうちに一年が経たち、五年が経ち。いつの間にか、大好きな伯父様としての地位を確立してしまって、辞めるに辞められない状態だ。

「それさ、そんなに嬉しいことが書いてるのかい」

「……別に」

「だって君今、すごい複雑な顔してるから」

　コルセスがそう言ってにやりと笑うと、ヴィンセントは一瞬硬こう直ちよくし、すぐにいつもの無表情へと戻った。その姿があまりに面おも白しろかったのか、コルセスは必死に笑いを堪こらえる。

（……でも、どうしてまた魔術師から騎士になろうとしたのやら）

　王都には他にも多くの仕事がある。

　しかも魔術師と騎士といえば、その中でも両りよう極きよく端たんにある仕事だ。たとえ魔術が使えなくなったところで、無理に騎士の道を選ぶ必要はない。

　だが聞いたところで、こいつが教えてくれるはずはないか、とコルセスは幼おさな馴な染じみの顔を見た。ヴィンセントは左手に便箋を持ち、机にもう一方の肘ひじをついて、片手で顔を隠すように覆おおっている。

　その顔が真っ赤になっていることに、コルセスは気づかなかった。










「お兄ちゃん、大丈夫？」

　近所に住む老ろう夫ふう婦ふに身を寄せたという少女は、リヒトの家の傍そばに一人で座っていた。

　ヴィンセントを見て心配そうに首をかしげる。傷の治ち療りようのため、顔半分に巻かれた包帯のことを言っているのだろう。

「大丈夫だよ。君こそ、元気がないように見えるけど」

　ヴィンセントの問いに、少女は反対側に首をかしげ、すぐに顔を伏せた。

「今日もね、おじいちゃんちに泊とまるの」

「そうなんだ」

「うん。パパがね、しばらく帰ってこられないからって」

「……」

　おそらく、まだ誰も事故の真実を伝えられていないのだろう。ヴィンセントは寂さびしそうにうなだれる少女を見て、それ以上何も言うことが出来なかった。

「お兄ちゃん、時間ある？」

「え、ああ……」

「パパが帰ってきたら、これ読んでくれる約束だったの。でもいないから……代わりに読んで？」
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　そう言われ渡されたのは、子ども向けのありふれた絵本だった。

　表紙には綺麗なお姫様と勇ゆう敢かんな騎士の絵が描えがかれている。頁ページを開くと、最初は弱かった騎士がいろいろな敵と戦って強くなり、最後はお姫様と結ばれる……そんなよくある童話が記されていた。

　せがまれるままに読んでいると、少女はヴィンセントの隣で目をキラキラとさせながら絵本の中を覗いていた。その姿があまりに真しん剣けんで、ヴィンセントは思わず笑みを零こぼす。

　物語を語り終えると、少女が嬉しそうにヴィンセントの袖そでを摑つかんだ。

「ねえ、お兄ちゃんは騎士さまなの？」

「え？」

　確かに格好は旅装で、外がい套とうを羽は織おっているからそう見えなくもない。違う、と言いかけたところで、少女ははにかむように笑った。

「イルゼ、騎士さまが好き」

「……」

「パパはね、いつもイルゼを守るねって言うの。だからパパはイルゼの騎士さまなの。あっ、すごい造形師でもあるけど！」

「そう、なんだ」

「うん！　早く帰ってこないかなあ」

　嬉しそうにリヒトのことを語るイルゼを見て、ヴィンセントは視線を地面に落とした。やがてこくりと息を吞のみ込こむと、鞄かばんから白いリボンのついた袋ふくろを取り出す。

「あの、これ」

「？　なあに？」

　イルゼは首をかしげながらそれを受け取り、するりとリボンを解ほどいた。中から現れたのは小さなクマのぬいぐるみ。

「実はこれ、君のお父さんから預かったんだ。プレゼントだって……ちょっと汚よごれちゃったけど……」

「パパから!?　お兄ちゃん、ありがとう！」

　クマのぬいぐるみを大切そうに胸に抱くイルゼの姿に、ヴィンセントは言葉を失い、静かに目を伏せた。唇くちびるを嚙かみ、しばらく押し黙っていたが、ようやく決心したのかイルゼに向けて穏やかに語りかける。

「……イルゼ。もしも、君のお父さんがなかなか帰ってこなかったら──その時は僕ぼくが代わりに、君の騎士様になるよ」

「ほんと!?」

「うん」

　優しく瞬まばたきをするヴィンセントに、イルゼは満面の笑みを返した。

　そして自分の小指をヴィンセントに差し出す。

「じゃあ約束！　いつか絶対私を守ってね」

「ああ。……守るよ」

　可愛らしい指に、ヴィンセントは自分の小指を絡からめる。

　それを見て小さなイルゼは、幸せそうに微笑んだ。





（了）
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　はじめまして、春はる臣おみあかりと申します。

　この度たびは「前ぜん略りやく、顔かおのない騎き士しと恋こいを始はじめます。」を手に取ってくださり、本当にありがとうございます！

　このお話は受賞作である「仮か面めん造ぞう形けい師しと顔のない魔ま術じゆつ師し」の『仮面と魔術』という設定を残しつつ、より魅み力りよく的てきな物語やキャラクターになるよう修正・改かい稿こうしたものです。

　以前のヴィンセントは非常に繊せん細さいで、ツンデレというかこじらせというか自じ虐ぎやくと自己犠ぎ牲せいを過か積せき載さいした魔術師でした。それが大おお幅はばアップデートにより、顔と髪かみと目と性格と身長と職業が変わりました。そうですね全部ですね。余よ談だんですが、打ち間ま違ちがいで度たび々たび「ヴ飲イン泉センと」という泉が湧わいてました。

　一方主人公のイルゼは、ビジュアルも性格もほとんど変へん更こうがありません。ポニーテールは私の趣しゆ味みです。甘あまいものが好きという設定があったのですが、今回はお菓か子しを食べる暇ひますらなかったので、今後そういうシーンも出せたらいいなあと思っています。

　ちなみにスーヴニールに関しては、改稿して初めて生まれたキャラクターであります。しかも以前はモブというか、やられ役のような存在だったのですが、見事に大出世いたしました。割とアレな彼かれですが、実は一番人間味に溢あふれている気がします。私もどちらかというと、彼に感情移入してしまう方かもしれません。




　元々、この作品を書いたきっかけは『ヒーローの顔がキラッキラのイケメンじゃなかったら、どうやってヒロインは恋に落ちるのだろう？』というものからでした。

　私もイケメンは大好きなので、大好きなので、とても大好きですが……、外見の魅力ではなく、行動や立場、相手との関係性だけで恋をする物語を作りたかったのかもしれません。ただまあヴィンセント、キラッキラのイケメンになりましたけども。はい。

　おまけに恋というより父ふ性せいと庇ひ護ご欲よく全開になってしまいましたが。はい。

　また私が『葛かつ藤とうが大好き』という背景もあります。昔友達と話しながら、「姫ひめと騎士の恋物語があるとして、第三者や社会情勢が障害になって結ばれないというのは違ちがう。騎士自身が身分違いでおこがましいからと逃にげ出だして、塔とうに鍵かぎをかけて閉じこもって、それを姫が追いかけてきてドンドン扉とびらを叩たたくみたいな方が好き」と語ってわりと本気で引かれたことがあります。

　そうやって必死に逃にげ回まわっていた騎士が、最終的に覚かく悟ごを決めて向き合おうと決めた瞬しゆん間かん、がらりと変わる表情というか気き迫はくが大好きです。実は姫が思っていたよりも、何倍も愛が深かったのを知らしめてやるといいますか。




　──まさにそんな話になりました。

　大切な一作を書くことが出来て、本当に嬉うれしいです。




　執しつ筆ぴつにあたりまして、何度も校正や打ち合わせをしてくださった担当様、的確な指し摘てきをくださった校こう閲えつ様、ありがとうございます。

　そして素す敵てきな挿さし絵えをくださったＩＲＩＡＳＵ様、他関係者様にも厚くお礼申し上げます。表紙のラフを見たときは、「本当に顔がいい……」とひたすら唸うなっていました。

　加えて私が改稿でひいひい言っている時に、いつも素敵な猫ねこ画像を送ってくださったお姉さまにも多大な感謝を捧ささげます。丸々とした二に匹ひきの画像を見ながら、通つう称しよう・猫ドーピングと呼んでいました。大だい丈じよう夫ぶ合法ですよ。




　それでは、またお会いできますことを楽しみにしております。

　──この物語が、いつかの私のような女の子に届きますように。







電子書籍特典　書き下ろし短編

『恋は時間差で来る』







「……なんだこれは」

　フェガリ騎士団・第七隊の部屋に戻ってきたヴィンセントは、ソファで眠っているイルゼを発見して、訝しげに呟いた。

「ああ、なんでも隊長に確認してもらう書類があるからと待っていたのですが、気づいたらこの状態で」

　座った体勢でこくりこくりと舟をこぐイルゼの姿に、ヴィンセントははあと深いため息をついた。魔術院での仕事が始まって数日経つが、やはり相当忙しいらしく、以前廊下で会った時も慌ただしく挨拶を返すぐらいしか出来なかった。

　疲れているのだろう、とヴィンセントはしばらく立ちつくしていたが、やがてソファに膝をつくと、不安定な状態のイルゼを横向きに軽々と抱き上げた。すると何故か、部下たちの「おお！」という声が背後から沸き起こる。

「仮眠室を借りる」

　部下の反応を無視し、ヴィンセントはイルゼを抱えたままそこに向かうと、奥にある二段ベッドの前にしゃがみこんだ。角にぶつけないように、そっと下段にイルゼを横たわらせようとする。

　だがわずかな振動に気付いたのか、イルゼがううん、と声を上げた。一瞬硬直こうちよくしたヴィンセントだったが、次の行動を受けてさらに思考が停止する。

「……騎士さま……」

　そう言いながら、イルゼはヴィンセントの胸元をぎゅっと摑んだ。目はまだ閉じられており、起きているわけではなさそうだ。だが眠りが浅くなっているには違いない。どうしたものか、とヴィンセントはそのまま動けなくなる。

　やがてイルゼの目の端から一筋の涙が零れ、ぽつりと声を落とした。

「おとう、さん……」

　その言葉に、ヴィンセントは静かにイルゼを見つめた。おそらく夢を見ているのだろうが、……あまり良いものではないようだ。

（夢の中までは、守ってやれないのか……）

　ヴィンセントは自身の無力さを嘆なげきながら、服を摑んだままのイルゼを眺める。軽い体、華奢きやしやな手足。年端もいかぬこの少女が、ヴィンセントの呪いを解いてくれた。

　しかしすべてが明らかになったとはいえ、イルゼが自分の父を失ったという事実だけは変わりようもない。

「……イルゼ」

　誰もいない仮眠室で、ヴィンセントは小さく彼女の名を呼んだ。







「本当に！　すみませんでした!!」

　ようやく目覚めたイルゼは、平身低頭してヴィンセントに謝罪した。

「書類は確認した。早く行け」

「はいっ！」

　ヴィンセントの帰りを待つはずが、うっかりソファで寝てしまったらしい。気づけばそこは仮眠室のベッドの上で、慌てて部屋に戻ったイルゼだったが、隊長席に座るヴィンセントが険しい雰囲気を露あらわにしていた。

　失態を見られて落ち込むイルゼだったが、書類を受け取りながらはたと動きを止め、おそるおそる尋ねてみる。

「あの、すみません……誰が私をベッドまで運んでくださったんでしょうか……」

　余計な手間を取らせて申し訳ない、と思っての質問だったのだが、不思議なことに一瞬室内がしんと沈黙した。その変わりざまに、イルゼは思わず辺りを見回す。

「え、あの」

　すると騎士たちは皆押し黙ったまま、ある一人に目を向けていた。イルゼがぎこちなく振り返ると、その視線が集まる先にいたのは──隊長席のヴィンセント。

　仮面の奥から睨みつけられ、イルゼはようやくすべてを理解する。

「す、す、……すみませんでしたー！」

　イルゼは言うが早いか、飛び出すように第七隊の部屋を後にした。魔術院への道を走りながら、顔を真っ赤にして心の中だけで叫ぶ。

（あああ、やっちゃった……よりによって、ヴィンセントさんに……恥ずかしい……！）

　イルゼは自らの失態を再度思い出すと、立ち止まって頭を抱えた。







　その日の夜、一人残って仕事をしていたヴィンセントは、ふと自身の胸元に手を添えた。

（……なんだ？）

　イルゼの小さな手に摑まれた感触を思い出し、わずかに拍動はくどうが早まる。落ち着かせようと呼吸を整えるが、何故か苦しくなるばかりだ。

　ヴィンセントは自分でも理解の出来ない状態に、困惑したように首をかしげていた。


（了）





















前ぜん略りやく、顔かおのない騎き士しと恋こいを始はじめます。




【電でん子し特とく典てん付つき】
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